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論文要旨 

 

2016年 4月から施行された障害者差別解消法によって，障害者への差別的取扱いの禁止

と合理的配慮の不提供の禁止が求められるようになった。これにより大学では，発達障害

学生を含む障害学生の支援体制を整備することが急務の課題である。わが国の大学に在籍

する全障害学生のうち，自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder，以下 ASD）の

診断を受ける学生は約 10％を占めており，発達障害学生の中で最も大きい割合を示してい

る（日本学生支援機構，2019）。 

ASDの診断基準として用いられる DSM-5（American Psychiatric Association，2013 高

橋他，2014）によると，ASDを定義する症状は，（a）社会的コミュニケーションの障害，

（b）常同的・限定的な行動という 2つの障害によってあらわされる。これらの障害によ

って，ASDの大学生は様々な不利益を被ることが示されており，うつや不安などの併存障

害を抱える割合も高い（Moseley et al., 2011)。また，ASDと診断される人と健常者との

間には連続性が存在するとされており，一定以上の ASD傾向を持つと社会適応が難しく，

Quality of lifeが低下する場合がある（神尾ら，2013）。そのため，ASDの診断が無い

場合でも，ASD傾向が高い学生には, 支援が必要である可能性が高い。そこで，ASD傾向

が高い大学生への効果的な対策を講じるために，実態調査を行った。 

調査の結果から，栗田他（2003）の調査結果と同様に，ASDの特徴が男性において相対

的に強く認められることが明らかになった。しかし，ASDの女性は発見され難いため，女

性の ASD者の特徴に留意した発見方法が必要である。また，本調査で用いた ASD傾向を測

定する質問紙である AQ-J-10（Kurita et al., 2005）は，AQ-Jの他のバージョンと比較

して，カットオフポイントを超える学生を検出しやすいことが示された。さらに，カット

オフポイントを超える学生数は理工学系で多く見られることから，理工学系の学部では，

教職員が ASDに対する認識を深めることで，早期支援が整いやすくなることが示唆され

た。 

次に，ASD者のコミュニケーションの問題の背景について論じた。ASD者のコミュニケ

ーションの問題の背景には，心の理論，感情認知，実行機能の問題が関連しており

（Stichter et al., 2010），これら 3つの認知機能障害は，それぞれが互いに関連して

いる（Solomon et al, 2004; Stichter et al, 2010）。また，ASD者は社会不安障害やう

つなどの二次的な障害を抱えることが多いが（Moseley et al., 2011），このような二次

的な障害は，社会的スキル不足が関連するとされている（Bellini, 2006）。このため，

ASD者には，不足している社会的スキルを身に付けさせる支援介入を早期から実施するこ

とが求められる。 



心理教育的な支援である社会的スキル訓練（Social Skills Training, 以下 SST）は，

併存しやすい二次的な障害に対しても有効である可能性が示唆されている（White et 

al., 2013）。しかしながら，これら ASDの大学生に対する介入研究は少数であることに

加えて，そのほとんどがケーススタディである（Gelbar et al., 2014）。そのため，実

証的な介入研究の蓄積が望まれることが示された。 

心の理論や感情認知に関連する認知機能として，メタ認知があげられ，ASD者のコミュ

ニケーションの問題に対してメタ認知が果たす役割は大きい。そこで，メタ認知に焦点を

当てて考察を行った。メタ認知的活動であるモニタリングとコントロールは，メタ認知的

知識と密接に関連しており（三宮，2008），メタ認知は発達心理学や教育心理学など多彩

な領域で研究されている（丸野，2007）。また，メタ認知はメンタライジングや心の理論

に関与しており，感情認知や自己制御の観点からも重要な役割を果たしている（三宮，

2017）。さらに，ASD者は自己認識が乏しく（Lerner et al., 2012），実行機能（認知の

柔軟性）に問題を抱えるとされているが（Geurts et al., 2014），これらの問題の背景

にメタ認知が多大な影響を及ぼしていることを示した。 

上記を踏まえて，本研究の目的は，（a）ASD傾向が高い大学生が抱えるコミュニケーシ

ョンの問題に，メタ認知および認知の柔軟性が関与していることを検討すること，（b）

ASD傾向が高い大学生のコミュニケーションの向上を目標とした心理教育的な支援介入に

向けた提言を行うことであった。また，本研究の意義として，ASD傾向が高い青年に対し

て支援介入を行う場が拡大することを挙げた。 

ASD傾向が高い大学生が抱えるコミュニケーションの問題に，メタ認知および認知の柔

軟性が関与していることを検討するために，ASD傾向，メタ認知，認知の柔軟性，コミュ

ニケーション・スキルを測定する質問紙調査を行った。  

調査の結果，ASD傾向が高い大学生は，コミュニケーション・スキルとメタ認知が共に

低くなること，ASD傾向の大学生が抱えるコミュニケーションの問題には，メタ認知が介

在している可能性があることが示された。同様に，ASD傾向，認知の柔軟性，コミュニケ

ーション・スキルの関連について検討を行った結果，ASD傾向が高い学生が認知の柔軟性

を高めることによって，コミュニケーションの問題を改善する可能性が示唆された。 

次に，ASD者のコミュニケーションの問題に対して，有効な心理教育的支援とされてい

る SSTについて，青年期から成人期の ASD者を対象とした SSTの効果研究を展望した。今

後の課題としては，効果量の報告や例数設計が求められること，介入効果における性差の

検討や，測度の統一やプログラムのマニュアル化に基づくプログラム間の比較検討が必要

であること，個人の発達段階やニーズなどを考慮したプログラム選択が重要であること，

介入効果の般化を促進する手続きが含まれたプログラム開発が求められることを論じた。

また，介入効果の般化を促進する変数として，メタ認知が重要であることが指摘された。 

次に，ASD傾向が高い大学生のコミュニケーション・スキルの向上を目標として，メタ

認知を向上させることを目的としたメタ認知トレーニング（Metacognitive Training, 



Moritz et al., 2012 石垣他，2016：以下 MCT）を実施した。MCTの作用機序として，メ

タ認知が改善することによってコミュニケーション・スキルが向上することを推定した。

女子学生を対象に，ASD傾向が高い群と ASD傾向が低い群に分けて，フォローアップも含

めたプログラムを実施した結果，ASD傾向が高い群は，フォローアップ時にコミュニケー

ション・スキルの向上効果が示され，ASD傾向が低い群は，介入直後にメタ認知の改善効

果が確認された。 

さらに，男性への MCT の効果についても検討するために，男女から構成される大学生を

対象に MCTを実施した。その結果，ASD傾向が低い学生のコミュニケーション・スキルが

向上していることが示されたが，ASD傾向が高い学生のコミュニケーション・スキルおよ

び，ASD傾向が高い学生と低い学生のメタ認知の向上は示されなかった。このことから，

ASD傾向が低い学生の介入前のメタ認知は高く，MCT による付加的な改善が示されなかっ

た可能性が考察された。また，ASD傾向が高い学生のコミュニケーション・スキルの向上

には，一定の期間を経ることが必要であるため，介入終了 1ヶ月後の時点では，ASD傾向

が高い学生のコミュニケーション・スキルに対する明確な効果が得られなかった可能性に

ついて論じた。 

 最後に，本研究の学術的示唆および実践的示唆と今後の課題について論じた。 

 Grandin & Barron（2005）や門脇（2009）は，認知の柔軟性が他者の視点に立つことと

深く関わることを指摘しており，他者の視点に立つことすなわち，他者の存在を認め，世

界を理解するには他者からの情報が役に立つことを認識する能力こそが，ASD者の社会適

応の最も重要な要素であり，他者との交流を円滑にすることを示している。実際に，ASD

傾向が高い学生が示す注意のシフトの困難や柔軟性の欠如は，対人関係に支障をきたし，

抑うつ傾向を増強することが示唆されている（池田，2015）。このような実行機能の支障

は，メタ認知の支障と同様に前頭葉前頭前野に由来することが指摘されており

（Fernandez-Duque, Barid, & Posner, 2000），ASD 者のコミュニケーション問題は，メ

タ認知機能や認知の柔軟性といった認知機能の問題であると考えられる。このことから，

ASD傾向が高い大学生への認知機能向上を目指す支援介入は，コミュニケーションの問題

を改善させる可能性があり，認知の柔軟性を高める支援のひとつとして，Acceptance and 

Commitment Therapy（以下 ACT, Hayes, Strosahl & Wilson, 2012 武藤・三田村・大月

訳，2014）があることを論じた。 

次に，ASD者の認知機能向上を目指す支援介入における留意点として，視覚的な情報を

活用し，具体的な表現を用いて時間をかけた説明を行うことが必要であるとともに，参加

者間での経験共有を促進するなどの工夫を行うことで，プログラムの効果を高めることが

必要であることについて論じた。 

本研究の限界と今後の課題としては，効果指標がすべて自己記入式の質問紙を使用して

おり，情報源が自己評定のみに限定されているため，行動指標や他者評価に基づく客観的

な方法によって査定すること，メタ認知尺度は信頼性と妥当性の検証が十分に確保されて



おらず，項目内容が学習場面に大きく依存しているため，今後は，社会的文脈に関連した

メタ認知尺度を用いること，副次的な指標として，抑うつや不安の程度についても評定す

ることについて論じた。 

また，本研究において得られた知見をより厳密に検討するためには，ASD傾向が高い学

生の選定基準として，AQのカットオフポイントや ASD の診断基準を対象者の抽出基準とす

ること，AQのバージョンを複数使用しているため，異なるバージョン間の研究との整合性

については慎重に解釈すべきであることについて述べた。 

 加えて，本研究では MCT のプログラムについて，重複する内容のモジュールを削減して

実施している。そのため，今後は適切なプログラム実施に基づいた検証が必要であるこ

と，MCT作用機序は当初想定されたメタ認知の向上によるものではなかった可能性につい

て考慮する必要があること，メタ認知がコミュニケーション・スキルに与える影響は，

ASD傾向から直接コミュニケーション・スキルに与えている影響と比較して相対的に小さ

いこと，認知の柔軟性がコミュニケーションに及ぼす影響を実証的に示す介入研究が望ま

れることを示した。 
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第 1 章  大 学 に お け る 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 学 生 の 支 援  

 

第 1 節  大 学 に お け る 発 達 障 害 学 生 支 援  

 

発 達 障 害 学 生 を 取 り 巻 く 環 境  

日 本 学 生 支 援 機 構 （ 2 0 1 9 ） の 調 査 に よ る と ， 大 学 に

進 学 す る 障 害 学 生 の 増 加 に 伴 い ， 限 局 性 学 習 障 害 ， 注 意

欠 如 ・ 多 動 性 障 害 ， 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 （ A u t i s m  

S p e c t r u m  D i s o r d e r ， 以 下 A S D ） を 含 む 発 達 障 害 学 生 の

増 加 が 報 告 さ れ て い る 。 ま た ， 2 0 1 6  年 4 月 か ら 施 行 さ

れ た 障 害 者 差 別 解 消 法 の 合 理 的 配 慮 規 定 に 基 づ き ， 国 公

立 の 大 学 等 で は ， 障 害 者 へ の 差 別 的 取 扱 い の 禁 止 と 合 理

的 配 慮 の 不 提 供 の 禁 止 が 法 的 義 務 と さ れ ， 私 立 の 大 学 等

で は ， 障 害 者 へ の 差 別 的 取 扱 い の 禁 止 は 法 的 義 務 ， 合 理

的 配 慮 の 不 提 供 の 禁 止 は 努 力 義 務 と さ れ て い る （ 日 本 学

生 支 援 機 構 ， 2 0 1 8 ） 。 大 学 に お け る 合 理 的 配 慮 と は ，

「 障 害 の あ る 者 が 他 の 者 と 平 等 に 教 育 を 受 け る 権 利 を 享

有 ・ 行 使 す る こ と を 確 保 す る た め ， 大 学 等 が 必 要 か つ 適

当 な 変 更 ・ 調 整 を 行 う こ と で あ り ， 障 害 の あ る 学 生 に 対

し そ の 状 況 に 応 じ て ， 大 学 等 に お い て 教 育 を 受 け る 場 合

に 個 別 に 必 要 と さ れ る も の 」 ， か つ 「 大 学 等 に 対 し て 体

制 面 ・ 財 政 面 に お い て ， 均 衡 を 失 し た 又 は 過 度 の 負 担 を

課 さ な い も の 」 と 定 義 さ れ て い る （ 文 部 科 学 省 ，

2 0 1 2 ） 。 こ う し た 動 向 を 踏 ま え て ， 大 学 で は 発 達 障 害

学 生 へ の 支 援 体 制 整 備 が 急 務 の 課 題 で あ る 。  

発 達 障 害 学 生 へ の 支 援 体 制 整 備 の 一 環 と し て ， 各 大 学

で は 担 当 部 署 の 設 置 や 関 連 部 署 間 の 連 携 を 推 進 し て い

る 。 富 山 大 学 で は ， 「 ト ー タ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援

室 」 を 発 達 障 害 学 生 支 援 シ ス テ ム の 中 核 と し て 運 用 し て

お り （ 斉 藤 ・ 西 村 ・ 吉 永 ， 2 0 1 0 ） ， 福 岡 大 学 で は ，
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「 H D セ ン タ ー （ H u m a n  D e v e l o p m e n t  C e n t e r ） 」 を 設

置 し ， 健 康 管 理 セ ン タ ー や 就 職 支 援 セ ン タ ー な ど と の 連

携 を 行 っ て い る （ 国 立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所 ，

2 0 0 7 ） 。 国 外 で も ， 学 生 支 援 セ ン タ ー や 学 習 支 援 セ ン

タ ー な ど の 専 門 部 署 に お い て ， カ ウ ン セ リ ン グ や 学 習 支

援 を 通 じ た 発 達 障 害 学 生 支 援 が 行 わ れ て い る （ 国 立 特 殊

支 援 教 育 総 合 研 究 所 ， 2 0 0 5 ； W e n z e l  &  R o w l e y ,  

2 0 1 0 ） 。  

 

発 達 障 害 学 生 支 援 の 問 題  

障 害 者 差 別 解 消 法 施 行 の も と ， 各 大 学 に お い て 発 達 障

害 学 生 へ の 支 援 整 備 が 進 め ら れ て い る が ， 発 達 障 害 学 生

に 対 し て 効 果 的 な 支 援 を 行 う こ と は 困 難 で あ る （ 岩 田 ，

2 0 0 7 ） 。 こ の 背 景 に は ， 発 達 障 害 の 表 れ 方 や 個 人 差 の

問 題 ， 大 学 の 支 援 整 備 の 問 題 ， 合 理 的 配 慮 の 提 供 に 関 す

る 問 題 が み ら れ る 。  

ま ず ， 発 達 障 害 の 表 れ 方 や 個 人 差 の 問 題 で は ， （ a ）

身 体 に 器 質 的 な 障 害 が あ る わ け で は な い た め ， 障 害 に 起

因 し た 問 題 を 判 別 す る こ と が 難 し い ， （ b ） 障 害 と 健 常

の 境 界 が 明 確 で な く ， ど こ ま で が 障 害 で ， ど こ か ら が 本

人 の 個 性 や 能 力 の 問 題 で あ る の か が 区 別 し 難 い ， （ c ）

同 じ 発 達 障 害 で も ， 問 題 の 表 れ 方 に お い て 個 別 性 が 高

い ， （ d ） 障 害 を 認 識 す る こ と は ， 学 生 本 人 で も 難 し

く ， 支 援 の 対 象 者 や 支 援 の 範 囲 を 設 定 す る こ と が 困 難 で

あ る こ と ， が 指 摘 さ れ て い る （ 日 本 学 生 支 援 機 構 ，

2 0 1 5 ） 。 発 達 障 害 を 抱 え る 学 生 は ， 自 己 不 全 感 や 自 身

が 感 じ て い る 困 難 さ を 適 切 に 説 明 す る こ と が 難 し い た

め ， こ れ ら の 困 難 は 結 果 と し て 不 適 切 な 行 動 や 問 題 行 動

と し て 顕 在 化 さ れ や す い （ 日 本 学 生 支 援 機 構 ，

2 0 1 5 ） 。 そ の た め ， 発 達 障 害 学 生 を 支 援 す る 立 場 に あ

る 教 職 員 は ， 発 達 障 害 学 生 が 示 す こ れ ら の 行 動 の 背 景
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に ， 発 達 障 害 学 生 が 抱 え る 困 難 さ が 関 連 し て い る の か も

し れ な い と い う 認 識 を 持 つ こ と が 重 要 で あ る （ 日 本 学 生

支 援 機 構 ， 2 0 1 5 ） 。  

 次 に ， 大 学 の 支 援 整 備 面 で は ， 専 門 家 の 配 置 や 学 内 の

理 解 促 進 を ど の よ う に 進 め る べ き か （ 川 住 他 ，

2 0 1 0 ） ， 合 理 的 配 慮 を 支 え る 学 内 組 織 お よ び 円 滑 な 連

携 支 援 体 制 は ど う あ る べ き か （ 丹 治 ・ 野 呂 ， 2 0 1 4 ） な

ど の 課 題 が 報 告 さ れ て い る 。 こ う し た 課 題 へ の 具 体 的 な

対 応 策 と し て ， 日 本 学 生 支 援 機 構 （ 2 0 1 1 ） は ， 教 職 員

間 で の 情 報 共 有 ， F D （ F a c u l t y  D e v e l o p m e n t ） 研 修 の

開 催 ， 支 援 技 術 の 質 の 向 上 ， キ ャ リ ア 支 援 の 実 施 ， 保 健

セ ン タ ー ， 医 師 ， カ ウ ン セ ラ ー お よ び 保 護 者 と の 連 携 ，

精 神 保 健 も 含 め た 障 害 学 生 支 援 の ガ イ ド ラ イ ン の 策 定 ，

セ ル フ ・ ア ド ボ カ シ ー の 視 点 導 入 な ど を 示 し て い る 。 ま

た 文 部 科 学 省 （ 2 0 1 7 ） は ， そ れ ぞ れ の 大 学 の 規 模 や 特

色 ， 取 組 の 状 況 を 踏 ま え る と と も に ， 単 独 の 大 学 で の 整

備 が 困 難 な 場 合 は ， 複 数 の 大 学 で 資 源 の 共 有 を 図 る こ と

が 重 要 で あ る と 述 べ て い る 。  

さ ら に ， 合 理 的 配 慮 が 指 し 示 す 内 容 が 不 明 瞭 で あ る こ

と も ， 効 果 的 な 支 援 の 実 施 を 困 難 に す る 要 因 の ひ と つ で

あ る 。 合 理 的 配 慮 が 必 要 と さ れ る 状 況 は ， 多 様 か つ 個 別

性 の 高 い も の で あ り ， 具 体 的 に 何 を ど の よ う に 支 援 す べ

き か が 規 定 さ れ て い な い （ 石 井 ， 2 0 1 1 ） 。 ま た ， 合 理

的 配 慮 が 過 剰 で あ る か 否 か の 判 断 は ， 各 大 学 の 学 内 資 源

に 依 存 す る 部 分 も あ る （ 高 橋 ， 2 0 1 2 ） 。 こ の た め 文 部

科 学 省 は ， 合 理 的 配 慮 を 決 定 す る 際 の 留 意 事 項 と し て ，

（ a ） 教 育 の 目 的 や 内 容 ， 評 価 の 本 質 を 変 え ず に 調 整 を

行 う こ と ， （ b ） 合 理 的 配 慮 の 内 容 が 大 学 等 に と っ て 過

度 な 負 担 に あ た る 場 合 は ， 障 害 学 生 に そ の 理 由 を 説 明

し ， 理 解 を 得 る よ う に 努 め る と と も に ， 他 の 実 現 可 能 な

措 置 を 提 案 す る こ と を 挙 げ て い る （ 文 部 科 学 省 ，

2 0 1 7 ） 。  
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第 2 節  大 学 に お け る 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 と 自 閉 ス ペ

ク ト ラ ム 症 傾 向  

 

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 学 生 の 出 現 率  

わ が 国 の 大 学 に 在 籍 す る 全 障 害 学 生 の う ち ， A S D の

診 断 を 持 つ 学 生 は 約 1 0 ％ を 占 め て お り ， 発 達 障 害 学 生

の 中 で 最 も 大 き い 割 合 を 示 し て い る （ 日 本 学 生 支 援 機

構 ， 2 0 1 9 ） 。 ま た ， A S D の 診 断 基 準 は 満 た さ な い も の

の ， A S D 傾 向 を 持 つ 大 学 生 は 約 4 か ら 1 0 ％ で あ り

（ B a r o n - C o h e n ,  W h e e l w r i g h t ,  S k i n n e r ,  M a r t i n ,  &  

C l u b l e y ,  2 0 0 1 ； 北 添 他 ， 2 0 0 9 ； 小 林 ， 2 0 0 6 ； 前 田 ・ 金

山 ・ 佐 藤 ， 2 0 1 7 ； 松 田 ， 2 0 0 9 ） ， A S D 傾 向 は 女 性 よ り

も 男 性 に 強 く み ら れ ， 出 現 率 を 所 属 学 部 別 に 比 較 す る

と ， 理 工 学 系 の 学 生 が 人 文 学 系 の 学 生 よ り も 有 意 に 高 い

値 を 示 す （ 北 添 他 ， 2 0 0 9 ； 前 田 他 ， 2 0 1 7 ； 若 林 ，

2 0 0 3 ） 。  

A S D と 診 断 さ れ る 人 と 健 常 者 と の 間 に は 連 続 性 が 存

在 す る と さ れ て お り ， 一 定 以 上 の A S D 傾 向 を 持 つ と 社

会 適 応 が 難 し く ， Q u a l i t y  o f  l i f e が 低 下 す る 場 合 が あ

る （ 神 尾 他 ， 2 0 1 3 ） 。 大 学 生 を 対 象 に し た 調 査 に よ る

と ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 は A S D 傾 向 が 低 い 学 生 と 比 較

し て ， 精 神 的 健 康 度 が 低 く な り や す く （ 髙 林 ・ 藤 井 ・ 菅

野 ， 2 0 1 3 ） ， 抑 う つ や 不 安 が 高 い こ と が 示 さ れ て い る

（ K a n n e ,  C h r i s t ,  &  R e i e r s e n ,  2 0 0 9 ） 。 そ の た め ，

A S D の 診 断 が 無 い 場 合 で も ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 に は ,  

支 援 が 必 要 で あ る 可 能 性 が 高 い 。  

 

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の 特 徴  

A S D の 診 断 基 準 と し て 用 い ら れ る D S M - 5 （ A m e r i c a n  

P s y c h i a t r i c  A s s o c i a t i o n ,  2 0 1 3  高 橋 他 訳 ， 2 0 1 4 ） に よ

る と ， A S D の 基 本 的 な 特 徴 は ， 個 々 の 特 性 や 環 境 に 依
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存 し ， 発 達 段 階 や 歴 年 齢 に よ り 大 き く 変 化 す る た め ， ス

ペ ク ト ラ ム と い う 概 念 が 提 唱 さ れ て い る 。 ス ペ ク ト ラ ム

と は ， 「 連 続 的 ・ 離 散 的 を 問 わ ず 多 様 に み え る も の の 集

合 体 で あ る が ， 何 ら か の 理 由 で 同 じ 仲 間 と み な せ る 範

囲 」 を 指 す （ 本 田 ， 2 0 1 4 ） 。 こ の ス ペ ク ト ラ ム の 概 念

は ， D S M - Ⅳ - T R （ A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  A s s o c i a t i o n ,  

2 0 0 0 ） か ら D S M - 5 （ A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  

A s s o c i a t i o n ,  2 0 1 3  高 橋 他 訳 ， 2 0 1 4 ） へ の 改 訂 に 伴 う 変

更 点 と し て 採 用 さ れ た も の で あ る 。 自 閉 性 障 害 ， ア ス ペ

ル ガ ー 障 害 ， 特 定 不 能 の 広 汎 性 発 達 障 害 ， 小 児 期 崩 壊 性

障 害 ， レ ッ ト 障 害 と い う 亜 型 分 類 が 撤 廃 さ れ て A S D と

い う 単 一 の 診 断 基 準 に 統 一 さ れ た こ と に 加 え て ， A S D

を 定 義 す る 症 状 が ， （ a ） 社 会 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

障 害 ， （ b ） 常 同 的 ・ 限 定 的 な 行 動 ， と い う 2 つ の 障 害

に 再 編 さ れ た （ 桑 原 ・ 加 藤 ・ 佐 々 木 ， 2 0 1 4 ） 。 A S D の

診 断 基 準 を ま と め た も の を T a b l e 1 . 1 に 示 す 。  
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ラ
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互
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。
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す
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）

C
．
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な
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こ れ ら 2 つ の 障 害 は ， A S D の 大 学 生 に 様 々 な 不 利 益

を も た ら す 。 例 え ば ， 皮 肉 や メ タ フ ァ ー を 理 解 す る こ と

が 難 し く （ P e x m a n  e t  a l . ,  2 0 1 1 ;  R u n d b l a d  &  A n n a z ,  

2 0 1 0 ） ， 講 義 や 討 論 の 内 容 把 握 が 困 難 で あ る こ と ， 規

程 通 り の 行 動 を 好 み ， 受 講 教 室 の 変 更 や 試 験 の 日 程 変 更

な ど の 不 測 の 事 態 に 対 処 で き な い こ と が 挙 げ ら れ る

（ A m e s ,  M c M o r r i s ,  A l l i ,  &  B e b k o  2 0 1 6 ） 。 ま た ， 非 言

語 メ ッ セ ー ジ や 社 会 的 な 手 掛 か り を 読 み 取 る こ と が 難 し

く ， 場 に そ ぐ わ な い 発 言 に よ り 周 囲 か ら 奇 異 だ と 捉 え ら

れ て 孤 立 し た り ， 異 性 に 不 適 切 な 働 き か け を す る こ と で

ス ト ー カ ー 扱 い を 受 け る と い っ た 問 題 が 指 摘 さ れ て い る

（ 岩 田 ， 2 0 1 1 ） 。 こ の よ う な 不 適 応 状 態 が 持 続 し ， 適

切 な 支 援 が 得 ら れ な い 場 合 は ， 新 奇 場 面 や 予 測 不 能 の 出

来 事 に 対 す る 抵 抗 感 が 強 ま り ， 将 来 に つ い て 考 え る こ と

を 回 避 し や す く な る た め ， 引 き こ も り に つ な が る 場 合 も

み ら れ る （ 近 藤 ， 2 0 1 2 ） 。 A S D 学 生 の 問 題 が 深 刻 化 す

る こ と を 防 ぐ た め に は ， 早 期 支 援 に 結 び つ け る 取 り 組 み

が 重 要 に な る が ， A S D 学 生 は 自 身 に 支 援 が 必 要 で あ る

と 認 識 し て い な か っ た り ， 診 断 を 受 け て い る こ と を 公 表

せ ず に 支 援 に つ な が ら な い ケ ー ス が 散 見 さ れ る

（ B a r n h i l l ,  2 0 1 6 ） 。 し た が っ て ， A S D 学 生 か ら の 援 助

要 請 を 待 つ だ け で は 不 十 分 で あ り ， 教 職 員 に よ る 支 援 要

請 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い る （ 前 田 他 ， 2 0 1 6 ） 。  

 

本 研 究 で 用 い る 用 語 の 概 念 定 義  

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 （ A S D ）  D S M - Ⅳ - T R （ A m e r i c a n  

P s y c h i a t r i c  A s s o c i a t i o n ,  2 0 0 0 ） の 広 汎 性 発 達 障 害 に 含

ま れ る 自 閉 性 障 害 ， ア ス ペ ル ガ ー 障 害 ， 特 定 不 能 の 広

汎 性 発 達 障 害 お よ び ， D S M - 5 （ A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  

A s s o c i a t i o n ,  2 0 1 3  高 橋 他 訳 ， 2 0 1 4 ） の 自 閉 ス ペ ク ト ラ

ム 症 お よ び 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 障 害  
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自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 （ A S D 傾 向 ）  A S D の 診 断 を

受 け て い な い が ， A S D 傾 向 を 測 定 で き る 質 問 紙 で あ る

A Q （ 若 林 ・ 東 條 ・ B a r o n - C o h e n ,  &  W h e e l W r i g h t ,  

2 0 0 4 ） お よ び A Q - J （ K u r i t a ,  K o y a m a ,  &  O s a d a ,  

2 0 0 5 ） に お い て ， カ ッ ト オ フ 値 以 上 の 得 点 を 示 す ， あ

る い は ， こ れ ら の 質 問 紙 を 用 い た 対 象 者 の 平 均 値 か ら

1 S D 以 上 な ど 一 定 の A Q 得 点 を 示 す  

 

第 3 節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の 大 学 生 の 実 態 調 査

（ 研 究 Ⅰ ）  

 

目 的  

A S D の 特 徴 を 持 つ 学 生 の 場 合 ， 周 囲 と の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の 問 題 に よ っ て 不 適 応 を 抱 え や す い が （ 近 藤 ，

2 0 1 2 ） ， こ う し た 問 題 が 障 害 に よ る も の で は な く 本 人

の 性 格 の 問 題 だ と 誤 解 さ れ ， 孤 立 化 す る ケ ー ス が 散 見 さ

れ る 。 そ の た め ， A S D 傾 向 の 学 生 に は 支 援 が 必 要 で あ

る 可 能 性 が あ る こ と を 支 援 者 が 認 識 し （ 小 川 ，

2 0 1 2 ） ， 彼 ら の 孤 立 化 や 二 次 障 害 を 未 然 に 防 ぐ 取 組 み

が 重 要 で あ る 。  

 A S D 傾 向 の 大 学 生 へ の 効 果 的 な 対 策 を 講 じ る た め に

は ， こ う し た 問 題 を 持 つ 学 生 の 実 態 を 正 し く 理 解 す る こ

と が 不 可 欠 で あ る 。 A S D 傾 向 の 大 学 生 の 実 態 把 握 は ，

A Q の 1 6 項 目 版 や 5 0 項 目 版 な ど 様 々 な バ ー ジ ョ ン の

A Q に よ っ て 調 査 さ れ て い る （ 小 林 ， 2 0 0 6 ； 北 添 他 ，

2 0 0 9 ） 。 し か し ， A Q の 最 も 項 目 数 が 少 な い バ ー ジ ョ ン

で あ る A Q - J - 1 0 を 使 用 し た 調 査 に お い て ， 性 差 や 学 部

差 な ど を 詳 し く 検 討 し た 研 究 は み ら れ な い 。 A Q - J - 1 0 は

上 述 の よ う な 他 の バ ー ジ ョ ン と は 訳 出 手 続 き が 異 な る た

め に 単 純 な デ ー タ の 援 用 が 困 難 で あ る 一 方 で ， A Q - J - 1 0

は 他 の A Q - J の バ ー ジ ョ ン と 比 較 し て 特 異 度 と 陽 性 的 中

率 が 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る （ K u r i t a  e t  a l . ,  2 0 0 5 ；
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松 田 ， 2 0 0 9 ） 。 項 目 数 の 少 な さ か ら 実 施 も 容 易 で あ る

こ と も 考 え 合 わ せ る と ， A Q - J - 1 0 は A S D  傾 向 の 大 学 生

の 実 態 把 握 に 適 し て い る と 推 察 さ れ る 。 そ こ で 本 節 で

は ， A Q - J - 1 0 を 用 い た 大 学 生 を 対 象 と し た A S D 傾 向 の

実 態 把 握 を 行 い ， 効 果 的 な 発 達 障 害 学 生 支 援 の た め の 基

礎 的 な 統 計 資 料 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

方 法  

1 . 対 象 者 と 調 査 手 続 き  

 大 学 生 6 6 2 名 （ 男 性 3 0 2 名 ， 女 性 3 6 0 名 ， 平 均 年 齢

1 9 . 1 9 歳 ， 標 準 偏 差 1 . 3 6 歳 ） を 対 象 と し た 。 調 査 は X

年 7 月 に 大 学 の 講 義 終 了 後 の 時 間 を 利 用 し て 行 わ れ ，

無 記 名 ・ 個 別 記 入 形 式 の 質 問 紙 を 集 団 配 布 し て 回 答 を 求

め た 。 調 査 は ， 研 究 実 施 機 関 の 倫 理 委 員 会 に よ る 承 認 を

受 け て い た 。 調 査 の 実 施 に 先 立 ち ， 回 答 は 任 意 で あ り ，

回 答 の 内 容 な ど に よ る 不 利 益 を 被 る こ と は な い こ と ， 結

果 は 統 計 的 に 処 理 し 外 部 に 漏 洩 す る こ と は な い 旨 を 口 頭

で 説 明 し ， 調 査 へ の 参 加 同 意 が 得 ら れ た 者 に 質 問 紙 へ の

回 答 を 求 め た 。  

2 . 調 査 に 用 い た 尺 度  

 A S D  傾 向 の 測 定 に は ， 自 閉 性 ス ペ ク ト ル 指 数

（ A u t i s m -  Q u o t i e n t  :  A Q ） 1 0 項 目 版 （ A Q - J - 1 0 ：

K u r i t a  e t  a l . ,  2 0 0 5 ） を 使 用 し た 。 原 版 の A Q （ B a r o n -

C o h e n  e t  a l . ,  2 0 0 1 ） は 5 0 項 目 か ら 構 成 さ れ る 信 頼 性

と 妥 当 性 の 確 認 さ れ た 自 己 回 答 式 の 尺 度 で あ り ， 健 常 範

囲 の 知 能 を 持 つ 成 人 の 自 閉 症 傾 向 を 簡 便 に 測 定 で き る 。

回 答 は 4 件 法 で 求 め ら れ ， 各 項 目 で 自 閉 症 傾 向 が 高 い

と さ れ る 側 か ら 2 つ の 選 択 肢 を 選 ん だ 場 合 に は 1 点

が ， 低 い と さ れ る 側 か ら 2 つ の 選 択 肢 を 選 ん だ 場 合 に

は 0 点 が 与 え ら れ る （ 若 林 他 ,  2 0 0 4 ） 。 A Q - J - 1 0 は A Q -

J  5 0 項 目 版 （ 栗 田 他 ， 2 0 0 3 ） の 診 断 判 別 精 度 を さ ら に
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上 げ る た め に ， 広 汎 性 発 達 障 害 の 診 断 を 識 別 す る 能 力 の

高 い 1 0 項 目 を 抽 出 し た も の で あ る 。  

3 . 分 析 方 法  

A Q - J - 1 0 得 点 の 平 均 値 と カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え る

学 生 の 割 合 に つ い て ， そ れ ぞ れ 性 別 ， 所 属 学 部 （ 情 報 学

系 ， 人 文 学 系 ， 社 会 科 学 系 ， 理 工 学 系 ） 別 に 比 較 し た 。

次 に ， A Q - J - 1 0 の 各 項 目 に つ い て ， 性 別 に ｔ 検 定 を 行 っ

た 。  

 

結 果  

1 . 分 析 対 象 者  

 質 問 紙 に 記 入 漏 れ ・ 記 入 ミ ス の あ っ た 対 象 者 を 除 い た

分 析 対 象 者 は 6 4 6 名 （ 有 効 回 答 率 9 6 . 6 ％ ， 男 性 2 9 1

名 ， 女 性 3 5 5 名 ， 平 均 年 齢 1 9 . 2 2 ± 1 . 1 9 歳 ） で あ っ た 。

分 析 対 象 者 の 所 属 学 部 は ， 情 報 学 系 学 部 3 2 （ 男 性 2 5 ，

女 性 7 ） 名 ， 人 文 学 系 学 部 6 5 （ 男 性 1 7 ， 女 性 4 8 ） 名 ，

社 会 科 学 系 学 部 4 9 6 （ 男 性 2 0 2 ， 女 性 2 9 4 ） 名 ， 理 工 学

系 学 部 5 3 （ 男 性 4 7 ， 女 性 6 ） 名 で あ っ た （ T a b l e  

1 . 2 ） 。  
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T a b l e  1 . 2  学 部 ご と の 男 女 構 成 比 率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報学系 25 78% 7 22%

人文学系 17 26% 48 74%

社会科学系 202 41% 294 59%

理工学系 47 89% 6 11%

男性(ｎ=291） 女性(ｎ =355)
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2 . A Q - J - 1 0  得 点 の 基 本 統 計 量 と 性 差 ・ 学 部 差  

A Q - J - 1 0 の 平 均 得 点 は 3 . 5 7 （ S D ＝ 2 . 0 2 ） で あ っ た 。

男 女 別 に 平 均 得 点 を 算 出 す る と ， 男 性 で は 4 . 0 5 （ S D ＝

2 . 0 9 ） ， 女 性 で は 3 . 1 7 （ S D ＝ 1 . 8 7 ） で あ っ た 。 男 性 と

女 性 の A Q - J - 1 0 得 点 の 平 均 値 を 比 較 す る に あ た り ， 両

群 の 分 散 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た た め （ F ( 6 4 4 , 5 8 8 . 0 6 )

＝ 4 . 3 0 ,  p ＜ . 0 5 ） ， W e l c h の 検 定 に よ る 分 析 を 実 施 し

た 。 そ の 結 果 ， 女 性 よ り も 男 性 に お い て 平 均 値 が 有 意 に

高 い こ と が 示 さ れ た （ t ( 5 8 8 . 0 6 ) ＝ 5 . 5 5 ,  p ＜ . 0 0 1 ）

（ T a b l e  1 . 3 ） 。  
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T a b l e  1 . 3  学 部 間 の A Q - J - 1 0 得 点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M SD M SD M SD

情報学系 3.80 2.27 4.00 2.58 3.84 2.30

人文学系 4.24 2.14 3.29 1.66 3.54 1.83

社会科学系 3.94 2.08 3.11 1.89 3.45 2.01

理工学系 4.57 2.02 4.17 1.47 4.53 1.96

合計 4.05 2.09 3.17 1.87 3.57 2.02

男性 女性 合計
学部
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 次 に ， 対 象 者 の 所 属 学 部 （ 情 報 学 系 ， 人 文 学 系 ， 社 会

科 学 系 ， 理 工 学 系 ） を 独 立 変 数 ， A Q - J - 1 0 得 点 を 従 属 変

数 と す る 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ， 所 属 学 部 の 効 果 が 有 意

で あ っ た （ F ( 3 , 6 4 2 ) ＝ 4 . 8 4 ,  p ＜ . 0 1 ） 。 T u k e y  法 に よ る

多 重 比 較 の 結 果 ， 情 報 学 系 ， 人 文 学 系 ， 社 会 科 学 系 の 間

に は 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 し か し 理 工 学 系 は ， 人

文 学 系 ， 社 会 学 系 よ り も 得 点 が 有 意 に 高 か っ た （ p

＜ . 0 5 ） 。  

 上 述 の 通 り ， 対 象 者 の 所 属 学 部 を 単 純 に 比 較 す る と ，

A Q - J - 1 0 得 点 に は 学 部 間 の 有 意 な 差 が 認 め ら れ る 。 し か

し な が ら ， こ れ ら の 学 部 に お い て は 男 性 ・ 女 性 の 性 構 成

比 率 に 無 視 で き な い 違 い が あ る 。 前 述 の t  検 定 に お い

て 男 性 が 女 性 よ り も 有 意 に A Q - J - 1 0 得 点 が 高 い こ と を

考 え 合 わ せ る と ， 所 属 学 部 の 差 を 検 討 す る 際 に は 性 構 成

比 率 を 考 慮 に 入 れ る べ き で あ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で ，

対 象 者 の 所 属 学 部 を 独 立 変 数 ， A Q - J - 1 0 得 点 を 従 属 変 数

と す る 一 要 因 分 散 分 析 を 男 女 別 に 行 っ た と こ ろ ， 男 性

（ F ( 3 , 2 8 7 ) ＝ 1 . 3 4 ,  n . s . ） と 女 性 （ F ( 3 , 3 5 1 ) ＝ 1 . 1 9 ,  

n . s . ） の い ず れ に お い て も 所 属 学 部 間 に 有 意 差 は 認 め ら

れ な か っ た 。  

3 . A Q ‒ J ‒ 1 0  カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト  

 A Q - J - 1 0 の カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト で あ る 7 点 以 上 を 基 準

と し ， カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 上 回 る 学 生 の 割 合 を 算 出 し

た 。 そ の 結 果 ， 対 象 者 全 体 に お い て カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト

を 超 え る 得 点 を 示 し た 学 生 は 6 3 名 （ 9 . 8 ％ ） で あ り ，

男 性 で は 4 3 名 （ 1 4 . 8 ％ ） ， 女 性 で は 2 0 名 （ 5 . 6 ％ ） で

あ っ た 。 男 性 と 女 性 に お い て ， カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超

え る 学 生 の 割 合 を χ 2  検 定 に よ っ て 比 較 し た と こ ろ ， 男

性 の 方 が 有 意 に 高 い 割 合 を 示 し て い た （ χ 2 ( 1 ) ＝

1 5 . 1 9 ， p ＜ . 0 0 1 ） （ F i g .  1 . 1 . ） 。  

 次 に ， 対 象 者 の 所 属 学 部 ご と に カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を

上 回 る 学 生 の 割 合 を 算 出 し た と こ ろ ， 情 報 学 系 で は 6
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名 （ 1 8 . 8 ％ ） ， 人 文 学 系 で は 6 名 （ 6 . 2 ％ ） ， 社 会 科 学

系 で は 4 2 名 （ 8 . 5 ％ ） ， 理 工 学 系 で は 1 1 名 （ 2 0 . 8 ％ ）

で あ っ た 。 F i s h e r の 正 確 確 率 検 定 に よ っ て こ の 比 率 を

比 較 し た と こ ろ ， 所 属 学 部 間 の 差 は 有 意 で あ っ た （ p

＜ . 0 5 ） 。 残 差 分 析 を 実 施 す る と ， 理 工 学 系 の 学 生 に お

い て は カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え る 割 合 が 有 意 に 高 く

（ p ＜ . 0 1 ） ， 社 会 科 学 系 で は こ の 割 合 が 有 意 に 低 い こ と

が 示 さ れ た （ p ＜ . 0 5 ） 。 ま た ， 情 報 学 系 で は カ ッ ト オ フ

ポ イ ン ト を 超 え る 割 合 の 高 さ が 有 意 傾 向 で あ っ た （ p

＜ . 1 0 ） 。 カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 上 回 る 学 生 の 割 合 に つ

い て も 男 性 と 女 性 を 別 に し て 所 属 学 部 間 の 差 を 比 較 し た

と こ ろ ， F i s h e r の 正 確 確 率 検 定 の 結 果 は 男 性 と 女 性 の

い ず れ に つ い て も 有 意 で は な か っ た 。  
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F i g u r e  1 . 1 .  A Q - J - 1 0 カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え た

学 生 の 割 合  
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4 . A Q ‒ J ‒ 1 0  の 項 目 別 の 検 討  

 A Q - J - 1 0 の 各 項 目 別 に 項 目 平 均 値 と 標 準 偏 差 を 算 出

し ， 性 別 に よ る 比 較 を 行 っ た 。 男 性 と 女 性 の 項 目 平 均 値

を t  検 定 に よ っ て 比 較 し た 結 果 ， 6 項 目 （ 「 私 は ， も し

追 求 す る こ と が で き な い と 当 惑 し て し ま う ， と て も 強 い

興 味 を 持 つ 傾 向 が あ る 」 ， 「 私 は 物 語 を 読 ん で い る 時

に ， 登 場 人 物 の 意 図 を 理 解 す る の が 難 し い 」 ， 「 私 は ，

博 物 館 よ り は む し ろ 劇 場 に 行 き た い 」 ， 「 私 は ， 物 事 の

カ テ ゴ リ ー に つ い て の 情 報 を 集 め る の が 好 き だ （ た と え

ば ， 自 動 車 ， 鳥 ， 電 車 ， 植 物 の 種 類 な ど ） 」 ， 「 誰 か 他

の 人 だ っ た ら ど う だ ろ う と 想 像 す る こ と は ， 私 に は 難 し

い 」 ， 「 私 は ， 人 の 意 図 が わ か る の が 難 し い 」 ） に お い

て 男 性 の 得 点 が 女 性 よ り も 有 意 に 高 か っ た （ p ＜ . 0 5 ）

（ T a b l e  1 . 4 ） 。  
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考 察  

 本 節 の 目 的 は ， A Q - J - 1 0 を 使 用 し て A S D 傾 向 の 大 学

生 の 実 態 把 握 を 行 う こ と で あ っ た 。 本 節 の 結 果 ， （ a ）

A S D 傾 向 は 女 性 よ り も 男 性 に 強 く み ら れ る こ と ， （ b ）

カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え る 学 生 の 割 合 が ， 9 . 8 ％ で あ

っ た こ と ， （ c ） カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え る 学 生 数 の

学 部 間 比 較 で は ， 理 工 学 系 で の 出 現 率 が 高 い こ と ， と い

っ た 知 見 が 得 ら れ た 。  

 ま ず ， A Q - J - 1 0 の 合 計 得 点 で は ， 男 性 が 女 性 よ り も 高

い こ と が 認 め ら れ た 。 A S D の 特 徴 が 男 性 に お い て 相 対

的 に 強 く 認 め ら れ る こ と は ， 栗 田 他 （ 2 0 0 3 ） の 調 査 結

果 と 同 様 で あ り ， 自 閉 症 に お け る 発 現 頻 度 の 性 差 と 対 応

す る 結 果 で あ る （ 若 林 他 ， 2 0 0 4 ） 。 し か し ， A S D の 診

断 基 準 を 満 た す 男 性 と 女 性 を 対 象 に ， 5 0 項 目 版 の A Q

の 下 位 尺 度 に 基 づ い て 比 較 し た 桐 山 ・ 川 原 田 ・ 山 下 ・ 山

本 （ 2 0 0 8 ） の 調 査 に よ る と ， A S D の 女 性 は 男 性 に 比 べ

て 「 想 像 力 」 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 「 社 会 的 ス キ ル 」

の 得 点 が 低 い も の の ， 「 注 意 の 切 り 替 え 」 「 細 部 へ の 注

意 」 の 得 点 で は 男 性 と 同 様 か ， も し く は 男 性 よ り 高 い こ

と が 指 摘 さ れ て い る 。 こ の こ と か ら ， A S D の 女 性 を 的

確 に 発 見 し 支 援 に 結 び つ け る た め に は ， 「 注 意 の 切 り 替

え 」 「 細 部 へ の 注 意 」 と い っ た 特 徴 に 留 意 す る こ と が 必

要 で あ る （ 桐 山 他 ， 2 0 0 8 ） 。  

 次 に ， 本 節 で は A Q - J - 1 0 の カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超

え る 学 生 の 割 合 が ， 9 . 8 ％ で あ る と い う 結 果 が 得 ら れ

た 。 北 添 他 （ 2 0 0 9 ） で は 4 . 0 ％ ， 小 林 （ 2 0 0 6 ） で は

4 . 4 ％ ， 栗 田 他 （ 2 0 0 3 ） で は 4 . 5 ％ と ， 先 行 研 究 で は 約

4 ％ を 示 し て い る 。 使 用 し て い る A Q の 項 目 数 を 比 較 す

る と ， 北 添 他 （ 2 0 0 9 ） で は A Q （ 5 0  項 目 ） ， 栗 田 他

（ 2 0 0 3 ） で は A Q - J  5 0 項 目 版 ， 小 林 （ 2 0 0 6 ） で は A Q -

J - 1 6 と い ず れ の 研 究 で も A Q - J - 1 0 は 使 用 さ れ て い な
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い 。 一 方 で ， A Q - J - 1 0 を 使 用 し た 松 田 （ 2 0 0 9 ） の 調 査

で は 8 . 4 ％ と 報 告 さ れ て お り ， A Q - J - 1 0 は A Q - J の 他 の

項 目 数 と 比 べ て カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え る 学 生 を 高 い

割 合 で 検 出 し や す い こ と が う か が わ れ る 。 K u r i t a  e t  a l .

（ 2 0 0 5 ） に よ る と ， A Q - J - 1 0 は ， A S D 傾 向 が そ れ ほ ど

強 く み ら れ な い 人 々 の ス ク リ ー ニ ン グ に 有 用 で あ る こ と

が 指 摘 さ れ て い る 。 A Q - J - 1 0 が A Q - J の 他 の バ ー ジ ョ ン

に 比 べ て A S D 傾 向 の 比 較 的 軽 い 対 象 者 の 測 定 に 適 し て

い る と い う 心 理 測 定 上 の 性 質 を 実 際 に 持 っ て い る か ど う

か は ， た と え ば 項 目 反 応 理 論 に 基 づ く テ ス ト 情 報 量 を 検

討 す る こ と に よ っ て 明 ら か に で き る 可 能 性 が あ る 。 十 分

な デ ー タ ベ ー ス に 基 づ き ， A Q - J - 1 0 と A Q - J の 他 の バ ー

ジ ョ ン の テ ス ト 情 報 量 を 比 較 す る 研 究 が 将 来 的 に 行 わ れ

る こ と が 期 待 さ れ る 。  

 ま た ， A Q - J - 1 0 の カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え る 学 生 数

の 割 合 は ， 理 工 学 系 に お い て 高 い こ と が 示 さ れ た 。 こ の

こ と を 踏 ま え る と ， 自 然 科 学 を 専 攻 す る 学 部 に お い て

は ， A S D 傾 向 の 学 生 が 多 い た め ， 学 生 の A S D 傾 向 が そ

れ ほ ど 問 題 視 さ れ ず に 看 過 さ れ て し ま う 可 能 性 が 指 摘 で

き る 。 そ の た め ， 学 生 が 大 学 に 在 籍 し て い る 間 は A S D

特 性 が 際 立 つ こ と は な い が ， 就 職 活 動 を 開 始 す る 時 期 を

境 に A S D 傾 向 に 由 来 す る 適 応 上 の 問 題 が 表 面 化 す る 可

能 性 が あ る 。 一 方 ， 人 文 学 や 社 会 科 学 を 専 攻 す る 学 部 に

お い て は ， A S D 傾 向 の 学 生 数 が 少 な い が 故 に ， A S D 傾

向 の 学 生 は 周 囲 の 学 生 と の 違 い を 感 じ や す く ， 周 囲 か ら

の 理 解 も 得 ら れ に く い こ と が 推 察 さ れ る 。 こ の よ う に ，

専 攻 分 野 に よ っ て A S D の 特 徴 が 大 学 に お い て 顕 在 化 す

る 状 態 像 に は 違 い が 見 ら れ る 可 能 性 が あ る 。 こ の た め ，

特 に 自 然 科 学 系 の 学 部 で は ， 支 援 を 行 う 立 場 に あ る 教 職

員 が A S D の 認 識 を 深 め る こ と に よ り ， 早 期 支 援 体 制 が

整 い 易 く な る と 推 察 さ れ る 。  
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 さ ら に ， 大 学 生 の 専 攻 分 野 と A Q の 関 連 性 を 検 討 し た

若 林 （ 2 0 0 3 ） の 調 査 に よ る と ， 自 然 科 学 （ 物 理 学 ・ 工

学 ・ 数 学 ） を 専 攻 す る 学 生 が ， 人 文 科 学 や 社 会 科 学 を 専

攻 す る 学 生 に 比 べ て A Q 得 点 が 高 い こ と が 報 告 さ れ て い

る 。 こ の こ と は ， 北 添 他 （ 2 0 0 9 ） の 報 告 に お い て も 指

摘 さ れ て お り ， A S D 傾 向 と 専 攻 分 野 の 選 択 に 一 定 の 対

応 関 係 が あ る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。 し か し な が ら 本 節

の 結 果 か ら は ， 所 属 学 部 の A S D 傾 向 の 差 は ， 男 性 の 所

属 比 率 の 高 さ に よ る も の と 推 測 さ れ ， 自 然 科 学 系 の 学 生

と 人 文 科 学 や 社 会 科 学 系 の 学 生 の 間 に は ， A S D 傾 向 の

差 が み ら れ な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

第 2 章  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン の 問 題  

 

第 1 節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 問 題 の 背 景  

 

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 者 の 認 知 機 能 の 問 題  

A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問 題 の 背 景 に は ， 心 の

理 論 ， 感 情 認 知 ， 実 行 機 能 の 問 題 が 関 連 す る と さ れ て い

る （ S t i c h t e r  e t  a l . ,  2 0 1 0 ） 。 心 の 理 論 （ T h e o r y  o f  

M i n d :  以 下 T o M ） と は ， 他 者 に 心 が 存 在 す る と 考 え ，

他 者 の 心 を 理 解 し よ う と す る 心 の 働 き を さ す （ 大 塚 ，

2 0 1 4 ） 。 幼 児 期 に お け る T o M の 成 熟 は ， 他 者 が 抱 く 誤

っ た 信 念 を 正 確 に 推 測 で き る か 否 か を 調 べ る 誤 信 念 課 題

に よ っ て 判 定 さ れ る （ 前 原 ， 2 0 1 5 ） 。 定 型 発 達 児 は 5 ，  

6 歳 頃 に 一 次 の 誤 信 念 （ A さ ん は X だ と 思 い 込 ん で い

る ） を 理 解 し ， 9 ， 1 0 歳 頃 に は 二 次 の 誤 信 念 （ A さ ん は

『 B さ ん が X だ と 思 い 込 ん で い る 』 と 思 い 込 ん で い

る ） を 理 解 す る よ う に な る （ 溝 川 ・ 子 安 ， 2 0 1 5 ） 。 一

方 ， T o M に 問 題 が あ る と さ れ る A S D 児 は ， 同 年 齢 の 定
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型 発 達 児 と 比 較 し て 誤 信 念 課 題 に 正 答 で き な い こ と が 多

い （ B a r o n - C o h e n ,  L e s l i e ,  &  F r i t h ,  1 9 8 5 ;  L e e k a m  &  

P e r n e r ,  1 9 9 1 ） 。 つ ま り A S D 者 は ， T o M の 問 題 に よ り

他 者 の 心 的 状 態 の 推 測 が 難 し い た め ， 社 会 的 相 互 作 用 に

支 障 を き た す と 考 え ら れ る （ L a c a v a ,  G o l a n ,  B a r o n -

C o h e n ,  &  M y l e s ,  2 0 0 7 ） 。  

感 情 認 知 に は ， 自 他 の 表 情 ， ジ ェ ス チ ャ ー ， 声 の 調 子

な ど の 手 掛 か り か ら ， 社 会 的 文 脈 を 理 解 す る 能 力 が 求 め

ら れ る （ B a u m i n g e r ,  2 0 0 2 ） 。 数 々 の 調 査 か ら ， A S D 者

は 複 雑 な 表 情 の 理 解 に 困 難 を 示 す こ と が 報 告 さ れ て お り

（ G o l a n  &  B a r o n - C o h e n ,  2 0 0 6 ） ， 彼 ら 自 身 の 感 情 も ，

表 情 ， ジ ェ ス チ ャ ー ， 声 の 調 子 の 中 に 表 現 さ れ に く い こ

と が 指 摘 さ れ て い る （ 井 上 ， 2 0 1 2 ） 。 ま た ， 近 年 は ポ

ジ ト ロ ン 断 層 映 像 （ P E T ） や 機 能 的 磁 気 共 鳴 画 像 （ ｆ

M R I ） な ど を 用 い た 脳 画 像 研 究 か ら も ， A S D 者 の 表 情 認

知 の 脆 弱 性 が 報 告 さ れ て い る 。 表 情 認 知 課 題 や 心 の 理 論

課 題 に 関 わ る 脳 領 域 と し て ， 膝 前 部 帯 状 回 や 扁 桃 体 が 挙

げ ら れ る が ， A S D 成 人 で は こ れ ら の 部 分 の 活 動 に 異 常

が 認 め ら れ る こ と が 示 さ れ て い る （ 飯 高 ， 2 0 1 2 ） 。 さ

ら に ， 他 者 理 解 と 自 己 理 解 に 関 連 す る 脳 領 域 で あ る ， ミ

ラ ー ニ ュ ー ロ ン シ ス テ ム の 機 能 不 全 か ら も ， A S D の 感

情 認 知 の 障 害 が 示 唆 さ れ て い る （ R a m a c h a n d r a n  &  

O b e r m a n ， 2 0 0 6 ） 。  

実 行 機 能 と は ， 目 標 に 沿 っ て 行 動 や 思 考 を 選 択 ・ 制 御

す る 能 力 で あ り ， 行 動 や 注 意 を 意 図 的 に 抑 制 す る 抑 制 機

能 ， 自 己 の 視 点 や 問 題 へ の ア プ ロ ー チ を 変 容 さ せ る 切 り

替 え 機 能 ， ワ ー キ ン グ メ モ リ ー に 保 持 さ れ て い る 情 報 の

監 視 や 入 れ 替 え を 行 う 更 新 機 能 か ら 構 成 さ れ る （ 田 中 ・

杉 浦 ， 2 0 1 5 ） 。 A S D 者 の 実 行 機 能 不 全 は ， 実 行 機 能 を

測 定 す る 課 題 で あ る B e h a v i o r  R a t i n g  I n v e n t o r y  o f  

E x e c u t i v e  F u n c t i o n （ B R I E F ） や ， ウ ィ ス コ ン シ ン カ ー

ド 分 類 課 題 （ W C S T ） を 用 い た 調 査 に お い て 示 さ れ て お
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り ， 定 型 発 達 者 よ り も 成 績 が 低 い こ と が 報 告 さ れ て い る

（ H i l l ,  2 0 0 4 ;  O z o n o f f ,  P e n n i n g t o n ,  &  R o g e r s ,  

1 9 9 1 ） 。 A S D 者 は こ の 機 能 不 全 に よ り ， 現 在 の 状 況 と

予 測 さ れ る 状 況 を 統 合 す る こ と が で き ず ， 自 己 の 心 的 状

態 を 他 者 の 心 的 状 態 に あ て は め て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行

う こ と が 難 し い と さ れ て い る （ 苧 阪 ,  2 0 0 6 ） 。 こ れ ら 3

つ の 認 知 機 能 障 害 は ， そ れ ぞ れ が 互 い に 関 連 し て い る た

め ， 治 療 介 入 を 行 う 際 に は 多 面 的 な ア プ ロ ー チ を 行 う こ

と が 求 め ら れ て い る （ S o l o m o n ,  G o o d l i n - J o n e s ,  &  

A n d e r s ,  2 0 0 4 ； S t i c h t e r  e t  a l ,  2 0 1 0 ） 。  

 

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 に よ る 二 次 的 な 障 害  

 A S D 者 は 二 次 的 な 障 害 を 抱 え る こ と が 多 く ， 1 5 歳 か

ら 2 4 歳 ま で の 8 4 名 の A S D 者 を 対 象 に し た 調 査 に よ る

と ， 対 象 者 の 4 2 ％ に 社 会 不 安 障 害 や う つ な ど の 精 神 障

害 の 併 存 が 報 告 さ れ て い る （ M o s e l e y ,  T o n g e ,  

B r e r e t o n ,  &  E i n f e l d ,  2 0 1 1 ） 。 ま た H o f v a n d e r  e t  a l .  

（ 2 0 0 9 ） は ,  成 人 の A S D 者 の 5 3 ％ に う つ の 合 併 が み ら

れ た こ と を 報 告 し て い る 。 こ れ ら の 二 次 的 な 障 害 に よ っ

て ， A S D 者 は 自 立 し た 生 活 を 送 る こ と が 難 し く ， 雇 用

面 や 学 業 面 で 困 難 を 抱 え る こ と が 指 摘 さ れ て い る

（ S p a i n  &  B l a i n e y ,  2 0 1 5 ） 。  

 こ の よ う な 二 次 的 な 障 害 は ， 社 会 的 ス キ ル 不 足 が 関 連

す る と さ れ て い る 。 B e l l i n i  （ 2 0 0 6 ） は ， A S D 者 が 不

安 障 害 に 至 る 過 程 と し て ， （ a ） 環 境 刺 激 に 対 し て 敏 感

で ス ト レ ス を 感 じ や す い こ と が ， （ b ） 対 人 交 流 を 避

け ， （ c ） 対 人 交 流 が 限 定 的 に な る こ と に よ っ て ， 社 会

的 ス キ ル を 獲 得 す る 機 会 が 減 り ， （ d ） 社 会 的 ス キ ル の

不 足 が 仲 間 か ら 否 定 的 な 評 価 を 受 け る こ と に つ な が り ，

（ e ） 仲 間 か ら 否 定 的 な 評 価 を 受 け る こ と に よ っ て ， 不

安 障 害 に 至 る こ と を 説 明 し て い る 。 ま た ， A S D 者 が 二

次 的 な 障 害 に 至 る 要 因 の ひ と つ に ， A S D 以 外 の 精 神 障
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害 の 診 断 を 受 け た り ， A S D の 診 断 を 受 け る こ と が 遅 く

な る こ と に よ っ て ， A S D に 対 応 し た 支 援 を 早 期 か ら 受

け る こ と が で き な い こ と が 挙 げ ら れ る 。 早 期 に A S D の

診 断 を 受 け て 支 援 介 入 が 行 わ れ た 児 童 は ， 小 学 校 の 通 常

の 学 級 で 学 習 す る こ と が 多 く ， A S D 症 状 の 改 善 も み ら

れ る こ と が 報 告 さ れ て い る （ R e i c h o w  &  W o l e r y ,  

2 0 0 8 ） 。 し か し ， 早 期 診 断 に よ る 支 援 介 入 が 受 け ら れ

な い 場 合 は ,  自 傷 行 為 や 他 者 へ の 攻 撃 な ど の 問 題 行 動 に

よ っ て ， 入 院 の リ ス ク が 高 ま る こ と が 示 さ れ て い る

（ M a n d e l l ,  2 0 0 8 ） 。 こ れ ら の こ と か ら ， A S D 者 に は ，

不 足 し て い る 社 会 的 ス キ ル を 身 に 付 け さ せ る 支 援 介 入 を

早 期 か ら 実 施 す る こ と が 求 め ら れ る 。  

 

第 2 節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 学 生 の 支 援  

 

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の 学 生 に 対 す る 心 理 教 育 的 な 支 援

の 重 要 性  

A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に は ， 彼 ら の 認

知 特 性 が 大 き く 関 与 し て い る 。 V a n B e r g e i j k ,  K l i n ,  &  

V o l k m a r （ 2 0 0 8 ） は ， A S D 者 が 推 論 す る こ と ， 結 論 づ け

る こ と ， 関 連 づ け る こ と が 苦 手 で あ る た め ， 社 会 的 状 況

を 理 解 す る こ と が 難 し い こ と を 指 摘 し て い る 。 ま た ，

A S D 者 は 注 意 の 向 け 方 や 物 事 の 理 解 が 断 片 的 に な り や

す く ， 自 身 に 対 す る モ ニ タ リ ン グ が 働 き に く い た め ， 社

会 的 文 脈 や 人 間 関 係 な ど の 複 雑 な 因 果 関 係 の 理 解 が 困 難

で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ 日 戸 ， 2 0 1 4 ） 。 こ の よ う

な 背 景 か ら ， A S D 者 に は 心 理 教 育 的 な 支 援 が 有 効 で あ

り ， A S D に つ い て の 理 解 や A S D 者 の 弱 点 を 補 償 す る 手

段 に つ い て 教 示 す る こ と が 重 要 で あ る （ V a n B e r g e i j k  e t  

a l . ,  2 0 0 8 ） 。  

心 理 教 育 的 な 支 援 で あ る 社 会 的 ス キ ル 訓 練 （ S o c i a l  

S k i l l s  T r a i n i n g ,  以 下 S S T ） は ， 青 年 期 の A S D 者 に 対 す
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る 支 援 介 入 と し て 推 奨 さ れ て お り （ H o w e s  e t  a l . ,  

2 0 1 7 ） ， モ デ リ ン グ ， コ ー チ ン グ ， リ ハ ー サ ル ， フ ィ ー

ド バ ッ ク の 技 法 を 用 い て ， 小 集 団 で 実 施 さ れ る こ と が 効

果 的 で あ る と さ れ て い る （ G r e s h a m ,  S u g a i ,  &  H o r n e r ,  

2 0 0 1 ） 。 S S T は A S D 者 に 併 存 し や す い 二 次 的 な 障 害 に

対 し て も 有 効 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ て お り ， W h i t e  e t  

a l . （ 2 0 1 0 ） は ， B e l l i n i （ 2 0 0 6 ） が 提 唱 し た 社 会 的 ス キ

ル の 不 足 が 不 安 障 害 へ と 至 る モ デ ル に 従 っ て ， A S D 青

年 に 対 す る 介 入 プ ロ グ ラ ム で あ る M A S S I （ M u l t i m o d a l  

A n x i e t y  a n d  S o c i a l  S k i l l s  I n t e r v e n t i o n ） を 開 発 し

た 。 M A S S I は ， 不 安 障 害 を 抱 え る A S D 者 を 対 象 と し て

お り ， 社 会 ス キ ル の 獲 得 と 不 安 障 害 の 軽 減 を 目 標 と し て

い る 。 1 2 歳 か ら 1 7 歳 の A S D 青 年 を 対 象 と し た M A S S I

の 介 入 研 究 で は ， 介 入 群 は 対 照 群 と 比 較 し て A S D 的 な

行 動 特 徴 が 改 善 さ れ ， 不 安 感 が 減 少 し た こ と が 示 さ れ て

い る （ W h i t e  e t  a l . ,  2 0 1 3 ） 。  

 

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の 学 生 に 対 す る 心 理 教 育 的 な 支 援

の 課 題  

A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 は ， 複 雑 な コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン が 求 め ら れ る 青 年 期 に お い て 顕 著 に な る

（ M i t c h e l l ,  R e g e h r ,  R e a u m e ,  &  F e l d m a n ,  2 0 1 0 ） 。 A S D

青 年 は ， 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 障 害 や （ G a n t m a n ,  

K a p p ,  O r e n s k i ,  &  L a u g e s o n ,  2 0 1 2 ;  P e x m a n  e t  a l . ,  

2 0 1 1 ;  R u n d b l a d  &  A n n a z ,  2 0 1 0 ） ， 非 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の 障 害 （ G o l a n  &  B a r o n - C o h e n ,  2 0 0 6 ） に よ っ

て ， い じ め 被 害 に 遭 い や す く ， か ら か い を 受 け た り ， 仲

間 は ず れ に さ れ る こ と が 多 い （ S c h o h l  e t  a l . ,  2 0 1 4 ） 。

彼 ら が 抱 く 違 和 感 や 孤 独 感 は ， 二 次 的 な 障 害 を 抱 え る 契

機 に な り や す い た め ， 支 援 介 入 が 必 要 と さ れ て い る

（ S c h o h l  e t  a l . ,  2 0 1 4 ） 。  
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A S D 学 生 に 対 す る 心 理 教 育 的 な 支 援 介 入 と し て ，

M a s o n ,  R i s p o l i ,  G a n z ,  B o l e s ,  &  O r r（ 2 0 1 2 ） は ， A S D の

大 学 生 2 名 を 対 象 に ビ デ オ モ デ リ ン グ に よ る コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ・ ス キ ル 訓 練 を 実 施 し た 結 果 ， 両 名 共 に ア イ コ

ン タ ク ト や 話 者 交 代 の 行 動 が 有 意 に 増 加 し ， 介 入 の 効 果

サ イ ズ が 中 程 度 か ら 高 度 （ 0 . 5 2 - 0 . 7 1 ） で あ っ た こ と を 示

し て い る 。 ま た ， 中 島 ・ 鈴 木 ・ 丸 山 （ 2 0 1 5 ） の 調 査 で は ，

A S D を 含 む 大 学 生 1 0 名 に 対 し て ， 1 セ ッ シ ョ ン の S S T

を 実 施 し た 結 果 ，1 0 名 の 学 生 全 て に 整 理 整 頓 ス キ ル や 電

話 の 応 答 ス キ ル な ど の 向 上 が み ら れ た こ と が 報 告 さ れ て

い る 。  

し か し な が ら ， こ れ ら A S D の 大 学 生 に 対 す る 介 入 研

究 は 少 数 で あ る こ と に 加 え て ， そ の ほ と ん ど が ケ ー ス ス

タ デ ィ で あ る （ G e l b a r ,  S i m i t h ,  &  R e i c h o w ,  2 0 1 4 ） 。

ま た A S D の 青 年 に は ， 幼 児 期 の 療 育 や 学 齢 期 の 特 別 支

援 教 育 の よ う な 発 達 支 援 を 行 う 場 が 殆 ど 存 在 せ ず （ 日

戸 ， 2 0 1 4 ） ， 特 に 高 校 卒 業 後 に 提 供 さ れ る 支 援 が 少 な

い こ と が 指 摘 さ れ て い る （ H i l l i e r ,  F i s h ,  C l o p p e r t ,  &  

B e v e r s d o r f ,  2 0 0 7 ;  S h a t t u c k ,  W a g n e r ,  N a r e n d o r f ,  

S t e r z i n g ,  &  H e n s l e y ,  2 0 1 1 ） 。 そ の た め ， 実 証 的 な 介

入 研 究 を 積 み 重 ね て い く こ と が 必 要 不 可 欠 で あ る 。  

 

第 3 章  メ タ 認 知 の 観 点 か ら み た 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症

と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題  

 

第 1 節  メ タ 認 知 の 概 念  

 

前 章 で は ， A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問 題 上 の 背

景 に あ る ， 心 の 理 論 や 感 情 認 知 の 問 題 （ S t i c h t e r  e t  

a l . ,  2 0 1 0 ） に つ い て 示 し た 。 心 の 理 論 や 感 情 認 知 に 関

連 す る 認 知 機 能 と し て ， メ タ 認 知 が あ げ ら れ る 。 F r i t h  

&  H a p p é （ 1 9 9 9 ） は ， 自 身 の 心 的 状 態 を 把 握 す る 能 力
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で あ る メ タ 認 知 が ， 他 者 の 心 的 状 態 の 推 測 を あ ら わ す 心

の 理 論 と 同 じ メ タ 表 象 メ カ ニ ズ ム に 依 存 し て い る こ と を

論 じ て お り ， A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問 題 に 対 し

て ， メ タ 認 知 が 果 た す 役 割 は 大 き い こ と が う か が わ れ

る 。 そ こ で 本 章 で は ， メ タ 認 知 に 焦 点 を 当 て る こ と を 目

的 と す る 。  

 

メ タ 認 知 の 定 義  

メ タ 認 知 と は ， 通 常 の 認 知 よ り も 高 次 の 活 動 や 知 識 を

意 味 す る 語 で あ り ， メ タ 認 知 的 知 識 と メ タ 認 知 的 活 動 か

ら 構 成 さ れ て い る （ 三 宮 ， 2 0 0 8 ） 。 メ タ 認 知 的 知 識

は ， 人 間 の 認 知 特 性 に つ い て の 知 識 （ A さ ん は B さ ん

よ り 理 解 が 早 い ） ， 課 題 に つ い て の 知 識 （ 計 算 課 題 で は

数 字 の 桁 数 が 増 え る ほ ど 計 算 ミ ス が 増 え る ） ， 方 略 に つ

い て の 知 識 （ 相 手 が よ く 知 っ て い る 内 容 に た と え る こ と

で ， 難 し い 話 を 理 解 し や す く す る こ と が で き る ） に 分 類

さ れ ， メ タ 認 知 的 活 動 は ， モ ニ タ リ ン グ （ 認 知 に つ い て

の 気 付 き ・ 予 想 ・ 点 検 ・ 評 価 な ど ） ， コ ン ト ロ ー ル （ 認

知 に つ い て の 目 標 設 定 ・ 計 画 ・ 修 正 な ど ） に 分 類 さ れ る

（ 三 宮 ， 2 0 0 8 ） 。  

N e l s o n  &  N a r r e n s （ 1 9 9 0 ） が 提 唱 し た メ タ 記 憶 の 概

念 に よ る と ， メ タ 認 知 的 活 動 は メ タ レ ベ ル と 対 象 レ ベ ル

の 関 係 性 か ら 説 明 さ れ ， モ ニ タ リ ン グ は メ タ レ ベ ル が 対

象 レ ベ ル か ら 情 報 を 得 る こ と ， コ ン ト ロ ー ル は メ タ レ ベ

ル が 対 象 レ ベ ル を 修 正 す る こ と と さ れ て い る 。 学 習 状 況

を 例 に あ げ る と ， モ ニ タ リ ン グ は 現 在 の 学 習 状 況 に 気 づ

く こ と に 関 わ り ， コ ン ト ロ ー ル は 学 習 状 況 を 修 正 す る こ

と に 関 わ る と さ れ て い る （ 多 鹿 ， 2 0 0 7 ） 。 す な わ ち ，

モ ニ タ リ ン グ や コ ン ト ロ ー ル は ， 情 報 を 処 理 し た り 実 行

し た り す る 過 程 で あ り ， 学 習 状 況 を 評 価 し ， 学 習 を 適 切

に 遂 行 す る た め の 計 画 立 案 や 修 正 に 関 わ る と い え る （ 多

鹿 ， 2 0 0 7 ） 。  
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な お ， モ ニ タ リ ン グ と コ ン ト ロ ー ル は ， メ タ 認 知 的 知

識 に 基 づ い て 行 わ れ る た め ， メ タ 認 知 的 知 識 が 誤 っ て い

る 場 合 ， 不 適 切 な メ タ 認 知 的 活 動 が 行 わ れ る （ 三 宮 ，

2 0 0 8 ） 。 ま た ， モ ニ タ リ ン グ と コ ン ト ロ ー ル は 循 環 的

に 働 く と さ れ て お り ， モ ニ タ リ ン グ し た 結 果 に 基 づ い て

コ ン ト ロ ー ル を 行 い ， コ ン ト ロ ー ル の 結 果 を 再 度 モ ニ タ

リ ン グ し て 必 要 な コ ン ト ロ ー ル を 行 う ， と い う 活 動 が 繰

り 返 さ れ る （ 三 宮 ， 2 0 0 8 ） 。 そ の た め ， モ ニ タ リ ン グ

が 不 正 確 で あ る 場 合 に は ， コ ン ト ロ ー ル が 不 適 切 に な り

が ち で あ る （ 三 宮 ， 2 0 0 8 ） 。 こ の よ う に ， メ タ 認 知 的

知 識 と メ タ 認 知 的 活 動 は 相 互 に 関 連 す る こ と が 示 さ れ て

お り ， 単 に メ タ 認 知 を 働 か せ る だ け で な く ， 正 確 な メ タ

認 知 的 知 識 を 持 ち ， 適 切 な メ タ 認 知 的 活 動 を 行 う こ と が

重 要 で あ る （ 山 田 ・ 林 ， 2 0 1 1 ） 。  

 

様 々 な 領 域 に お け る メ タ 認 知 研 究  

 メ タ 認 知 研 究 は 発 達 心 理 学 ， 教 育 心 理 学 ， 認 知 心 理

学 ， 社 会 心 理 学 ， 神 経 心 理 学 ， 脳 科 学 な ど 多 様 な 領 域 に

及 ん で お り ， 方 法 論 や 対 象 と す る 内 容 が 大 き く 異 な る

（ 丸 野 ， 2 0 0 7 b ） 。 例 え ば 認 知 心 理 学 で は ， 記 憶 や 学 習

の 中 で の メ タ 認 知 的 判 断 の 正 確 さ や メ タ 認 知 的 判 断 の 根

拠 ， メ タ 認 知 判 断 に 基 づ く 認 知 過 程 の 調 整 メ カ ニ ズ ム な

ど に 焦 点 を 当 て て い る （ 丸 野 ， 2 0 0 7 b ） 。 メ タ 認 知 的 判

断 の 根 拠 に 関 す る 研 究 と し て は ， 既 知 感 （ F e e l i n g  o f  

K n o w i n g :  以 下 F O K ） の 判 断 が 挙 げ ら れ る 。 F O K の 判

断 と は ， 記 憶 の 符 号 化 か ら 検 索 に か け て 行 わ れ る モ ニ タ

リ ン グ で あ り ， 現 在 再 生 で き な い 項 目 を 知 り ， 後 の 再 現

テ ス ト で 想 起 で き る か ど う か を 判 断 す る も の で あ る （ 多

鹿 ， 2 0 0 7 ） 。 S h i m i z u  &  K a w a g u c h i  （ 1 9 9 3 ） は ， 大 学

生 を 対 象 に F O K の 判 断 課 題 を 実 施 し ， F O K の 判 断 の 正

確 さ が 中 程 度 で あ っ た こ と を 報 告 し て い る 。  
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 発 達 心 理 学 で は ， メ タ 認 知 的 知 識 ， 方 略 ， 能 力 の 個 人

間 の 差 や グ ル ー プ 間 の 差 な ど に つ い て 比 較 検 討 を 行 う

（ 丸 野 ， 2 0 0 7 b ） 。 板 倉 （ 2 0 0 7 ） は ， メ タ 認 知 の 役 割 と

し て ， 自 分 の 心 的 プ ロ セ ス を 自 覚 し な が ら 方 略 を 用 い る

こ と を 挙 げ て お り ， メ タ 認 知 が 心 の 理 論 や 自 己 制 御 の 発

達 と 密 接 に 関 連 し て い る と 論 じ て い る 。 M o r i g u c h i ,  

L e e ,  &  I t a k u r a  （ 2 0 0 7 ） が 年 少 児 を 対 象 に 実 施 し た カ

ー ド 分 類 の 課 題 で は ， 年 少 児 が 他 者 の 心 的 状 態 を 推 測 し

て 自 身 の 行 動 を 変 化 さ せ る こ と が 示 さ れ た 。 す な わ ち ，

他 者 に 関 す る メ タ 認 知 的 知 識 が 自 己 抑 制 行 動 に 影 響 を 与

え て い る の で あ る （ 板 倉 ， 2 0 0 7 ） 。  

さ ら に 心 理 的 治 療 場 面 で は ， メ タ 認 知 へ の 介 入 が 大 き

な 意 義 を 持 つ 。 認 知 行 動 療 法 で は ， ネ ガ テ ィ ブ に 歪 ん だ

思 考 が う つ や 不 安 な ど の 情 動 障 害 の 原 因 で あ る と 考 え ，

そ れ を 修 正 す る こ と を 試 み る （ 杉 浦 ， 2 0 0 7 ） 。

T e a s d a l e  e t  a l . （ 2 0 0 2 ） は ， 認 知 行 動 療 法 で 養 う べ き

ス キ ル と し て ， メ タ 認 知 的 自 覚 を 挙 げ て い る 。 メ タ 認 知

的 自 覚 は ， ネ ガ テ ィ ブ に 歪 ん だ 思 考 に 巻 き 込 ま れ ず に ，

そ こ か ら 距 離 を 取 る ス キ ル で あ り ， う つ の 再 発 予 防 に 関

連 す る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ T e a s d a l e  e t  a l . ,  

2 0 0 2 ） 。  

初 期 の メ タ 認 知 研 究 が 分 析 対 象 と し て い た 行 動 は ， 目

標 や 問 題 構 造 が 明 確 で あ り ， 自 分 自 身 の 内 面 の 心 の 状 態

に 注 意 を 向 け る も の で あ っ た （ 丸 野 ， 2 0 0 7 a ） 。 し か し

近 年 の メ タ 認 知 研 究 で は ， 自 身 の 内 面 に 目 を 向 け る だ け

で な く ， 他 者 や 状 況 と の 関 係 性 の 中 で 機 能 す る メ タ 認 知

に つ い て 焦 点 が 当 て ら れ て い る （ 丸 野 ， 2 0 0 7 a ） 。 丸 野

（ 2 0 0 7 a ） は ， 生 態 学 的 妥 当 性 が 高 い メ タ 認 知 研 究 を 行

う た め に ， メ タ 認 知 の 特 徴 ， す な わ ち 感 情 や 情 動 と の 相

互 作 用 の 中 で 機 能 し 状 況 依 存 的 で あ る 部 分 を ， 詳 細 に 捉

え ら れ る よ う な 方 法 論 や 分 析 デ ー タ が 求 め ら れ る と 論 じ

て い る 。  
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第 2 節  メ タ 認 知 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 関 連  

 

メ ン タ ラ イ ジ ン グ と 心 の 理 論  

 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る メ タ 認 知 と 関 連 す る 概 念

と し て ， メ ン タ ラ イ ジ ン グ が 挙 げ ら れ る （ 三 宮 ，

2 0 1 7 ） 。 メ ン タ ラ イ ジ ン グ と は ， T o M と も 同 義 で あ

り ， 他 者 が 自 分 と は 違 っ た 欲 求 や 意 図 を 持 ち ， 他 者 の 行

動 は こ の 欲 求 や 意 図 に 基 づ く と 考 え る 概 念 で あ る

（ F r i t h  &  F r i t h ,  1 9 9 9 ） 。 メ ン タ ラ イ ジ ン グ に お い て

重 要 な 役 割 を 果 た す の が メ タ 認 知 の 表 象 機 能 で あ る 。 目

の 前 に 人 や も の が 存 在 し な く て も ， そ の 対 象 に つ い て 頭

の 中 で 考 え た り 考 え 直 し た り す る こ と に よ っ て ， 実 際 に

は 存 在 し な い も の や 起 こ ら な か っ た こ と を 思 い 描 く こ と

が で き ， 物 事 に つ い て 様 々 な 可 能 性 を 検 討 す る こ と が で

き る （ 三 宮 ， 2 0 1 7 ） 。 そ し て ， 「 Ｘ は Ｙ と 信 じ て い

る 」 と 表 象 す る 能 力 で あ る メ タ 表 象 機 能 （ L e s l i e ，

1 9 8 7 ） を 獲 得 す る こ と が ， 他 者 の 心 の 理 解 に つ な が る

と さ れ て い る （ 苧 阪 ， 2 0 0 7 ） 。  

T o M に 関 す る 理 論 に お い て も ， メ タ 認 知 の 関 与 が 示

さ れ て い る 。 T o M の 諸 理 論 で は ， 他 者 を 理 解 す る 際 に

「 自 分 」 と い う 情 報 を 利 用 す る か 否 か に よ っ て 2 つ に

大 別 さ れ （ 福 島 ， 2 0 1 1 ） ， 前 者 が シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

説 ， 後 者 が 理 論 説 と 呼 ば れ る 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 説 で

は ， 自 身 の 心 的 状 態 の 内 省 を も と に ， 他 者 の 心 的 状 態 を

推 測 す る （ G o l d m a n ,  1 9 9 2 ） 。 こ こ で は ま ず メ タ 認 知 に

よ っ て 自 身 の 心 的 状 態 を 推 測 し ， そ の 推 測 を も と に 他 者

理 解 が 行 わ れ る （ C a r r u t h e r s ,  2 0 0 9 ） 。 こ れ に 対 し て 理

論 説 で は ， 自 己 の 情 報 は 必 要 と さ れ ず ， 生 得 的 お よ び 後

天 的 な メ タ 認 知 的 知 識 を 用 い て 他 者 の 心 を 理 解 す る

（ G o p n i c  &  W e l l m a n ,  1 9 9 2 ） 。 こ の よ う に ， 複 数 の 異

な る 研 究 の 根 底 に は メ タ 認 知 が 関 連 し て お り ， 他 者 と の
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協 同 ・ 共 存 の た め に は ， メ タ 認 知 を 活 用 し た コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン が 必 要 で あ る と 考 え る こ と が で き る （ 三 宮 ，

2 0 1 7 ） 。  

 

感 情 認 知 と 自 己 制 御   

円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う た め に は ， 相 手 の 知

識 や 態 度 を 知 る だ け で な く ， そ れ に 合 わ せ て 自 己 の 認 知

や 行 動 を 調 整 す る こ と が 求 め ら れ る （ 山 口 ， 2 0 0 7 ） 。

S a w y e r ,  W i l l i a m s o n ,  &  Y o u n g （ 2 0 1 4 ） は ， メ タ 認 知 的

活 動 で あ る モ ニ タ リ ン グ や コ ン ト ロ ー ル が ， 他 者 の 感 情

を 把 握 す る 際 に 重 要 な 役 割 を 果 た す こ と を 論 じ て い る 。

そ れ に よ る と ， モ ニ タ リ ン グ で は 認 識 し た 感 情 の 正 否 を

区 別 し ， コ ン ト ロ ー ル で は ， 識 別 し た 感 情 に も と づ い て

行 動 を 起 こ す と さ れ て い る （ S a w y e r  e t  a l . ,  2 0 1 4 ） 。

こ こ で は ， 感 情 を 適 切 に 理 解 す る だ け で な く ， 認 識 し た

感 情 が 適 切 で な い と 判 断 し た 場 合 は ， そ の 判 断 に よ っ て

行 動 を 控 え る 選 択 が な さ れ る （ S a w y e r  e t  a l . ,  

2 0 1 4 ） 。  

自 身 の 不 適 切 な 言 動 を 抑 制 す る た め に も ， メ タ 認 知 を

働 か せ る こ と が 重 要 で あ る （ 三 宮 ， 2 0 1 7 ） 。 板 倉

（ 2 0 0 7 ） は ， 自 身 の 行 為 を 決 定 す る 際 に ， 自 身 が 採 ろ

う と し て い る 方 略 に つ い て ア ク セ ス し ， そ れ を 制 御 す る

こ と で 正 し い 課 題 遂 行 が 可 能 に な る と 述 べ て い る 。 そ し

て ， こ の 自 己 制 御 過 程 こ そ が メ タ 認 知 そ の も の の 過 程 で

あ る と 論 じ て い る （ 板 倉 ， 2 0 0 7 ） 。 例 え ば ， メ タ 認 知

が 未 発 達 で あ る 幼 児 は 不 適 切 な 言 動 が 抑 制 で き ず ， 自 分

の 思 い を そ の ま ま 言 葉 や 態 度 に 表 す こ と が 多 い （ 三 宮 ，

2 0 1 7 ） 。 ま た 大 人 で あ っ て も ， あ る 発 言 が 失 言 で あ る

と 判 断 で き な け れ ば ， 悪 意 が な く と も 失 礼 な 人 で あ る と

い う 印 象 を 相 手 に 与 え て し ま う こ と が あ る （ 三 宮 ，

2 0 1 7 ） 。 こ れ ら の 不 適 切 な 言 動 を 防 ぎ ， 円 滑 な コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 成 立 さ せ る た め に は ， 他 者 の 視 点 に 立
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つ ， 他 者 に 配 慮 す る ， 言 葉 を 選 ぶ と い っ た メ タ 認 知 が 必

要 で あ る と さ れ て い る （ 三 宮 ， 2 0 1 7 ） 。  

 

第 3 節  メ タ 認 知 と 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の 関 連  

 

自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 者 の 認 知 の 柔 軟 性  

メ タ 表 象 や セ ル フ モ ニ タ リ ン グ な ど の メ タ 認 知 機 能 を

司 る メ カ ニ ズ ム の 基 盤 に 実 行 機 能 が あ り （ 苧 阪 ，

2 0 0 7 ） ， ワ ー キ ン グ メ モ リ ー ， プ ラ ン ニ ン グ ， 注 意 ，

反 応 抑 制 ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ ， 自 己 制 御 ， 行 為 の 開 始

な ど 多 様 な 推 論 能 力 が 含 ま れ る （ G o l d s t e i n ,  N a g l i e r i ,  

P r i n c i o t t a ,  &  O t e r o ,  2 0 1 4 ） 。 A S D 者 は ， 実 行 機 能 に

含 ま れ る 認 知 の 柔 軟 性 の 支 障 に よ っ て ， 状 況 に 応 じ て 思

考 や 行 動 を 柔 軟 に 変 化 さ せ る こ と が 難 し く （ G a u s ,  

2 0 0 7  伊 藤 ・ 吉 村 ・ 荒 井 訳 ， 2 0 1 2 ） ， 問 題 解 決 の た め に

有 効 な 行 動 を と る こ と が 難 し い と さ れ て い る

（ B l a c k l e d g e ,  2 0 1 5 ） 。 ま た ， こ う し た こ だ わ り や 切 り

替 え の 悪 さ は Q u a l i t y  o f  L i f e や 不 安 の 程 度 に 影 響 を 与

え る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ M a i s e l ,  2 0 1 8 ;  R o d g e r s  

G l o d ,  C o n n o l l y ,  &  M c C o n a c h i e ,  2 0 1 2 ） 。  

加 え て ， 実 行 機 能 は T o M と の 関 連 が 指 摘 さ れ て い

る 。 M c A l i s t e r  &  P e t e r s o n （ 2 0 1 3 ） は ， 実 行 機 能 が 発

達 す る た め に は ， T o M で 必 要 と さ れ る メ タ 表 象 機 能 が

求 め ら れ る と 述 べ て お り ， H u g h e s （ 1 9 9 8 ） は ， 実 行 機

能 の 発 達 が T o M の 獲 得 を 促 す こ と を 示 し て い る 。 こ の

よ う に ， 実 行 機 能 と T o M の 因 果 関 係 に つ い て は ， 研 究

者 間 で 相 違 が み ら れ る が ， A S D 者 の 実 行 機 能 の 不 全 と

T o M の 障 害 が 密 接 に 関 連 し て い る こ と は 明 ら か で あ り

（ G e u r t s ,  d e  V r i e s ,  &  v a n  d e n  B e r g h ,  2 0 1 4 ） ， 認 知

の 柔 軟 性 を 高 め る ト レ ー ニ ン グ を 受 け た 児 童 は ， T o M

の 機 能 向 上 を 示 し た こ と が 報 告 さ れ て い る （ F i s h e r  &  

H a p p é ,  2 0 0 5 ） 。  
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自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 者 の 自 己 認 識  

苧 阪 （ 2 0 0 7 ） は ， メ タ 認 知 の 定 義 を 「 何 ら か の セ ル

フ モ ニ タ リ ン グ 機 能 を 通 し て ， 自 分 の 思 考 や 行 為 も 認 知

の 対 象 に す る こ と 」 と し て お り ， 自 己 認 識 を 行 う 際 に 必

要 な 能 力 で あ る と 述 べ て い る （ 苧 阪 ， 2 0 1 4 ） 。 自 己 認

識 の 発 達 過 程 で は ， 前 段 階 と し て 他 者 の 目 に 映 る 自 分 を

意 識 で き る こ と が 重 要 で あ り ， そ の 後 自 己 意 識 が 出 現 す

る と さ れ て い る （ 守 田 ， 2 0 1 4 ） 。 し か し ， A S D 者 は こ

の 発 達 過 程 に 問 題 が あ る た め ， 自 分 の 中 に 行 動 の 基 準 が

確 立 さ れ ず ， 自 分 の 行 動 が 基 準 か ら 逸 脱 し て い る か 否 か

を 評 価 す る こ と が 難 し い （ 守 田 ， 2 0 1 4 ） 。 そ の た め ，

羞 恥 心 な ど の ネ ガ テ ィ ブ な 情 動 が フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ 難

い こ と が 示 さ れ て い る （ 守 田 ， 2 0 1 4 ） 。  

A S D 者 の 自 己 認 識 の 乏 し さ は ， ネ ガ テ ィ ブ な 情 動 の

評 価 だ け に と ど ま ら な い 。 L e r n e r ,  C a l h o u n ,  M i k a m i ,  

&  D e  L o s  R e y e s （ 2 0 1 2 ） は ， A S D 青 年 の 社 会 的 ス キ ル

に つ い て 自 己 評 価 と 親 評 価 を 比 較 し た 結 果 ， A S D の 青

年 が 自 身 の 社 会 的 ス キ ル を 過 大 評 価 し が ち で あ る こ と を

報 告 し て い る 。 同 様 の 結 果 は ，  V e r h o e v e n  e t  a l .

（ 2 0 1 2 ） で も 示 さ れ て お り ， A S D 者 の 自 己 認 識 の 乏 し

さ は ， 彼 ら 自 身 の 過 大 評 価 に 結 び つ く 可 能 性 が 示 唆 さ れ

て い る 。  

自 己 認 識 の 高 さ は ， 介 入 効 果 や 社 会 生 活 に 良 い 影 響 を

与 え る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ G o o d m a n ,  2 0 1 4 ） 。 A S D

青 年 を 対 象 に S S T や 問 題 解 決 ， A S D に 関 す る 心 理 教 育

な ど を 含 む プ ロ グ ラ ム を 実 施 し た V e r h o e v e n  e t  a l .

（ 2 0 1 2 ） の 調 査 で は ， 介 入 前 の 自 己 認 識 が 高 い A S D 青

年 は ， 介 入 後 の 社 会 機 能 の 改 善 度 が 高 い こ と が 示 さ れ

た 。 ま た ， 自 己 認 識 が 高 い A S D 者 ほ ど ， 他 者 の 心 的 状

態 を 推 測 す る 能 力 が 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る

（ L o m b a r d o ,  B a r n e s ,  W h e e l w r i g h t ,  &  B a r o n - C o h e n ,  



34 

 

2 0 0 7 ） 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， A S D 者 の 自 己 認 識 を 高 め

る 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。 L o m b a r d o  e t  a l . （ 2 0 0 7 ）

は ， 他 者 の 心 的 状 態 を 推 測 す る た め に 自 身 を 参 照 す る 能

力 と し て ， メ タ 認 知 や 自 己 認 識 を 高 め る 必 要 性 を 示 唆 し

て い る （ L o m b a r d o  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） 。  

 

第 4 章  本 研 究 の 目 的 お よ び 意 義  

 

第 1 節  本 研 究 の 目 的  

 

 第 1 章 で は ， 障 害 者 差 別 解 消 法 の も と ， 大 学 で は 発

達 障 害 学 生 に 対 す る 支 援 整 備 が 課 題 で あ る こ と を 論 じ

た 。 発 達 障 害 学 生 の 中 で も 特 に A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生

は ， 不 適 応 状 態 に 陥 り や す く ， 支 援 が 必 要 で あ る 可 能 性

が 高 い 。 そ こ で ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 に 対 し て 効 果

的 な 支 援 を 行 う た め の 資 料 と し て ， 大 学 に お け る A S D

傾 向 が 高 い 学 生 の 実 態 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。  

調 査 の 結 果 ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 の 出 現 率 は 9 . 8 ％ で

あ り ， カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え る 学 生 数 の 学 部 間 比 較

で は ， 理 工 学 系 で の 出 現 率 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。 こ の

こ と か ら ， 専 攻 分 野 に よ っ て A S D の 特 徴 が 顕 在 化 す る

状 態 像 に は 違 い が 見 ら れ る 可 能 性 が あ る た め ， 特 に 自 然

科 学 系 の 学 部 で は ， 支 援 を 行 う 立 場 に あ る 教 職 員 が

A S D の 認 識 を 深 め る こ と に よ っ て ， 早 期 支 援 体 制 が 整

い 易 く な る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 第 2 章 で は ， A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問 題 の 背

景 に ， 心 の 理 論 ， 感 情 認 知 ， 実 行 機 能 の 問 題 が 関 連 す る

こ と を 示 し た 。 ま た ， A S D 者 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

問 題 に よ っ て ， 二 次 的 な 障 害 を 抱 え る こ と が 多 く ， 心 理

教 育 的 な 支 援 介 入 が 必 要 で あ る こ と を 論 じ た 。  

 第 3 章 で は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 大 き な 影 響 を 与

え る メ タ 認 知 に 関 連 す る 先 行 研 究 を 概 観 し た 。 メ タ 認 知
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研 究 は 多 様 な 領 域 に 及 ん で お り ， 心 理 治 療 場 面 で も 重 要

視 さ れ て い る 。 メ タ 認 知 は 自 己 理 解 や 他 者 理 解 を 行 う 際

に 重 要 な 役 割 を 果 た し ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 必

要 不 可 欠 と さ れ る 認 知 機 能 で あ る 。 A S D 者 は ， メ タ 認

知 の 機 能 不 全 や 認 知 の 柔 軟 性 の 乏 し さ に よ っ て コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン に 問 題 が 生 じ る と 考 え ら れ る た め ， A S D 者

の メ タ 認 知 機 能 お よ び 認 知 の 柔 軟 性 を 向 上 さ せ る 介 入 の

必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 な お ， A S D 者 と 健 常 者 と の 間 に は 連 続 性 が 存 在 し ，

一 定 以 上 の A S D 傾 向 を 持 つ と Q u a l i t y  o f  l i f e が 低 下 す

る 場 合 が あ る （ 神 尾 他 ， 2 0 1 3 ） 。 ま た ， A S D 傾 向 が 高

い 大 学 生 は ， A S D 傾 向 が 低 い 大 学 生 と 比 較 し て ， 抑 う

つ や 不 安 が 高 い （ K a n n e  e t  a l . ,  2 0 0 9 ） 。 こ の こ と か

ら ， A S D の 診 断 が 無 い 場 合 で も ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生

に は 支 援 が 必 要 で あ る 可 能 性 が 高 い 。  

 以 上 を 踏 ま え て 本 研 究 で は ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生

が 抱 え る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に メ タ 認 知 お よ び 認

知 の 柔 軟 性 が 関 与 し て い る こ と を 明 ら か に し ， A S D 傾

向 が 高 い 大 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 向 上 を

目 標 と し た 心 理 教 育 的 な 支 援 介 入 に 向 け た 提 言 を 行 う こ

と と し た 。  

 

第 2 節  本 研 究 の 意 義  

 

A S D 者 が 抱 え る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 は ， 生 活

ス キ ル ， 友 人 関 係 ， 学 業 な ど の 様 々 な 場 面 に 影 響 を 与 え

（ L e v y  &  P e r r y ,  2 0 1 1 ） ， 学 業 不 振 や ， 二 次 障 害 ， 雇 用

問 題 な ど （ S p a i n  &  B l a i n e y ,  2 0 1 5 ） に 結 び つ く 可 能 性

が 大 き い 。 そ の た め ， A S D 者 へ の 早 期 支 援 が 重 要 な 意

味 を 持 つ （ D a w s o n  e t  a l . ,  2 0 1 0 ） 。 実 際 に ， A S D の 子

ど も へ の 早 期 療 育 は ， 行 動 の 改 善 や 発 達 の 促 進 を も た ら



36 

 

す と さ れ て お り （ 神 尾 ， 2 0 1 0 ） ， 応 用 行 動 分 析 の 有 効

性 が 示 さ れ て い る （ V i r u é s - O r t e g a ,  2 0 1 0 ） 。  

し か し な が ら ， 幼 少 期 や 児 童 期 と 比 較 し て ， 青 年 期 や

成 人 期 の A S D 者 を 対 象 と す る 実 証 的 な 支 援 介 入 研 究 は

限 ら れ て お り （ W e b b ,  M i l l e r ,  P i e r c e ,  S t r a w s e r ,  &  

J o n e s ,  2 0 0 4 ） ， A S D の 青 年 に 対 し て 提 供 さ れ る 支 援 は

少 な い （ H i l l i e r  e t  a l . ,  2 0 0 7 ;  S h a t t u c k  e t  a l . ,  

2 0 1 1 ） 。 ま た ， 知 的 な 遅 れ を 伴 わ ず コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン の 問 題 や 常 同 的 ・ 限 局 的 な 行 動 が そ れ ほ ど 目 立 た な い

A S D 者 の 場 合 は ， 自 身 が A S D 者 で あ る と い う 認 識 を 持

た ず ， 支 援 を 受 け る 機 会 が な い ま ま 進 学 す る こ と が 多

い 。 大 学 に 進 学 す る と ， A S D 学 生 は 課 題 設 定 や 時 間 調

整 を 自 身 で 行 わ な け れ ば な ら な い （ G e l l e r  &  

G r e e n b e r g ,  2 0 0 9 ） 。 高 校 ま で は ， 定 め ら れ た 時 間 に 与

え ら れ た 課 題 を こ な し て い た が ， 大 学 で は 構 造 化 が 低

く ， 自 由 度 が 高 い 環 境 に 適 応 す る こ と が 求 め ら れ る

（ G e l l e r  &  G r e e n b e r g ,  2 0 0 9 ） 。 A S D 学 生 が こ う し た

環 境 の 変 化 に 適 応 す る こ と が で き な い 場 合 は ， 多 方 面 に

渡 る 様 々 な 不 利 益 を 被 る こ と に よ っ て ， 退 学 へ と 至 る こ

と も 指 摘 さ れ て い る （ G e l l e r  &  G r e e n b e r g ,  2 0 0 9 ） 。 こ

の よ う な 不 適 応 の 状 態 は ， A S D の 診 断 を 受 け た 学 生 だ

け で な く ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 に も み ら れ る こ と か

ら ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 に 支 援 を 行 う こ と は ， 重 要

な 意 義 を も つ と 考 え ら れ る 。  

A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 の 背 景 に は ， メ

タ 認 知 お よ び 認 知 の 柔 軟 性 が 関 与 し て い る 可 能 性 が 示 さ

れ て い る 。 し か し な が ら ， こ れ ら の 変 数 の 関 連 に つ い て

検 討 し た 研 究 は 少 な く ， A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 問 題 の メ カ ニ ズ ム の 解 明 が 必 要 で あ る 。  

以 上 よ り ， 本 研 究 で A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に ， ど の よ う に メ タ 認 知 や 認 知 の 柔

軟 性 が 関 与 し て い る の か に つ い て 明 ら か に す る こ と に よ
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っ て ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 を 対 象 と し た 支 援 介 入 に

有 益 な 提 言 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 ま た ， A S D 傾 向

が 高 い 大 学 生 に 向 け た 効 果 的 な 支 援 介 入 を 促 進 す る 役 割

を 担 う こ と で ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 に 対 す る 支 援 提

供 の 場 が 拡 大 す る こ と が 期 待 さ れ る 。  

 

第 5 章  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の 大 学 生 の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン に 対 す る メ タ 認 知 の 影 響  

 

第 1 節  問 題  

 

A S D の 大 学 生 が 抱 え る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題

は ， 学 生 生 活 に 不 利 益 を も た ら す こ と が 指 摘 さ れ て お

り ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 を 改 善 す る た め に は ，

S S T が 有 効 で あ る と さ れ て い る 。 た と え ば 中 島 他

（ 2 0 1 5 ） は ， A S D の 大 学 生 を 含 む 学 生 相 談 室 の 来 談 者

を 対 象 に S S T を 実 践 し ， ソ ー シ ャ ル ス キ ル の 自 己 評

定 ・ 他 者 評 定 が い ず れ も 上 昇 し た こ と を 報 告 し て い る 。

ま た 山 本 ・ 香 美 ・ 小 椋 ・ 井 澤 （ 2 0 1 3 ） は ， A S D の 基 準

を 満 た す 1 9 歳 か ら 2 7 歳 ま で の 青 年 に 対 し て S S T を 行

い ， 標 的 と さ れ た ソ ー シ ャ ル ス キ ル の ほ と ん ど の 評 価 得

点 が 上 昇 し た こ と を 示 し て い る 。 一 方 ， 青 年 期 の A S D

に 対 す る S S T の 課 題 と し て ， 効 果 が 持 続 的 に 続 か な い

こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 山 本 他 （ 2 0 1 3 ） は 前 出 し た

A S D の 青 年 に 対 す る S S T の 効 果 研 究 に お い て ， 介 入 直

後 の 時 点 で は 改 善 が 認 め ら れ て い た ソ ー シ ャ ル ス キ ル

が ， 介 入 か ら 時 間 が 経 過 す る に つ れ て 低 下 す る こ と を 報

告 し て い る 。 こ れ ら の こ と か ら ， A S D の 青 年 を 対 象 と

し た S S T に は 一 定 の 効 果 が あ る も の の ， 効 果 の 持 続 性

と い う 点 を 考 慮 す る と 従 来 の S S T の 手 続 き を 何 ら か の

形 で 改 善 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  
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S S T の 効 果 を 長 期 的 に 持 続 さ せ る た め の 付 加 的 な 介

入 へ の 示 唆 と し て ， 単 な る ソ ー シ ャ ル ス キ ル の 獲 得 に 留

ま ら ず ， メ タ 認 知 の 水 準 か ら 新 た な ソ ー シ ャ ル ス キ ル を

自 発 的 に 学 習 す る 能 力 を 身 に つ け る こ と の 重 要 性 が 指 摘

さ れ て い る （ 米 田 ， 2 0 0 9 ） 。 メ タ 認 知 と は 自 分 で 自 分

の 心 的 状 態 を 認 識 す る 心 理 機 構 で あ り ， 状 況 に 適 応 で き

る よ う に 自 己 調 整 を 図 っ た り ， 適 応 で き る よ う に 状 況 を

作 り 替 え る こ と を 可 能 に す る も の で あ る （ 丸 野 ，

2 0 0 7 b ） 。 メ タ 認 知 の 重 要 性 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お

い て も 指 摘 さ れ て お り ， S a w y e r  e t  a l . （ 2 0 1 4 ） は ， 他

者 の 感 情 を 適 切 に 判 断 す る た め に は ， メ タ 認 知 が 機 能 す

る こ と が 重 要 で あ る こ と を 述 べ て い る 。  

以 上 の よ う な 観 点 に 立 つ と ， A S D 者 に み ら れ る コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問 題 の 背 景 と し て ， メ タ 認 知 が 十 分 に 機

能 し て い な い 可 能 性 が 推 測 さ れ る 。 児 童 を 対 象 と し た 研

究 で は ， A S D 児 は 定 型 発 達 児 よ り も メ タ 認 知 機 能 に 困

難 が 認 め ら れ る こ と が 報 告 さ れ て お り （ 玉 木 ・ 海 津 ，

2 0 1 2 ） ， 成 人 を 対 象 と し た G r a i n g e r ,  W i l l i a m s ,  ＆  

L i n d （ 2 0 1 4 ） の 調 査 に お い て も ， 同 様 の 結 果 が 示 さ れ

て い る 。 A S D の 大 学 生 に お い て も 同 様 に メ タ 認 知 の 機

能 不 全 が 認 め ら れ る と す れ ば ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問

題 の 背 景 に メ タ 認 知 の 問 題 が 介 在 し て い る こ と が 推 察 さ

れ る 。 そ こ で 本 節 で は ， 大 学 生 を 対 象 と し た 調 査 研 究 を

行 い ， A S D 傾 向 ， メ タ 認 知 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス

キ ル の 変 数 間 の 関 連 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

第 2 節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の 大 学 生 の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン に お け る メ タ 認 知 媒 介 モ デ ル の 検 討 （ 研 究

Ⅱ ）  

 

目 的  
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 本 節 で は 大 学 生 を 対 象 に ， A S D 傾 向 ， メ タ 認 知 ， コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 測 定 す る 質 問 紙 調 査 を 行

い ， A S D 傾 向 が あ る 大 学 生 の メ タ 認 知 と コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ・ ス キ ル が ど の よ う に 関 連 し て い る の か を 明 ら か

に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

方 法  

1 . 対 象 者 と 調 査 手 続 き  

大 学 生 4 5 3 名 （ 男 性 3 0 3 名 ， 女 性 1 5 0 名 ， 平 均 年 齢

2 1 . 1 2 歳 ， 標 準 偏 差 1 . 9 1 歳 ） を 調 査 の 対 象 と し た 。 調

査 は X + 1 年 1 月 に 大 学 の 講 義 終 了 後 の 時 間 を 利 用 し て

行 わ れ ， 無 記 名 の 質 問 紙 を 集 団 配 布 し て 回 答 を 求 め た 。

調 査 は 研 究 実 施 機 関 の 倫 理 委 員 会 に よ る 承 認 を 受 け た 。

調 査 へ の 回 答 は 任 意 で あ り ， 回 答 の 内 容 な ど に よ る 不 利

益 を 被 る こ と は な い こ と ， 結 果 は 統 計 的 に 処 理 し 外 部 に

漏 洩 す る こ と は な い 旨 を 書 面 に て 対 象 者 に 説 明 し ， 回 答

が 得 ら れ た こ と を も っ て 参 加 同 意 が 得 ら れ た も の と し

た 。  

2 . 調 査 に 用 い た 尺 度  

A Q 日 本 語 版 （ A u t i s m - s p e c t r u m  Q u o t i e n t :  A Q ,  

B a r o n - C o h e n  e t  a l . ,  2 0 0 1 ； 若 林 他 ， 2 0 0 4 ）  原 版 の

A Q は 5 0 項 目 か ら 構 成 さ れ る 自 己 回 答 式 の 尺 度 で あ

り ， 健 常 範 囲 の 知 能 を 持 つ 成 人 の 自 閉 症 傾 向 を 測 定 で き

る 。 回 答 は ４ 件 法 で 求 め ら れ ， 各 項 目 に つ き 自 閉 症 傾 向

が 高 い と さ れ る 側 か ら 2 つ の 選 択 肢 を 選 ん だ 場 合 に は 1

点 が ， 低 い と さ れ る 側 か ら 2 つ の 選 択 肢 を 選 ん だ 場 合

に は 0 点 と し て 得 点 化 し た 。  

E N D C O R E s （ 藤 本 ・ 大 坊 ， 2 0 0 7 ）  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ ス キ ル を 言 語 能 力 か ら 対 人 能 力 に わ た る 6 種 類 の

ス キ ル か ら な る 複 合 概 念 と し て 測 定 す る 尺 度 で あ る 。 自

己 統 制 ， 表 現 力 ， 解 読 力 ， 自 己 主 張 ， 他 者 受 容 ， 関 係 調

整 の 6 因 子 2 4 項 目 で 構 成 さ れ て お り ， 回 答 は 7 件 法 で
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求 め ら れ る 。 「 か な り 苦 手 （ 1 点 ） 」 「 苦 手 （ 2 点 ） 」

「 や や 苦 手 （ 3 点 ） 」 「 ふ つ う （ 4 点 ） 」 「 や や 得 意

（ 5 点 ） 」 「 得 意 （ 6 点 ） 」 「 か な り 得 意 （ 7 点 ） 」 で

得 点 化 を 行 っ た 。  

成 人 用 メ タ 認 知 尺 度 （ 阿 部 ・ 井 田 ， 2 0 1 0 ）  S c h r a w  

&  D e n n i s o n （ 1 9 9 4 ） に よ っ て 開 発 さ れ た

M e t a c o g n i t i v e  A w a r e n e s s  I n v e n t o r y の 日 本 語 版 で あ

り ， 「 モ ニ タ リ ン グ 」 「 コ ン ト ロ ー ル 」 「 メ タ 認 知 的 知

識 」 の 3 因 子 か ら メ タ 認 知 を 測 定 す る こ と が 可 能 で あ

る 。 2 8 項 目 か ら 構 成 さ れ て お り ， 評 定 は 6 件 法 で 行 わ

れ る 。 「 全 く あ て は ま ら な い （ 1 点 ） 」 「 あ ま り あ て は

ま ら な い （ 2 点 ） 」 「 や や あ て は ま ら な い （ 3 点 ） 」

「 や や あ て は ま る （ 4 点 ） 」 「 だ い た い あ て は ま る （ 5

点 ） 」 「 と て も よ く あ て は ま る （ 6 点 ） 」 で 得 点 化 を 行

っ た 。  

3 . 分 析 方 法  

A Q ， E N D C O R E s ， 成 人 用 メ タ 認 知 の 各 下 位 尺 度 得 点

間 で ， 相 関 係 数 を 算 出 し た 。 次 に ， A S D 傾 向 と メ タ 認

知 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 与 え る 影 響 を 検 討 す

る た め に ， 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ に よ る 解 析 を 行 っ た 。  

 

結 果  

1 . 分 析 対 象 者  

質 問 紙 に 記 入 漏 れ ・ 記 入 ミ ス の あ っ た 対 象 者 を 除 い た

分 析 対 象 者 は 3 0 9 名 （ 有 効 回 答 率 6 8 . 2 ％ ， 男 性 1 9 9

名 ， 女 性 1 1 0 名 ， 平 均 年 齢 2 0 . 9 8 ± 1 . 8 0 歳 ） で あ っ た 。  

2 . A Q ， E N D C O R E s ， 成 人 用 メ タ 認 知 尺 度 得 点 の 基 本 統

計 量 と 性 差  

A Q の 合 計 得 点 は ， 若 林 他 （ 2 0 0 4 ） の 大 学 生 群 と 比 べ

て 高 く ， 特 に 女 性 の 合 計 得 点 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。 各

尺 度 の 合 計 得 点 に 関 し て ， ｔ 検 定 を 用 い て 男 女 比 較 を 行

っ た 結 果 ， 全 て の 尺 度 で 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。
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（ A Q :  t  =  1 . 8 7 ,  d f  =  3 0 7 ,  n . s . ;  E N D C O R E s :  t  =  1 . 2 9 ,  

d f  =  3 0 7 ,  n . s . ;  成 人 用 メ タ 認 知 尺 度 :  t  =  0 . 4 9 ,  d f  =  

3 0 7 ,  n . s . ） 。 こ の こ と か ら ， 以 下 の 分 析 で は 男 女 の デ

ー タ を 総 じ て 検 討 を 行 っ た 。  
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T a b l e  5 . 1 本 節 で 用 い ら れ た 尺 度 の 平 均 得 点 と 標 準 偏 差  

M SD M SD M SD

自閉スペクトラム症傾向

社会的スキル 3.90 2.33 4.59 2.45 4.15 2.40

注意の切り替え 5.02 1.89 5.56 1.82 5.21 1.88

細部への注意 4.78 1.99 5.04 2.21 4.88 2.07

コミュニケーション 4.01 2.16 4.05 2.09 4.02 2.13

想像力 3.84 1.71 3.40 1.74 3.68 1.73

メタ認知

メタモニタリング 38.44 9.16 38.08 9.79 38.31 9.37

メタコントロール 34.13 7.40 35.18 7.27 34.50 7.36

メタ認知的知識 33.01 6.34 33.48 5.79 33.18 6.15

コミュニケーション・スキル

自己統制 17.82 4.50 17.66 4.05 17.76 4.34

表現力 16.10 4.89 15.25 4.68 15.80 4.82

解読力 18.53 5.17 17.99 4.32 18.34 4.88

自己主張 16.46 4.88 14.77 4.18 15.86 4.71

他者受容 19.22 4.74 19.88 4.16 19.45 4.54

関係調整 18.47 4.37 17.77 4.29 18.22 4.35

男性 (n  = 199) 女性 (n  = 110) 全体 (N  = 309)
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3 . A S D 傾 向 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル ， メ タ 認 知

の 関 連  

A Q ， E N D C O R E s ， 成 人 用 メ タ 認 知 の 各 下 位 尺 度 得 点

間 で ， 相 関 係 数 を 算 出 し た 。 A Q の 「 社 会 的 ス キ ル 」

「 注 意 の 切 り 替 え 」 ， 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 ， 「 想 像

力 」 ， E N D C O R E s の 各 下 位 尺 度 ， 成 人 用 メ タ 認 知 尺 度

の 各 下 位 尺 度 に お い て ， そ れ ぞ れ 中 程 度 か ら 弱 い 負 の 相

関 が み ら れ た 。  
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次 に ， A S D 傾 向 と メ タ 認 知 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

ス キ ル に 与 え る 影 響 を 検 討 す る た め に ， 構 造 方 程 式 モ デ

リ ン グ に よ る 解 析 を 行 っ た 。 パ ラ メ ー タ 推 定 に は 最 尤 法

を 用 い た 。 モ デ ル の 作 成 に あ た っ て は ， A S D 傾 向 が コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 直 接 向 か う 経 路 と ， メ タ 認

知 を 媒 介 す る 経 路 を 仮 定 し た 。 修 正 指 数 に 基 づ き ， χ 2

値 の 改 善 度 が 2 以 上 で あ っ た 場 合 に は 誤 差 間 に 共 変 を

仮 定 し て モ デ ル の 修 正 を 行 っ た 。 分 析 の 結 果 ， モ デ ル 適

合 度 は χ 2  =  2 0 0 . 0 8 ,  p  <  . 0 0 1 ,  G F I =  . 9 1 ,  A G F I  =  . 8 7 ,  

C F I  =  . 9 3 ,  R M S E A  =  . 0 7 9 で あ り ， あ る 程 度 の 妥 当 性 が

示 さ れ た 。 最 終 モ デ ル を F i g .  5 . 1 . に 示 す 。 F i g .  5 . 1 . に

は 潜 在 変 数 ， 観 測 変 数 ， 標 準 化 係 数 を 記 載 し て お り ， 誤

差 変 数 間 の 共 変 関 係 は 省 略 し て い る 。  
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考 察  

本 節 の 目 的 は ， 大 学 生 を 対 象 に ， A S D 傾 向 ， メ タ 認

知 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 関 連 に つ い て 検 討 す

る こ と で あ っ た 。  

構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ に よ る 解 析 の 結 果 ， （ a ） A S D

傾 向 が 高 い 大 学 生 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル と メ

タ 認 知 が 共 に 低 く な る こ と ， （ b ） メ タ 認 知 が 低 く な る

と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル も 低 く な る こ と か ら ，

A S D 傾 向 の 大 学 生 が 抱 え る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題

に は メ タ 認 知 が 介 在 し て い る 可 能 性 が あ る こ と ， と い っ

た 知 見 が 得 ら れ た 。  

本 節 の 結 果 か ら ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 で は メ タ 認

知 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が 低 い こ と が 推 測 さ れ

る 。 高 橋 ・ 玉 木 ・ 山 脇 （ 2 0 1 2 ） は ， A S D 傾 向 と 社 会 的

ス キ ル の 関 連 に つ い て 検 討 し て お り ， A S D 傾 向 が 高 い

学 生 は 社 会 的 ス キ ル が 低 い こ と を 示 し て い る 。 玉 木 ・ 海

津 （ 2 0 1 2 ） は ， A S D 児 が 「 問 題 解 決 に 向 け て 自 主 的 に

活 動 す る 」 ， 「 見 通 し を 立 て る 」 な ど の メ タ 認 知 が 必 要

と さ れ る 実 行 機 能 に 困 難 を 抱 え る こ と を 指 摘 し て い る 。

し か し ， A S D 傾 向 と メ タ 認 知 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

ス キ ル の 関 連 に つ い て 検 討 を 行 っ た 研 究 は こ れ ま で に 報

告 さ れ て お ら ず ， 本 研 究 は A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 が 抱

え る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 の 背 景 を 理 解 す る 上 で 新

し い 知 見 を も た ら す も の で あ る と い え る 。  

ま た ， 本 節 で は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に メ タ 認

知 が 関 与 す る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に

お け る メ タ 認 知 の 重 要 性 は 様 々 な 先 行 研 究 が 指 摘 し て い

る 。 た と え ば ， 石 井 （ 2 0 0 6 ） は 状 況 や 関 係 性 に 応 じ て

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス タ イ ル を 変 化 さ せ る 背 景 に メ タ 認

知 が 影 響 を 与 え て い る こ と を 示 唆 し て い る 。 ま た 谷 口

（ 2 0 1 0 ） は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 教 育 の 目 標 を メ タ 認
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知 能 力 の 育 成 と し て 捉 え ， 自 己 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

モ ニ タ リ ン グ し ， そ れ に 基 づ い て こ と ば や 行 為 を コ ン ト

ロ ー ル す る こ と の 重 要 性 を 示 し て い る 。 本 研 究 の 結 果 は

こ れ ら の 先 行 研 究 と 一 致 し た も の で あ り ， 良 好 な コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う 上 で メ タ 認 知 が 重 要 な 役 割 を 果 た し

て い る 可 能 性 を 改 め て 示 し た も の で あ る と い え る 。  

一 方 で ， A S D 傾 向 の 高 い 学 生 は メ タ 認 知 機 能 に 問 題

を 示 し が ち で あ る 可 能 性 が あ る 。 W i l l i a m s （ 2 0 1 0 ） は

A S D 者 が 自 己 認 識 に 関 す る メ タ 認 知 機 能 に 困 難 を 抱 え

る こ と を 指 摘 し て お り ， S a w y e r  e t  a l . （ 2 0 1 4 ） は ，

A S D 者 の ソ ー シ ャ ル ス キ ル 行 使 が 不 十 分 で あ る 背 景 に

メ タ 認 知 機 能 の 不 全 を 挙 げ て い る 。 本 研 究 に お い て も

A S D 傾 向 は メ タ 認 知 に 対 し て 抑 制 的 に 働 く こ と が 示 唆

さ れ て お り ， A S D 傾 向 の 高 い 大 学 生 が メ タ 認 知 機 能 の

困 難 も 抱 え る こ と で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 を よ り 深

刻 に し て い る と い う 実 態 が 見 て と れ る 。   

第 3 節 で は ， Q u a l i t y  o f  L i f e や 不 安 の 程 度 に 影 響 を

与 え ， T o M と も 関 連 す る と さ れ る 認 知 の 柔 軟 性 に つ い

て も メ タ 認 知 と 同 様 に ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 及 ぼ す 影

響 に つ い て 検 討 を 行 う 。  

 

第 3 節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の 大 学 生 の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン に お け る 認 知 の 柔 軟 性 の 影 響 （ 研 究 Ⅲ ）  

 

目 的  

 本 節 で は 大 学 生 を 対 象 に ， A S D 傾 向 ， 認 知 の 柔 軟

性 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 測 定 す る 質 問 紙 調 査

を 行 い ， A S D 傾 向 が あ る 大 学 生 の 認 知 の 柔 軟 性 と コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が ど の よ う に 関 連 し て い る の か

を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

方 法  
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1 . 対 象 者  

 大 学 生 2 2 9 名 （ 男 性 1 1 0 名 ， 女 性 1 1 7 名 ， 不 明 2

名 ， 平 均 年 齢 1 9 . 2 4 ± 4 . 3 2 歳 ） を 対 象 と し た 。 調 査 は X

＋ 5 年 9 月 に 大 学 の 講 義 終 了 後 の 時 間 を 利 用 し て 行 わ

れ ， w e b 上 の 質 問 項 目 に 無 記 名 で 回 答 を 求 め た 。 調 査 へ

の 回 答 は 任 意 で あ り ， 回 答 の 内 容 な ど に よ る 不 利 益 を 被

る こ と は な い こ と ， 結 果 は 統 計 的 に 処 理 し 外 部 に 漏 洩 す

る こ と は な い 旨 を w e b 上 に て 対 象 者 に 説 明 し ， 回 答 が

得 ら れ た こ と を も っ て 参 加 同 意 が 得 ら れ た も の と し た 。  

2 . 質 問 紙  

 A S D 傾 向 の 判 定 に は ， 研 究 Ⅰ で 使 用 し た 自 閉 性 ス ペ

ク ト ル 指 数  （ A u t i s m - s p e c t r u m  Q u o t i e n t :  A Q ） 1 0 項

目 版 （ A Q - J - 1 0 :  K u r i t a  e t  a l . ,  2 0 0 5 ） を 用 い た 。  

認 知 の 柔 軟 性 に つ い て は ， 改 訂 C o g n i t i v e  F u s i o n  

Q u e s t i o n n a i r e  1 3 項 目 版 を 使 用 し た 。 改 訂 C o g n i t i v e  

F u s i o n  Q u e s t i o n n a i r e  1 3 項 目 版 は ， 思 考 内 容 と 現 実 を

混 同 す る 「 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン 」 を 測 定 す る 尺 度 で あ る

（ 嶋 ・ 川 井 ・ 柳 原 ・ 熊 野 ， 2 0 1 6 ） 。 第 1 下 位 尺 度 が

「 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン 」 7 項 目 ， 第 2 下 位 尺 度 は 脱 フ ュ

ー ジ ョ ン （ 思 考 内 容 と 現 実 と を 弁 別 す る ） の 機 能 の 一 部

と し て の 「 自 己 と 思 考 の 弁 別 」 6 項 目 か ら 構 成 さ れ て お

り ， 項 目 例 は 「 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン （ 自 分 の 考 え に か な

り 巻 き 込 ま れ が ち だ ） 」 「 自 己 と 思 考 の 弁 別 （ 違 う 視 点

か ら 自 分 の 考 え を 見 る こ と は 容 易 で あ る ） 」 な ど で あ

る 。 回 答 は 7 件 法 で 求 め ら れ る 。 「 全 く あ て は ま ら な

い （ 1 点 ） 」 「 ご く ま れ に 当 て は ま る （ 2 点 ） 」 「 ま れ

に 当 て は ま る （ 3 点 ） 」 「 時 に 当 て は ま る （ 4 点 ） 」

「 か な り 当 て は ま る （ 5 点 ） 」 「 ほ と ん ど い つ も 当 て は

ま る （ 6 点 ） 」 「 い つ も 当 て は ま る （ 7 点 ） 」 で 得 点 化

を 行 っ た 。 高 得 点 ほ ど 「 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン 」 ， 「 自 己

と 思 考 の 弁 別 」 の 傾 向 が 高 い こ と を 示 す （ 嶋 他 ，

2 0 1 6 ） 。 改 訂 C o g n i t i v e  F u s i o n  Q u e s t i o n n a i r e  1 3 項 目
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版 の 下 位 尺 度 の α 係 数 は ， 「 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン α

＝ . 9 1 」 , 「 自 己 と 思 考 の 弁 別 α ＝ . 6 8 」 で あ り ， 「 認 知

的 フ ュ ー ジ ョ ン 」 は 反 す う ， 心 配 ， 体 験 の 回 避 と 正 の 相

関 を 示 す が ， 「 自 己 と 思 考 の 弁 別 」 が 「 認 知 的 フ ュ ー ジ

ョ ン 」 と 正 の 相 関 を 示 し ， 反 す う と は 有 意 な 相 関 を 示 す

こ と が な い こ と か ら ， 「 自 己 と 思 考 の 弁 別 」 は ， 脱 フ ュ

ー ジ ョ ン の 機 能 の 一 部 と し て 位 置 づ け ら れ て お り ， 一 定

の 妥 当 性 が 示 さ れ て い る （ 嶋 他 ， 2 0 1 6 ） 。  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 測 定 に は ， 第 3 節 と

同 様 に E N D C O R E s （ 藤 本 ・ 大 坊 ， 2 0 0 7 ） を 用 い た 。  

3 . 倫 理 的 配 慮  

 本 節 で は ， 調 査 の 目 的 に つ い て の 説 明 を 文 章 で 行 い ，

同 意 を 求 め る 項 目 へ の 記 載 を も っ て 調 査 へ の 同 意 が 得 ら

れ た も の と し た 。  

 

結 果  

1 . 分 析 対 象 者  

 w e b 上 の 回 答 に 記 入 漏 れ の あ っ た 対 象 者 を 除 い た 2 2 6

名（ 男 性 1 0 9 名 ，女 性 1 1 7 名 ，平 均 年 齢 1 8 . 9 6 ± 1 . 1 0 歳 ）

を 分 析 対 象 者 と し た 。  

2 . 各 尺 度 の 記 述 統 計 量 の 算 出  

 本 節 で 用 い た A Q - J - 1 0 ， 改 訂 C o g n i t i v e  F u s i o n  

Q u e s t i o n n a i r e  1 3 項 目 版 ， E N D C O R E s の 下 位 尺 度 得 点

の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を 示 し た （ T a b l e  5 . 3 ） 。  

各 尺 度 の 合 計 得 点 に 関 し て ， ｔ 検 定 を 用 い て 男 女 比 較

を 行 っ た 。 群 間 比 較 を 行 う に あ た り ， 両 群 の 分 散 に 有 意

な 差 が 認 め ら れ た 場 合 は ， W e l c h の 検 定 に よ る 分 析 を 実

施 し た 。 分 析 の 結 果 ， 全 て の 尺 度 で 有 意 な 差 は み ら れ な

か っ た 。 （ A Q - J - 1 0 :  t  =  0 . 5 4 ,  d f  =  2 2 4 ,  n . s . ;  改 訂

C o g n i t i v e  F u s i o n  Q u e s t i o n n a i r e :  t  =  1 . 6 5 ,  d f  =  

2 0 9 . 1 0 ,  n . s . ;  E N D C O R E s :  t  =  0 . 3 7 ,  d f  =  2 2 4 ,  n . s . ） 。
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こ の こ と か ら ， 以 下 の 分 析 で は 男 女 の デ ー タ を 総 じ て 検

討 行 っ た 。  

 な お ， A Q - J - 1 0 の カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト で あ る 7 点 以 上

を 基 準 に ， カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 上 回 る 学 生 の 割 合 を 算

出 し た と こ ろ ， 9 . 3 ％ （ 2 1 名 ） で あ っ た 。  
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T a b l e  5 . 3 本 節 で 用 い ら れ た 尺 度 の 平 均 得 点 と 標 準 偏 差  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M SD M SD M SD

自閉スペクトラム症傾向

社会的スキル 1.13 0.97 1.10 0.92 1.12 0.95

注意の切り替え 0.57 0.50 0.62 0.49 0.59 0.49

コミュニケーション 0.56 0.63 0.57 0.65 0.57 0.64

想像力 1.40 1.06 1.23 0.91 1.31 1.00

認知的フュージョン 26.17 6.95 27.91 9.18 27.07 8.21

脱フュージョン 15.14 3.40 14.59 3.34 14.85 3.37

コミュニケーション・スキル

自己統制 18.00 4.09 17.29 3.38 17.63 3.74

表現力 15.14 4.41 15.23 4.45 15.19 4.42

解読力 18.43 4.98 18.99 4.42 18.72 4.70

自己主張 16.44 4.11 15.07 4.58 15.73 4.40

他者受容 19.81 4.69 20.46 3.99 20.15 4.36

関係調整 18.51 4.39 18.38 4.23 18.44 4.30

男性 (n  = 109) 女性 (n  = 117) 全体 (N  = 226)

認知の柔軟性
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3 . A Q - J - 1 0 ， 改 訂 C o g n i t i v e  F u s i o n  Q u e s t i o n n a i r e  

1 3 項 目 版 ， E N D C O R E s 得 点 の 関 連  

 A Q - J - 1 0 ， 改 訂 C o g n i t i v e  F u s i o n  Q u e s t i o n n a i r e  1 3

項 目 版 ， E N D C O R E s の 各 下 位 尺 度 得 点 間 で ， 相 関 係 数

を 算 出 し た （ T a b l e  5 . 4 ） 。  
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相 関 分 析 の 結 果 で は ， A Q - J - 1 0 の 下 位 尺 度 で あ る 「 コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 と 「 想 像 力 」 は ， 「 認 知 的 フ ュ ー ジ

ョ ン 」 と 有 意 な 弱 い 正 の 相 関 を 示 し た が ， 「 脱 フ ュ ー ジ

ョ ン 」 は A Q - J - 1 0 の い ず れ の 下 位 尺 度 と も 有 意 な 相 関

を 示 さ な か っ た 。 ま た ， A Q - J - 1 0 の 下 位 尺 度 は ， 「 注 意

の 切 り 替 え 」 を 除 い た す べ て の 下 位 尺 度 が ， コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 下 位 尺 度 と 有 意 な 負 の 相 関 を 示 し

た 。  

「 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン 」 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス

キ ル の 下 位 尺 度 で あ る 「 自 己 統 制 」 と ご く 弱 い 有 意 な 負

の 相 関 を 示 し た ほ か は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の

下 位 尺 度 と 有 意 な 相 関 を 示 さ な か っ た 。 一 方 で 「 脱 フ ュ

ー ジ ョ ン 」 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 下 位 尺 度

と す べ て 有 意 な 正 の 相 関 を 示 し た 。  

次 に ， フ ュ ー ジ ョ ン ， 脱 フ ュ ー ジ ョ ン に 対 す る A S D

傾 向 の 影 響 を 検 討 す る た め に ， A Q - J - 1 0 の 合 計 得 点 を 投

入 し ， フ ュ ー ジ ョ ン ， 脱 フ ュ ー ジ ョ ン を 目 的 変 数 と す る

重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。  

重 回 帰 分 析 の 結 果 ， A Q - J - 1 0 （ β ＝ . 2 7 ） は フ ュ ー ジ ョ

ン を 有 意 に 予 測 し て い た （ R 2 = . 0 7 ,  p ＜ . 0 1 ） が ， 脱 フ ュ

ー ジ ョ ン で は 有 意 で は な か っ た （ R 2 = . 0 0 ,  n . s . ）

（ T a b l e  5 . 5 ） 。  

さ ら に ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 対 す る 認 知 の

柔 軟 性 （ 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン ， 脱 フ ュ ー ジ ョ ン ） と

A S D 傾 向 の 交 互 作 用 に よ る 影 響 を 検 討 す る た め に ， コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 目 的 変 数 と す る 階 層 的 重 回

帰 分 析 を 行 っ た 。 s t e p 1 で は ， 中 心 化 し た A Q - J - 1 0 の 合

計 得 点 ， 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン ， 脱 フ ュ ー ジ ョ ン を 投 入 し

た 。 s t e p 2 で は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 対 す る

A S D 傾 向 の 調 整 効 果 を 検 討 す る た め に ， 認 知 的 フ ュ ー

ジ ョ ン ， 脱 フ ュ ー ジ ョ ン と 中 心 化 し た A Q - J - 1 0 得 点 を

掛 け 合 わ せ た 交 互 作 用 項 を 投 入 し た 。  
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階 層 的 重 回 帰 分 析 の 結 果 ， s t e p 1 で は A Q - J - 1 0 （ β ＝

‐ . 5 2 ） と 脱 フ ュ ー ジ ョ ン （ β ＝ . 3 5 ） が コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン ・ ス キ ル を 有 意 に 予 測 し て い た （ R 2 = . 3 9 ,  p ＜ . 0 1 ）

が ， s t e p 2 で は 重 決 定 係 数 に 有 意 な 増 分 は み ら れ ず ，

A Q - J - 1 0 の 合 計 得 点 と 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン ， 脱 フ ュ ー ジ

ョ ン と の 交 互 作 用 は 認 め ら れ な か っ た （ T a b l e  5 . 6 ） 。  
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T a b l e  5 . 5  フ ュ ー ジ ョ ン を 従 属 変 数 と し た 階 層 的 重 回 帰

分 析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



58 

 

T a b l e  5 . 6  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 従 属 変 数 と し

た 階 層 的 重 回 帰 分 析  
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考 察  

 本 節 で は ， A S D 傾 向 が あ る 大 学 生 の 認 知 の 柔 軟 性 と

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が ど の よ う に 関 連 し て い る

の か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。 本 節 の 結 果 か

ら ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 は ， 自 己 の 思 考 に 囚 わ れ や す

い こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， A S D 傾 向 の 高 低 に 関 わ ら

ず ， 認 知 的 フ ュ ー ジ ョ ン か ら 抜 け 出 す 「 脱 フ ュ ー ジ ョ

ン 」 を 行 う 傾 向 が 高 い 学 生 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス

キ ル が 高 い こ と が 示 さ れ た 。  

融 通 が 利 か な い 行 動 や 思 考 は A S D 者 に み ら れ る 特 徴

で あ り （ G r a n d i n  &  B a r r o n ,  2 0 0 5  門 脇 訳 ， 2 0 0 9 ） ， 他

者 視 点 取 得 が 阻 害 さ れ る 要 因 に な る （ P a h n k e ,  

L u n d g r e n ,  H u r s t i ,  &  H i r v i k o s k i ,  2 0 1 4 ） 。 他 者 視 点 取

得 は T o M と 同 義 で あ る こ と か ら （ R e h f e l d t ,  D i l l e n ,  

Z i o m e k ,  &  K o w a l c h u k ,  2 0 0 7 ） ， A S D 者 が 認 知 の 柔 軟 性

に 乏 し い こ と は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 と 容 易 に 結

び つ く 。 ま た ， A S D 者 の 柔 軟 な 思 考 は 非 常 に 大 切 な ス

キ ル で あ り ， 学 校 ・ 家 庭 ・ 人 付 き 合 い な ど あ ら ゆ る 環 境

で 将 来 に わ た っ て 影 響 を 与 え る だ け で な く （ G r a n d i n  &  

B a r r o n ,  2 0 0 5  門 脇 訳 ， 2 0 0 9 ） ， う つ や 不 安 と 関 連 す る

こ と が 指 摘 さ れ て い る （ M a i s e l ,  2 0 1 8 ） 。  

実 際 に ， 本 節 に お い て A S D 傾 向 が 高 い 学 生 は ， A S D

傾 向 が 低 い 学 生 と 比 較 し て 自 己 の 思 考 に 囚 わ れ や す く ，

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 を か か え や す い 傾 向 が 示 さ れ

た 。 本 節 の 結 果 は ， 自 己 の 思 考 に 囚 わ れ な い 認 知 の 柔 軟

性 が ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 重 要 な 影 響 を 与 え て い る こ

と を 示 唆 し て お り ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 の 認 知 の 柔 軟

性 を 高 め る 必 要 性 を 改 め て 示 し た も の で あ る 。  

 

第 4 節  本 章 の ま と め  
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本 章 で は ， A S D 傾 向 が あ る 大 学 生 の メ タ 認 知 ， 認 知

の 柔 軟 性 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 関 連 に つ い て

検 討 し た 。  

A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス

キ ル と メ タ 認 知 が 共 に 低 く な る こ と が 明 ら か に な っ た 。

ま た ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 は ， メ タ 認 知 が 低 く な る

と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル も 低 く な る こ と か ら ，

A S D 傾 向 が 高 い 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に メ

タ 認 知 が 介 在 し て い る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 加 え て ， 認 知

の 柔 軟 性 が 高 い 学 生 は ， A S D 傾 向 の 高 低 に 関 わ ら ず ，

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が 高 い こ と が 示 さ れ た 。  

以 上 の 結 果 か ら ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 が 認 め ら

れ る A S D 傾 向 の 高 い 大 学 生 へ の 支 援 を 実 施 す る 際 に

は ， そ の 背 景 に メ タ 認 知 機 能 の 困 難 や 認 知 の 柔 軟 性 の 問

題 が 介 在 し て い る 可 能 性 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 し た が

っ て ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 改 善 を 目 指 し た 介 入 を 実 施

す る 前 の 時 点 で メ タ 認 知 機 能 や 認 知 の 柔 軟 性 の ア セ ス メ

ン ト を 実 施 し ， 対 象 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 が こ

れ ら の 困 難 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ て い る か ど う か を チ ェ

ッ ク す る こ と が 役 に 立 つ 可 能 性 が あ る 。 こ の よ う な ア セ

ス メ ン ト に お い て メ タ 認 知 機 能 や 認 知 の 柔 軟 性 に 困 難 が

認 め ら れ た 場 合 は ， こ れ ら の 向 上 を 目 指 し た 支 援 を 行 う

こ と で ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 を 改 善 で き る こ と が

示 唆 さ れ る 。  

 

第 6 章  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の 学 生 を 対 象 と し た

メ タ 認 知 ト レ ー ニ ン グ  

 

第 1 節  問 題  

 

第 5 章 で は ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 は メ タ 認 知 と コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が 低 く な り ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生
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の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に ， メ タ 認 知 が 介 在 す る 可

能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 が 思 考 に

囚 わ れ な く な る こ と で ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 が 改

善 す る 可 能 性 が 示 さ れ た 。  

A S D に 伴 う 社 会 適 応 上 の 困 難 の 背 景 と し て ， 社 会 的 ス

キ ル の 不 足 が 示 唆 さ れ て お り （ V i e c i l i ,  W e i s s ,  L u n s k y ,  

&  S h u p a k ,  2 0 1 0 ） ， 支 援 介 入 の 一 方 法 と し て ， S S T が 適

用 さ れ る こ と が 多 い 。 し か し な が ら ， A S D に 対 す る S S T

の 効 果 研 究 の ほ と ん ど は 児 童 を 対 象 に 行 わ れ て お り ， 青

年 を 対 象 と し た 介 入 効 果 に つ い て エ ビ デ ン ス を 示 し た も

の は 少 な い 。 例 え ば ， W a n g  &  S p i l l a n e （ 2 0 0 9 ） の メ タ

ア ナ リ シ ス や W h i t e ,  K e o n i g ,  &  S c a h i l l （ 2 0 0 7 ） の 記 述

的 レ ビ ュ ー で 引 用 さ れ て い る 調 査 研 究 の ほ と ん ど は 児 童

を 対 象 に し て い る 。  

 

第 2 節  青 年 ・ 成 人 期 の 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 を 対 象

と し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に 対 す る 心 理 学 的 支

援 の 展 望 （ 研 究 Ⅳ ）  

 

目 的  

本 節 で は ， 青 年 期 か ら 成 人 期 の A S D 者 を 対 象 と し た

S S T の 効 果 研 究 を 概 観 し ， 今 後 の 課 題 に つ い て 明 ら か

に す る こ と を 目 的 と し た 。 検 討 す べ き 観 点 を ， 児 童 期 か

ら 青 年 期 に わ た る さ ま ざ ま な 年 齢 層 の A S D 者 を 対 象 と

し た S S T に 関 す る 先 行 研 究 （ C a p p a d o c i a  &  W e i s s ,  

2 0 1 1 ;  R a o ,  B e i d e l ,  &  M u r r a y ,  2 0 0 8 ;  R e i c h o w  &  

V o l k m a r ,  2 0 1 0 ;  W h i t e  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） を も と に ， 事 前 に

設 定 し た 。 す な わ ち ， （ a ） 介 入 効 果 を 適 切 に 捉 え て 反

映 す る 測 度 は 統 一 さ れ て い る か ， （ b ） 有 意 な 差 を 検 出

す る た め に 十 分 な サ ン プ ル サ イ ズ が 確 保 さ れ て い る か ，

（ c ） 対 象 者 の 特 徴 は 統 制 さ れ て い る か ， （ d ） 介 入 効

果 の 維 持 や 般 化 の 測 定 が 行 わ れ て い る か ， （ e ） 構 造 化
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さ れ マ ニ ュ ア ル が 作 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム が 使 用 さ れ て い

る か ， （ f ） ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 （ R a n d o m i z e d  

C o n t r o l l e d  T r i a l :  R C T ） が 実 施 さ れ て い る か ， （ g ） 標

的 ス キ ル が 統 一 さ れ て い る か ， （ h ） 多 様 な 評 価 方 法 に

よ る 効 果 検 証 と 盲 検 化 が 行 わ れ て い る か ， の 8 つ の 観

点 で あ る 。 本 節 で は ， 用 い ら れ て い る 主 要 な プ ロ グ ラ ム

に つ い て 整 理 し た 上 で ， 上 記 の 8 つ の 観 点 に 基 づ い た

検 討 を 行 っ た 。  

 

方 法  

電 子 デ ー タ ベ ー ス P s y c I N F O を サ ー チ エ ン ジ ン と し て

文 献 検 索 を 行 っ た 。 検 索 条 件 と し て ， （ a ） 学 術 論 文 で

あ る こ と ， （ b ） タ イ ト ル に 「 a u t i s m 」 「 p e r v a s i v e  

d e v e l o p m e n t a l  d i s o r d e r 」 「 A s p e r g e r 」 の い ず れ か の

語 を 含 み ， か つ ， 「 s o c i a l  s k i l l s  t r a i n i n g 」 「 s o c i a l  

s k i l l s  i n t e r v e n t i o n 」 の い ず れ か の 語 を 含 む こ と ，

（ c ） 2 0 0 0 年 ～ 2 0 1 5 年 に 出 版 さ れ て い る こ と ， を 設 定

し た 上 で 検 索 を 行 っ た 。 抽 出 さ れ た 論 文 か ら ， （ d ） 介

入 対 象 者 の 平 均 年 齢 が 1 3 歳 以 上 の 青 年 や 成 人 で あ る こ

と ， （ e ） 介 入 対 象 者 の I Q が 7 0 以 上 で あ る こ と ，

（ f ） 介 入 対 象 者 に （ 高 機 能 ） 自 閉 性 障 害 ， 広 汎 性 発 達

障 害 ， ア ス ペ ル ガ ー 障 害 ， 特 定 不 能 の 広 汎 性 発 達 障 害 の

診 断 が つ い て い る こ と ， （ g ） 介 入 の 効 果 測 定 を 数 値 化

で き る 指 標 を 用 い て い る こ と ， （ h ） ラ ン ダ ム 化 比 較 試

験 ， 非 ラ ン ダ ム 化 対 照 試 験 ， も し く は 対 照 群 を 設 け な い

事 前 事 後 比 較 試 験 の い ず れ か の 研 究 デ ザ イ ン を 用 い て い

る も の ， と い っ た 適 格 基 準 を 満 た す 論 文 を 抽 出 し た 結

果 ， 9 編 が 該 当 し た 。 加 え て ， こ れ ら の 検 索 方 法 に よ っ

て 抽 出 さ れ た 文 献 に お い て 引 用 さ れ て い る 文 献 を 対 象 と

し ， 同 様 の 条 件 を 設 定 し た 検 索 を 実 施 し た と こ ろ ， さ ら

に 3 編 の 論 文 が 抽 出 さ れ た （ F i g .  6 . 1 . ） 。  
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F i g .  6 . 1 .  文 献 検 索 フ ロ ー チ ャ ー ト  
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結 果  

抽 出 さ れ た 論 文 の 特 徴  レ ビ ュ ー の 対 象 と し た 論 文

を T a b l e  6 . 1 に 示 す 。 効 果 指 標 に つ い て は ， 社 会 性 や コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 連 す る 指 標 を ま と め た 。 抽 出 さ れ

た 1 2 編 の 論 文 全 て に お い て ， 青 年 期 ・ 成 人 期 の A S D 者

を 対 象 と し た S S T に は 有 効 性 が 認 め ら れ る と い う 結 論

が 報 告 さ れ て い た 。 そ の う ち ， 介 入 効 果 の 般 化 に つ い て

検 討 し て い る 論 文 は 9 編 で あ り ， さ ら に そ の う ち の 3

編 は 般 化 効 果 が 認 め ら れ る こ と を 示 す 結 果 が 得 ら れ て い

る 。 研 究 デ ザ イ ン と し て は ， R C T が 7 編 ， 非 R C T は 3

編 ， 対 照 群 を 設 け な い 事 前 事 後 比 較 研 究 が 2 編 で あ っ

た 。 介 入 形 式 は 全 て グ ル ー プ 形 式 で あ り ， 3 名 か ら 1 1

名 の 人 数 で 構 成 さ れ て い た 。 介 入 実 施 者 は ， 教 師 が 1

編 ， 心 理 士 が 5 編 ， 修 士 以 上 の 学 位 を 持 ち ， S S T 実 施

経 験 が あ る も の が 2 編 ， 研 究 者 が 1 編 ， 記 載 な し が 3

編 で あ っ た 。  
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D

者
を

対
象

と
し

た
S

S
T

研
究

 

著
者

N
年

齢
（

M
・

S
D
）

研
究

デ
ザ

イ
ン

セ
ッ

シ
ョ

ン
数

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
測

度
結

果
親

の
介

入
般

化
手

続
き

般
化

測
定

効
果

の
維

持
 
/
 
般

化

 
【

1
】

P
E
E
R
S

G
a
n
t
m
a
n
 
e
t
 
a
l
.

(
2
0
1
2
)

1
7

（
男

性
1
2
名

・
女

性
5
名

）

1
8
～

2
3

（
Ｍ

=
2
0
,
S
D
=
1
.
6
0
）

R
C
T

9
0
分

/
週

1
回

1
4
週

P
E
E
R
S

（
P
r
o
g
r
a
m
 
f
o
r

t
h
e
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n

a
n
d
 
E
n
r
i
c
h
m
e
n
t

o
f
 
R
e
l
a
t
i
o
n
a
l

S
k
i
l
l
s
)

S
R
S
・

S
S
R
S
・

E
Q
・

Q
S
Q
・

S
E
L
S
A
・

T
Y
A
S
S
K

介
入

群
は

S
R
S
，

S
S
R
S
・

E
Q
・

S
E
L
S
A
が

有
意

に
改

善
，

対
人

交
流

の
増

加
，

社
会

的
ス

キ
ル

の
知

識
増

加
。

○
○

L
a
u
g
e
s
o
n
 
e
t
 
a
l
.

(
2
0
0
9
)

3
3

（
男

性
2
8
名

・
女

性
5
名

）

1
3
～

1
7

（
Ｍ

=
1
4
）

介
入

群
（

ｎ
=
1
6
・

S
D
=
1
.
3
0
）

対
照

群
（

ｎ
=
1
6
・

S
D
=
1
.
6
0
）

R
C
T

9
0
分

/
週

1
回

1
2
週

P
E
E
R
S

（
P
r
o
g
r
a
m
 
f
o
r

t
h
e
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n

a
n
d
 
E
n
r
i
c
h
m
e
n
t

o
f
 
R
e
l
a
t
i
o
n
a
l

S
k
i
l
l
s
)

S
S
R
S
・

Q
P
Q
・

T
A
S
S
K
・

F
Q
S

介
入

群
は

S
S
R
S
が

有
意

に
改

善
，

対
人

交
流

の
増

加
，

社
会

的
ス

キ
ル

の
知

識
増

加
・

友
人

関
係

の
改

善
。

○
○

教
師

評
価

（
盲

検
）

L
a
u
g
e
s
o
n
 
e
t
 
a
l
.

(
2
0
1
2
)

2
8

（
男

性
2
3
名

・
女

性
5
名

）

1
2
～

1
7

（
Ｍ

=
1
4
・

S
D
=
0
.
7
1
）

非
ラ

ン
ダ

ム
化

対
照

試
験

9
0
分

/
週

1
回

1
4
週

P
E
E
R
S

（
P
r
o
g
r
a
m
 
f
o
r

t
h
e
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n

a
n
d
 
E
n
r
i
c
h
m
e
n
t

o
f
 
R
e
l
a
t
i
o
n
a
l

S
k
i
l
l
s
)

S
R
S
・

S
S
R
S
・

Q
P
Q
・

T
A
S
S
K
‐

R

介
入

群
は

S
R
S
，

S
S
R
S
が

有
意

に
改

善
，

対
人

交
流

の
増

加
，

社
会

的
ス

キ
ル

の
知

識
増

加
。

○
○

教
師

評
価

（
盲

検
）

1
4
週

間
後

効
果

維
持

/
般

化
有

り

M
a
n
d
e
l
b
e
r
g
 
e
t
 
a
l
.

(
2
0
1
4
)

8
2

（
男

性
6
6
名

・
女

性
1
6
名

）

1
2
～

1
8

（
Ｍ

=
1
4
・

S
D
=
1
.
6
0
）

非
ラ

ン
ダ

ム
化

対
照

試
験

9
0
分

/
週

1
回

1
2
～

1
4
週

P
E
E
R
S

（
P
r
o
g
r
a
m
 
f
o
r

t
h
e
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n

a
n
d
 
E
n
r
i
c
h
m
e
n
t

o
f
 
R
e
l
a
t
i
o
n
a
l

S
k
i
l
l
s
)

S
S
R
S
・

S
R
S
・

Q
P
Q
・

T
A
S
S
K

介
入

群
は

S
R
S
，

S
S
R
S
が

有
意

に
改

善
，

対
人

交
流

の
増

加
，

社
会

的
ス

キ
ル

の
知

識
増

加
。

○
○

1
～

5
年

効
果

維
持

S
c
h
o
h
l
 
e
t
 
a
l
.

(
2
0
1
4
)

5
8

（
男

性
4
7
名

・
女

性
1
1
名

）

1
1
～

1
6

（
Ｍ

=
1
3
・

S
D
=
1
.
6
0
）

R
C
T

9
0
分

/
週

1
回

1
4
週

P
E
E
R
S

（
P
r
o
g
r
a
m
 
f
o
r

t
h
e
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n

a
n
d
 
E
n
r
i
c
h
m
e
n
t

o
f
 
R
e
l
a
t
i
o
n
a
l

S
k
i
l
l
s
)

S
R
S
・

S
S
R
S
・

F
Q
S
・

Q
S
Q
・

T
A
S
S
K

介
入

群
は

S
R
S
，

S
S
R
S
が

有
意

に
改

善
，

対
人

交
流

の
増

加
，

社
会

的
ス

キ
ル

の
知

識
増

加
。

F
Q
S
で

は
有

意
な

改
善

な
し

。

○
○

教
師

評
価

（
盲

検
）
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【

2
】

M
A
S
S
I

W
h
i
t
e
 
e
t
 
a
l
.

(
2
0
1
3
)

3
0

（
男

性
2
3
名

・
女

性
7
名

）

1
2
～

1
7

（
Ｍ

=
1
4
）

R
C
T

6
0
～

7
5
分

2
0
回

M
A
S
S
I

(
M
u
l
t
i
m
o
d
a
l

A
n
x
i
e
t
y
 
a
n
d

S
o
c
i
a
l
 
S
k
i
l
l

I
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
)

S
R
S
・

D
D
‐

C
G
A
S
・

C
G
I
-

I

介
入

群
は

S
R
S
・

D
D
‐

C
G
A
S
が

有
意

に
改

善
。

C
G
I
-
I
で

は
有

意
な

改
善

な
し

。
○

○

 
【

3
】

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
を

利
用

し
た

介
入

B
o
l
t
e
 
e
t
 
a
l
.
 
(
2
0
0
2
)

1
0

（
男

性
1
0
名

）
1
6
～

4
0

（
Ｍ

=
2
7
,
S
D
=
7
.
0
0
）

R
C
T

1
2
0
分

/
週

1
回

5
週

表
情

読
み

取
り

課
題

・
I
A
P
S

介
入

群
は

表
情

認
識

課
題

が
有

意
に

改
善

。
I
A
P
S
で

は
有

意
な

改
善

な
し

。
I
A
P
S

F
a
j
a
 
e
t
 
a
l
.
 
(
2
0
0
8
)

1
0

（
男

性
1
0
名

）

1
2
～

3
2

（
Ｍ

=
1
9
）

介
入

群
（

ｎ
=
5
・

S
D
=
7
.
3
7
）

対
照

群
（

ｎ
=
5
・

S
D
=
3
.
4
2
）

R
C
T

3
0
～

6
0
分

8
回

B
e
n
t
o
n
 
T
e
s
t
 
o
f

F
a
c
i
a
l
 
R
e
c
o
g
n
i
t
i
o
n
-

L
o
n
g
-
F
o
r
m
・

C
M
S
・

W
M
S
-
Ⅲ

・
顔

識
別

課
題

B
e
n
t
o
n
 
T
e
s
t
 
o
f
 
F
a
c
i
a
l

R
e
c
o
g
n
i
t
i
o
n
-
L
o
n
g
-
F
o
r
m
・

C
M
S
・

W
M
S
-
Ⅲ

は
有

意
な

改
善

な
し

。
介

入
群

は
顔

を
識

別
す

る
能

力
が

有
意

に
向

上
。

B
e
n
t
o
n
 
T
e
s
t
 
o
f
 
F
a
c
i
a
l

R
e
c
o
g
n
i
t
i
o
n
-
L
o
n
g
-

F
o
r
m
・

C
M
S
・

W
M
S
-
Ⅲ

G
o
l
a
n
 
＆

 
B
a
r
o
n
-

C
o
h
e
n
(
2
0
0
6
)

調
査

Ⅰ
6
5

（
男

性
5
0
名

・
女

性
1
5
名

）

調
査

Ⅱ
3
9

（
男

性
3
2
名

・
女

性
7
名

）

調
査

Ⅰ
1
7
～

5
2

（
Ｍ

=
2
8
）

介
入

群
（

ｎ
=
1
9
・

S
D
=
1
0
.
3
0
）

対
照

群
（

A
S
D
)

（
ｎ

=
2
2
・

S
D
=
1
1
.
2
0
）

対
照

群
（

ｎ
=
2
4
・

S
D
=
9
.
1
0
）

調
査

Ⅱ
1
7
～

5
1

（
Ｍ

=
2
5
)

介
入

群
１

※
（

ｎ
=
1
3
・

S
D
=
9
.
3
0
）

介
入

群
2
※

（
ｎ

=
1
3
・

S
D
=
6
.
4
0
）

対
照

群
（

ｎ
=
1
3
・

S
D
=
9
.
6
0
）

R
C
T

調
査

Ⅰ
1
2
0
分

/
週

1
回

1
0
週

調
査

Ⅱ
1
2
0
分

/
週

1
回

1
0
週

M
i
n
d
 
R
e
a
d
i
n
g

C
A
M

(
C
a
m
b
r
i
d
g
e

M
i
n
d
r
e
a
d
i
n
g
 
F
a
c
e
-

V
o
i
c
e
 
B
a
t
t
e
r
y
)
・

R
e
a
d
i
n
g
 
t
h
e
 
 
M
i
n
d

i
n
 
t
h
e
 
E
y
e
s
 
t
a
s
k
・

R
e
a
d
i
n
g
 
t
h
e
 
M
i
n
d
 
i
n

t
h
e
 
V
o
i
c
e
 
t
a
s
k
・

R
e
a
d
i
n
g
 
t
h
e
 
M
i
n
d
 
i
n

F
i
l
m
 
t
a
s
k

介
入

群
は

声
や

表
情

か
ら

心
的

状
態

を
推

測
す

る
能

力
が

改
善

。
○

C
A
M

(
C
a
m
b
r
i
d
g
e

M
i
n
d
r
e
a
d
i
n
g
 
F
a
c
e
-

V
o
i
c
e
 
B
a
t
t
e
r
y
)
・

R
e
a
d
i
n
g
 
t
h
e
 
 
M
i
n
d
 
i
n

t
h
e
 
E
y
e
s
 
t
a
s
k
・

R
e
a
d
i
n
g
 
t
h
e
 
M
i
n
d
 
i
n

t
h
e
 
V
o
i
c
e
 
t
a
s
k
・

R
e
a
d
i
n
g
 
t
h
e
 
M
i
n
d
 
i
n

F
i
l
m
 
t
a
s
k
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【

4
】

S
C
I
T
-
A

T
u
r
n
e
r
-
B
r
o
w
n
 
e
t
 
a
l
.

(
2
0
0
8
)

1
1

（
男

性
1
0
名

・
女

性
1
名

）

1
8
～

5
5

（
Ｍ

=
3
6
・

S
D
=
1
.
6
2
）

非
ラ

ン
ダ

ム
化

対
照

試
験

5
0
分

/
週

1
回

1
8
週

S
C
I
T
-
A

(
S
o
c
i
a
l

C
o
g
n
i
t
i
o
n
 
a
n
d

I
n
t
e
r
a
c
t
i
o
n

T
r
a
i
n
i
n
g
 
f
o
r

A
u
t
i
s
m
)

F
E
I
T
・

S
C
S
Q
・

 
T
h
e

H
i
n
t
i
n
g
 
T
a
s
k
・

行
動

観
察

介
入

群
は

F
E
I
T
・

T
h
e
 
H
i
n
t
i
n
g

T
a
s
k
が

有
意

に
改

善
。

S
C
S
Q
・

行
動

観
察

で
は

有
意

な
改

善
な

し
。

○
ロ

ー
ル

プ
レ

イ

 
【

5
】

A
s
p
i
r
a
t
i
o
n
s

H
i
l
l
i
e
r
 
e
t
 
a
l
.

(
2
0
0
7
)

1
3

（
男

性
1
1
名

・
女

性
2
名

）

1
8
～

2
3

（
Ｍ

=
1
9
）

対
照

群
を

設
け

な
い

事
前

事
後

比
較

試
験

6
0
分

/
週

1
回

8
週

A
s
p
i
r
a
t
i
o
n
s

I
P
R
・

A
Q
・

E
Q
・

行
動

観
察

テ
ー

マ
に

合
わ

せ
て

討
議

す
る

行
動

と
E
Q
は

有
意

に
改

善
。

I
P
R
・

A
Q
で

は
有

意
な

改
善

な
し

。
○

○
行

動
観

察
般

化
有

り

 
【

6
】

S
c
o
r
e
 
S
k
i
l
l
 
S
t
r
a
t
e
g
y
 
P
r
o
g
r
a
m

W
e
b
b
 
e
t
 
a
l
.

(
2
0
0
4
)

1
0

（
男

性
1
0
名

）

1
2
～

1
7

（
Ｍ

=
1
4
）

対
照

群
を

設
け

な
い

事
前

事
後

比
較

試
験

6
0
分

/
2
週

間
に

1
回

1
0
週

S
C
O
R
E
 
S
k
i
l
l
s

S
t
r
a
t
e
g
y

S
k
i
l
l
 
K
n
o
w
l
e
d
g
e

S
u
r
v
e
y
・

S
S
R
S
・

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

識
別

課
題

・
行

動
観

察

 
S
k
i
l
l
 
K
n
o
w
l
e
d
g
e
 
S
u
r
v
e
y
・

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

識
別

課
題

・
行

動
観

察
は

有
意

に
改

善
。

S
S
R
S
で

は
有

意
な

改
善

な
し

。

○
○

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

般
化

有
り

R
C
T
:
 
R
a
n
d
o
m
i
z
e
d
 
C
o
n
t
r
o
l
l
e
d
 
T
r
i
a
l
,
 
I
A
P
S
:
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
A
f
f
e
c
t
i
v
e
 
P
i
c
t
u
r
e
 
S
y
s
t
e
m
,
 
C
M
S
:
 
C
h
i
l
d
r
e
n
'
s
 
M
e
m
o
r
y
 
S
c
a
l
e
,
 
W
M
S
-
Ⅲ

:
 
W
e
c
h
s
l
e
r
 
M
e
m
o
r
y
 
S
c
a
l
e
-
T
h
i
r
d
 
E
d
i
t
i
o
n
,

S
R
S
:
 
S
o
c
i
a
l
 
R
e
s
p
o
n
s
i
v
e
n
e
s
s
 
S
c
a
l
e
,
 
S
S
R
S
:
 
S
o
c
a
i
l
 
S
k
i
l
l
s
 
R
a
t
i
n
g
 
S
y
s
t
e
m
,
 
E
Q
:
 
E
m
p
a
t
h
y
 
Q
u
o
t
i
e
n
t
,
 
Q
S
Q
:
 
Q
u
a
l
i
t
y
 
o
f
 
S
o
c
i
a
l
i
z
a
t
i
o
n
 
Q
u
e
s
t
i
o
n
n
a
i
r
e
,
 

S
E
L
S
A
:
 
S
o
c
i
a
l
 
a
n
d
 
E
m
o
t
i
n
a
l
 
L
o
n
e
l
i
n
e
s
s
 
S
c
a
l
e
 
f
o
r
 
A
d
u
l
t
s
,
 
T
Y
A
S
S
K
:
 
T
e
s
t
 
o
f
 
Y
o
u
n
g
 
A
d
u
l
t
 
S
o
c
i
a
l
 
S
k
i
l
l
s
 
K
n
o
w
i
n
g
,
 
I
P
R
:
 
I
n
d
e
x
 
o
f
 
P
e
e
r
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
,
 
A
Q
:
 
A
u
t
i
s
m
 
S
p
e
c
t
r
u
m
 
Q
u
o
t
i
e
n
t
,
 

Q
P
Q
:
 
T
h
e
 
Q
u
a
l
i
t
y
 
o
f
 
P
l
a
y
 
Q
u
e
s
t
i
o
n
n
a
i
r
e
,
 
T
A
S
S
K
:
 
T
e
s
t
 
o
f
 
A
d
o
l
e
s
c
e
n
t
 
S
o
c
i
a
l
 
S
k
i
l
l
s
 
K
n
o
w
l
e
d
g
e
,
 
F
Q
S
:
 
F
r
i
e
n
d
s
h
i
p
 
Q
u
a
l
i
t
i
e
s
 
S
c
a
l
e
,
 
T
A
S
S
K
-
R
:
 
T
A
S
S
K
-
R
e
v
i
s
e
d
,
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効 果 研 究 に 用 い ら れ た 介 入 プ ロ グ ラ ム は ， P E E R S と

呼 ば れ る 友 人 関 係 の 維 持 に 関 す る ス キ ル に 焦 点 を 当 て た

介 入 が 5 編 ， M A S S I と 呼 ば れ る 不 安 症 状 の 緩 和 と ソ ー

シ ャ ル ス キ ル の 獲 得 を 目 的 と し た 介 入 が 1 編 ， コ ン ピ

ュ ー タ ー を 用 い た 3 編 の 介 入 の う ち ， R e a d i n g  t h e  

M i n d と 呼 ば れ る コ ン ピ ュ ー タ ー ソ フ ト を 用 い た ト レ ー

ニ ン グ 介 入 が 1 編 ， 顔 を 識 別 す る ト レ ー ニ ン グ に よ る

介 入 が 1 編 ， 表 情 か ら 感 情 推 測 を 行 う ス キ ル を 養 う 介

入 が 1 編 ， 感 情 認 知 や 心 の 理 論 の 改 善 を 目 指 す S C I T - A

と 呼 ば れ る 介 入 が 1 編 ， ソ ー シ ャ ル ス キ ル や 職 業 的 ス

キ ル を 養 う A s p i r a t i o n と よ ば れ る 介 入 が 1 編 ， 他 者 と

協 調 す る 際 に 必 要 な 5 つ の ス キ ル を 学 習 す る S C O R E  

S k i l l  S t r a t e g y  P r o g r a m を 用 い た 介 入 が 1 編 で あ っ

た 。  

以 下 で は ， 抽 出 さ れ た 効 果 研 究 を 上 記 の 介 入 プ ロ グ ラ

ム 別 に 整 理 し ， そ れ ぞ れ の プ ロ グ ラ ム に よ っ て 得 ら れ た

知 見 に つ い て 整 理 す る 。  

1 . P E E R S  

P E E R S で は ， S S T 技 法 と し て 教 示 ， ロ ー ル プ レ イ ，

リ ハ ー サ ル ， 行 動 フ ィ ー ド バ ッ ク ， ホ ー ム ワ ー ク が 用 い

ら れ ， 社 会 的 問 題 解 決 ， 視 点 取 得 ， 言 語 的 ・ 非 言 語 的 メ

ッ セ ー ジ の 読 み 取 り に つ い て も 併 せ て 学 習 す る 。 プ ロ グ

ラ ム の 効 果 を 維 持 ・ 般 化 さ せ る た め に ， 本 人 を 対 象 と し

た セ ッ シ ョ ン に 加 え て 保 護 者 に 対 す る セ ッ シ ョ ン も 行 わ

れ ， 子 ど も に 対 す る 適 切 な フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 が 教 示 さ

れ る 。 ま た ， 教 師 が 学 級 で P E E R S を 実 施 す る た め に ，

T h e  P E E R S  C u r r i c u l u m  f o r  S c h o o l - B a s e d  

P r o f e s s i o n a l s と 呼 ば れ る 実 施 マ ニ ュ ア ル が 開 発 さ れ て

い る （ L a u g e s o n  &  P a r k ,  2 0 1 4 ） 。  

L a u g e s o n ,  F r a n k e l ,  G a n t m a n ,  D i l l o n ,  &  M o g i l

（ 2 0 1 2 ） は ， 1 2 歳 か ら 1 7 歳 の 2 8 名 の A S D 青 年 を 対 象

に P E E R S を 実 施 し た 結 果 ， 介 入 群 は 対 照 群 よ り も ， ソ
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ー シ ャ ル ス キ ル の 改 善 や 対 人 交 流 の 増 加 が み ら れ た こ と

を 報 告 し て い る 。 こ の 効 果 は 3 か 月 後 の フ ォ ロ ー ア ッ

プ 時 に お い て も 持 続 し ， 般 化 も 報 告 さ れ て い る 。

P E E R S 実 施 に よ る 同 様 の 効 果 は ， 8 2 名 の A S D 青 年 を

対 象 に し た M a n d e l b e r g  e t  a l . （ 2 0 1 4 ） の 介 入 研 究 で も

示 さ れ て お り ， 効 果 の 維 持 が 1 年 か ら 5 年 で あ っ た こ

と が 報 告 さ れ て い る 。  

2 . M A S S I  

M A S S I の 目 標 は ソ ー シ ャ ル ス キ ル 獲 得 と 不 安 症 状 の

軽 減 で あ り ， 個 人 心 理 療 法 ， 集 団 心 理 療 法 ， 保 護 者 へ の

教 育 か ら 構 成 さ れ て い る 。 個 人 心 理 療 法 で は ， 不 安 症 状

と A S D に つ い て 理 解 し ， 問 題 行 動 の 機 能 的 ア セ ス メ ン

ト ， 不 安 症 状 に 対 す る エ ク ス ポ ー ジ ャ ー や S S T を 行

う 。 集 団 心 理 療 法 で は ， 感 情 調 節 や 仲 間 と の や り 取 り に

関 す る ス キ ル を 用 い た ト レ ー ニ ン グ を 行 い ， 不 安 症 状 の

コ ン ト ロ ー ル 方 法 を 学 習 す る 。 保 護 者 へ の 教 育 で は ， 獲

得 し た ス キ ル を 般 化 し や す く す る た め に ， 保 護 者 が 子 ど

も の 支 援 者 と な っ て ， 標 的 行 動 の 強 化 や 環 境 調 整 を 行 う

こ と が 教 示 さ れ る （ W h i t e  e t  a l . ,  2 0 1 0 ） 。  

A S D 者 は 実 行 機 能 の 不 全 に よ り ， 全 体 を 見 通 し た 計

画 策 定 や 物 事 の 並 列 処 理 に 困 難 を 抱 え る た め ， 目 標 ま で

の ス テ ッ プ や 並 列 処 理 の 過 程 を 視 覚 的 に 構 造 化 す る こ と

や ， 作 業 自 体 を 段 階 的 に 分 け る こ と が 重 要 で あ る （ 神

尾 ， 2 0 1 2 ） が ， M A S S I で は セ ッ シ ョ ン 内 容 が 構 造 化 さ

れ て い る た め ， 次 に 起 き る 事 象 を 参 加 者 が 予 測 し や す く

な っ て い る 。 こ の こ と は 同 時 に ， A S D 者 が 抱 く 見 通 し

が 持 て な い 状 況 に 対 す る 不 安 を 軽 減 す る 役 割 を 担 う こ と

が 示 唆 さ れ て い る （ W h i t e  e t  a l . ,  2 0 1 0 ） 。 1 2 歳 か ら

1 7 歳 の A S D 青 年 3 0 名 を 対 象 に M A S S I を 実 施 し た

W h i t e  e t  a l . （ 2 0 1 0 ） で は ， 介 入 群 は 対 照 群 と 比 較 し て

A S D 的 な 行 動 特 徴 が 改 善 さ れ ， 不 安 感 が 減 少 し た こ と

が 示 さ れ て い る 。  
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3 . コ ン ピ ュ ー タ ー を 利 用 し た 介 入  

A S D 者 は 規 則 性 を 好 み ， 物 事 を 詳 細 に 分 析 し シ ス テ

ム 化 す る こ と に 長 け て い る た め （ G o l a n  &  B a r o n -

C o h e n ,  2 0 0 6 ） ， コ ン ピ ュ ー タ ー を 利 用 し た 様 々 な 介 入

が 行 わ れ て い る （ C o b b  e t  a l . ,  2 0 0 2 ;  P a r s o n s ,  

M i t c h e l l ,  &  L e o n a r d ,  2 0 0 4 ） 。 コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ

ラ ム 活 用 の 利 点 と し て は ， 一 貫 性 と 予 測 性 が あ る こ と ，

利 用 者 に 応 じ た レ ベ ル 設 定 が 可 能 で あ る こ と ， 何 度 も 試

行 で き る こ と ， 個 人 の 選 好 に 応 じ た 報 酬 提 供 に よ り 飽 き

ず に 続 け ら れ る こ と が 挙 げ ら れ て い る （ G o l a n  &  

B a r o n - C o h e n ,  2 0 0 6 ） 。  

R e a d i n g  t h e  M i n d で は ， 様 々 な 感 情 を 表 す 表 情 写

真 ， 声 ， 状 況 な ど を 記 述 し た 事 例 の デ ー タ ベ ー ス を 用 い

る 。 コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム は 図 書 館 ， 学 習 セ ン タ

ー ， ゲ ー ム の 3 つ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン か ら 構 成 さ れ て

お り ， ユ ー ザ ー は ， こ の 3 つ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 利

用 し な が ら ， 様 々 な 感 情 の デ ー タ （ 表 情 写 真 ， 声 ， 事 例

の 記 述 ） を 参 照 し な が ら 理 解 を 深 め ， 報 酬 が 得 ら れ る ク

イ ズ や ゲ ー ム を 通 じ て 楽 し み な が ら 学 習 す る こ と が 可 能

で あ る （ G o l a n  &  B a r o n - C o h e n ,  2 0 0 6 ） 。  

G o l a n  &  B a r o n - C o h e n （ 2 0 0 6 ） は ， R e a d i n g  t h e  

M i n d を 用 い て ， A S D 成 人 と 健 常 者 を 対 象 に 表 情 理 解 を

学 ぶ プ ロ グ ラ ム の 効 果 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ，

R e a d i n g  t h e  M i n d を 用 い た コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム

の 利 用 者 は ， 複 雑 な 感 情 を 理 解 す る 能 力 や 他 者 の 心 的 状

態 を 推 測 す る 能 力 が 改 善 し た こ と を 示 し て い る 。 ま た

B Ö l t e  e t  a l . （ 2 0 0 2 ）  は ， 1 6 歳 か ら 4 0 歳 の 1 0 名 の

A S D 者 を 対 象 に ， 表 情 か ら 感 情 を 推 測 す る プ ロ グ ラ ム

介 入 を 行 っ た 。 そ の 結 果 介 入 群 は ， 他 者 の 感 情 を 推 測 す

る 能 力 が 向 上 し た こ と を 示 し て い る 。 さ ら に F a j a ,  

A y l w a r d ,  B e r n i e r ,  &  D a w s o n （ 2 0 0 8 ） は ， 1 2 歳 か ら 3 2

歳 の 1 0 名 の A S D 者 を 対 象 と し て ， R e a d i n g  t h e  M i n d
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と は 異 な る コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム を 利 用 し た 顔 識 別

ト レ ー ニ ン グ 介 入 を 行 っ て い る 。 介 入 群 は 対 照 群 と 比 較

し て ， 目 や 口 元 の 特 徴 に 注 目 し て 顔 を 識 別 す る 能 力 が 向

上 し た こ と を 報 告 し て い る 。  

4 . S C I T - A  

S C I T - A は 統 合 失 調 症 の た め の プ ロ グ ラ ム で あ る

S C I T を 改 訂 し ， A S D 者 の 認 知 特 性 に 合 わ せ た 内 容 の 変

更 が な さ れ た も の で あ る 。 プ ロ グ ラ ム は ， 感 情 ト レ ー ニ

ン グ ， 状 況 把 握 ， 統 合 の 3 段 階 か ら 構 成 さ れ て お り ，

非 言 語 行 動 が 表 す 感 情 ， 状 況 把 握 に 関 連 す る 事 実 と 無 関

係 な 事 実 の 区 別 に つ い て 学 習 す る 。 統 合 セ ッ シ ョ ン で

は ， 感 情 ト レ ー ニ ン グ と 状 況 把 握 で 習 得 し た ス キ ル を 日

常 場 面 で の 問 題 に 応 用 し ， 実 際 の 一 場 面 を 表 す ビ デ オ 教

材 を 用 い て ， 状 況 把 握 に 関 連 す る 事 実 を 見 つ け る 練 習 を

行 う （ T u r n e r - B r o w n ,  P e r r y ,  D i c h t e r ,  B o d f i s h ,  &  

P e n n ,  2 0 0 8 ） 。  

A S D 者 は 言 外 の 意 味 を 読 み 取 る こ と が 難 し く ， 視 覚

的 な 情 報 処 理 に 優 れ て い る 傾 向 が あ る た め ， ビ デ オ モ デ

リ ン グ に よ る 介 入 が 有 効 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て お り

（ W e n z e l  &  R o w l e y ,  2 0 1 0 ） ， そ の た め S C I T - A で は ，

映 像 を 通 じ て 他 者 が 取 る 行 動 の 意 味 を 学 習 す る セ ッ シ ョ

ン が 設 け ら れ て い る 。 T u r n e r - B r o w n  e t  a l . （ 2 0 0 8 ） は

1 8 歳 か ら 5 5 歳 の 1 1 名 の A S D 成 人 に 対 し て S C I T - A を

行 っ た 結 果 ， 介 入 群 は 感 情 認 知 や 他 者 の 心 的 状 態 の 把 握

に 改 善 が み ら れ た こ と を 報 告 し て い る 。  

5 . A s p i r a t i o n s  

A s p i r a t i o n s の セ ッ シ ョ ン 内 容 は ， 就 職 ， 友 人 関 係 ，

対 人 関 係 や 生 活 上 の 問 題 解 決 ， 社 会 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ， 心 の 理 論 か ら 構 成 さ れ て い る 。 参 加 者 は ， 個 人 的 な

経 験 を 共 有 し ， お 互 い に 助 言 し あ い ， 問 題 解 決 方 法 を 考

え る こ と に よ っ て 多 く の こ と を 学 習 す る 。 プ ロ グ ラ ム 終

了 後 に は 1 ヶ 月 毎 に 親 睦 会 が 行 わ れ る 。 こ こ で は ， プ
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ロ グ ラ ム の 中 で 獲 得 し た ス キ ル を よ り 日 常 生 活 に 近 い 状

況 で 用 い る こ と が 強 化 さ れ る と と も に ， 打 ち 解 け た 雰 囲

気 の 中 で 友 人 関 係 を 深 め る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に ，

保 護 者 が 関 与 す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ て い る た

め ， 親 を 支 援 す る た め の グ ル ー プ へ の 参 加 が 勧 め ら れ て

い る （ H i l l i e r  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） 。 H i l l i e r  e t  a l . （ 2 0 0 7 ）  

は 1 3 名 の A S D 成 人 を 対 象 に A s p i r a t i o n s を 実 施 し ， 他

者 の 思 考 や 感 情 を 読 み 取 り ， 他 者 の 視 点 か ら 状 況 把 握 を

行 う 能 力 を 測 定 す る E Q 尺 度 に 改 善 が み ら れ た こ と を 示

し て い る 。  

6 . S C O R E  S k i l l  S t r a t e g y  P r o g r a m  

S C O R E  S k i l l  S t r a t e g y  P r o g r a m で は ， 他 者 と 協 調 す

る た め に 必 要 と さ れ る ス キ ル と し て ， 考 え を 共 有 す る ，

相 手 を 褒 め る ， 援 助 や 励 ま し を 行 う ， 相 手 の 変 化 を 上 手

に 促 す ， 自 己 調 節 を 行 う ， の 5 つ を 学 習 す る 。 そ れ ぞ

れ の ス キ ル は 段 階 的 に 学 習 す る こ と に よ っ て ， 効 果 的 な

ス キ ル 行 使 が 可 能 と な る 。 ス キ ル 使 用 の 際 に 用 い る 身 体

言 語 （ 声 ， 表 情 ， 視 線 ） も 併 せ て 学 習 し ， ロ ー ル プ レ イ

が 行 わ れ る 。 ま た ， テ ー ブ ル ゲ ー ム や パ ズ ル を 行 う 時 間

も 設 け ら れ て い る （ W e b b  e t  a l . ,  2 0 0 4 ） 。 W e b b  e t  a l .

（ 2 0 0 4 ） は ， 1 2 歳 か ら 1 7 歳 の 1 0 名 の A S D 青 年 を 対 象

に S C O R E  S k i l l  S t r a t e g y  P r o g r a m を 行 っ た 結 果 ， 対 象

者 の 5 つ の ス キ ル が 有 意 に 改 善 し た こ と を 報 告 し て い

る 。  

 

8 つ の 観 点 か ら の 検 討  次 に ， 抽 出 さ れ た 効 果 研 究 を

前 出 の 8 つ の 観 点 ， す な わ ち ， （ a ） 介 入 効 果 を 適 切 に

捉 え て 反 映 す る 測 度 は 統 一 さ れ て い る か ， （ b ） 有 意 な

差 を 検 出 す る た め に 十 分 な サ ン プ ル サ イ ズ が 確 保 さ れ て

い る か ， （ c ） 対 象 者 の 特 徴 は 統 制 さ れ て い る か ，

（ d ） 介 入 効 果 の 維 持 や 般 化 の 測 定 が 行 わ れ て い る か ，

（ e ） 構 造 化 さ れ マ ニ ュ ア ル が 作 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム が
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使 用 さ れ て い る か ， （ f ） R C T が 実 施 さ れ て い る か ，

（ g ） 標 的 ス キ ル が 統 一 さ れ て い る か ， （ h ） 多 様 な 評

価 方 法 に よ る 効 果 検 証 と 盲 検 化 が 行 わ れ て い る か ， の 8

つ の 観 点 か ら 整 理 し ， そ れ ぞ れ の プ ロ グ ラ ム の 課 題 を 検

討 し た 。  

1 . 介 入 効 果 を 適 切 に 捉 え て 反 映 す る 測 度 は 統 一 さ れ

て い る か  

研 究 間 で 様 々 な 測 度 が 用 い ら れ て い る が ， 表 情 識 別 や

心 の 理 論 な ど の 非 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 焦 点 を 当 て

て い る 測 度 と ， ソ ー シ ャ ル ス キ ル 獲 得 や 対 人 交 流 を 標 的

と し た 測 度 に 大 別 さ れ る 。 非 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研

究 （ B Ö l t e  e t  a l . ,  2 0 0 2 ;  F a j a  e t  a l . ,  2 0 0 8 ;  G o l a n  &  

B a r o n - C o h e n ,  2 0 0 6 ;  T u n e r - B r o w n  e t  a l . ,  2 0 0 8 ） で 用

い ら れ て い る 標 準 化 さ れ た 測 度 は ， 喜 び ， 悲 し み ， 怒

り ， 恐 怖 ， 驚 き ， 恥 な ど の 表 情 認 識 を 行 う F a c e  

E m o t i o n  I d e n t i f i c a t i o n  T e s t （ F E I T ） や I n t e r n a t i o n a l  

A f f e c t i v e  P i c t u r e  S y s t e m  （ I A P S ） ， 様 々 な 顔 写 真 の

中 か ら タ ー ゲ ッ ト と な る 顔 写 真 を 選 択 す る B e n t o n  T e s t  

o f  F a c i a l  R e c o g n i t i o n - L o n g - F o r m ， 記 憶 機 能 の 測 定 を

行 う W e c h s l e r  M e m o r y  S c a l e - T h i r d  E d i t i o n （ W M S -

Ⅲ ） や C h i l d r e n ’ s  M e m o r y  S c a l e （ C M S ） ， 映 像 中 の 登

場 人 物 の 感 情 を 推 測 す る C a m b r i d g e  M i n d r e a d i n g  

F a c e - V o i c e  B a t t e r y （ C A M ） ， R e a d i n g  t h e  M i n d  i n

（ E y e s  t a s k ,  V o i c e  t a s k ,  F i l m  t a s k ） ， 文 章 中 の 登 場

人 物 の 心 的 状 態 を 推 測 す る T h e  H i n t i n g  T a s k が 挙 げ ら

れ る 。  

ソ ー シ ャ ル ス キ ル 獲 得 や 対 人 交 流 に 焦 点 を 当 て た 研 究

（ G a n t m a n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  H i l l i e r  e t  a l . ,  2 0 0 7 ;  

L a u g e s o n ,  F r a n k e l ,  M o g i l ,  &  D i l l o n ,  2 0 0 9 ;  L a u g e s o n  

e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  M a n d e l b e r g  e t  a l . ,  2 0 1 4 ;  S c h o h l  e t  a l . ,  

2 0 1 4 ;  W e b b  e t  a l . ,  2 0 0 4 ;  W h i t e  e t  a l . ,  2 0 1 3 ） で は ，

対 人 行 動 と 関 連 す る A S D 症 状 を 評 価 す る S o c i a l  
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R e s p o n s i v e n e s s  S c a l e （ S R S ） や ソ ー シ ャ ル ス キ ル を 評

価 す る S o c i a l  S k i l l s  R a t i n g  S y s t e m （ S S R S ） ， 対 人 交

流 の 頻 度 や 状 況 を 評 価 す る Q u a l i t y  o f  P l a y  

Q u e s t i o n n a i r e （ Q P Q ） や Q u a l i t y  o f  S o c i a l i z a t i o n  

Q u e s t i o n n a i r e （ Q S Q ） の ほ か に ， P E E R S プ ロ グ ラ ム で

学 習 し た ソ ー シ ャ ル ス キ ル の 知 識 に つ い て 問 う T e s t  o f  

A d o l e s c e n t  S o c i a l  S k i l l s  K n o w l e d g e （ T A S S K ） が 標 準

化 さ れ た 測 度 と し て 複 数 の 研 究 で 使 用 さ れ て い た 。 特 に

P E E R S プ ロ グ ラ ム 間 で は ， ほ ぼ 測 度 が 統 一 さ れ て い

た 。  

2 . 有 意 な 差 を 検 出 す る た め に 十 分 な サ ン プ ル サ イ ズ

が 確 保 さ れ て い る か  

十 分 な サ ン プ ル サ イ ズ が 確 保 で き て い な い と の 記 述 が

み ら れ る 研 究 （ F a j a  e t  a l . ,  2 0 0 8 ;  G a n t m a n  e t  a l . ,  

2 0 1 2 ;  W e b b  e t  a l . ,  2 0 0 4 ;  W h i t e  e t  a l . ,  2 0 1 3 ） や ， 介

入 効 果 を 第 三 者 と し て 評 価 す る 者 が 少 な い こ と に 言 及 し

て い る 研 究 （ L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 0 9 ） が み ら れ た 。 効

果 量 は サ ン プ ル サ イ ズ に 影 響 さ れ な い 標 準 化 さ れ た 指 標

で あ り （ 水 本 ・ 竹 内 ， 2 0 1 1 ） ， A P A 論 文 作 成 マ ニ ュ ア

ル （ A m e r i c a n  P s y c h o l o g i c a l  A s s o c i a t i o n ,  2 0 0 1 ） に お

い て ， 報 告 が 必 要 で あ る と さ れ て い る が ， 本 研 究 で は ，

効 果 量 の 記 述 が あ る 研 究 は 3 編 の み で あ り （ F a j a  e t  

a l . ,  2 0 0 8 ;  T u n e r - B r o w n  e t  a l . ,  2 0 0 8 ;  W h i t e  e t  a l . ,  

2 0 1 3 ） ， 概 ね 中 程 度 か ら 高 程 度 の 効 果 量 が 示 さ れ て い

た 。  

3 . 対 象 者 の 特 徴 は 統 制 さ れ て い る か  

青 年 期 と 成 人 期 の 対 象 者 が 混 在 し て い る 研 究 （ B Ö l t e  

e t  a l . ,  2 0 0 2 ;  F a j a  e t  a l . ,  2 0 0 8 ;  G o l a n  &  B a r o n -

C o h e n ,  2 0 0 6 ;  T u n e r - B r o w n  e t  a l . ,  2 0 0 8 ） （ 1 2 歳 か ら

5 5 歳 ） と ， 対 象 者 の 多 く が 青 年 期 で あ る 研 究

（ G a n t m a n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  H i l l i e r  e t  a l . ,  2 0 0 7 ;  

L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 0 9 ;  L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  
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M a n d e l b e r g  e t  a l . ,  2 0 1 4 ;  S c h o h l  e t  a l . ,  2 0 1 4 ;  W e b b  

e t  a l . ,  2 0 0 4 ;  W h i t e  e t  a l . ,  2 0 1 3 ） （ 1 2 歳 か ら 2 3 歳 ）

に 大 別 さ れ る 。 前 者 は 非 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 焦 点

を 当 て る 研 究 で あ り ， 後 者 は ソ ー シ ャ ル ス キ ル 獲 得 や 対

人 交 流 を 標 的 と し た 研 究 で あ る 。  

プ ロ グ ラ ム の 効 果 検 証 の 一 視 点 と し て ， 特 定 の プ ロ グ

ラ ム が ど の 年 齢 層 に 効 果 的 で あ る か と い う 発 達 的 な 視 点

が 重 要 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ C a p p a d o c i a  &  

W e i s s ,  2 0 1 1 ） が ， 青 年 期 と 成 人 期 が 混 在 し て い る 研 究

（ B Ö l t e  e t  a l . ,  2 0 0 2 ;  F a j a  e t  a l . ,  2 0 0 8 ;  G o l a n  &  

B a r o n - C o h e n ,  2 0 0 6 ;  T u r n e r - B r o w n  e t  a l . ,  2 0 0 8 ） に お

い て 年 齢 層 間 の 比 較 は さ れ て い な か っ た 。 ま た ， 対 象 者

の 性 構 成 比 率 を み る と ， 大 多 数 が 男 性 で あ り ， B Ö l t e  e t  

a l . （ 2 0 0 2 ） ， F a j a  e t  a l . （ 2 0 0 8 ） ， W e b b  e t  a l .

（ 2 0 0 4 ） の 研 究 の 対 象 者 は 男 性 の み で あ っ た 。  

4 . 介 入 効 果 の 維 持 や 般 化 の 測 定 が 行 わ れ て い る か  

介 入 効 果 の 維 持 や 般 化 が 報 告 さ れ た 研 究 は 4 編 で あ

っ た （ H i l l i e r  e t  a l . ,  2 0 0 7 ;  M a n d e l b e r g  e t  a l . ,  2 0 1 4 ;  

L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  W e b b  e t  a l . ,  2 0 0 4 ） 。 S c h m i d t  

&  S t i c h t e r  （ 2 0 1 2 ） は ， 般 化 が 報 告 さ れ な い 要 因 と し

て ， 介 入 計 画 に 般 化 手 続 き が 含 ま れ て い な い こ と や ， 標

的 ス キ ル の 般 化 を 測 定 し て い な い こ と を 述 べ て い る 。

T a b l e  6 . 1 に 示 し た よ う に ， ほ と ん ど の 研 究 に 般 化 手 続

き が 含 ま れ て お り ， 般 化 測 定 が 行 わ れ て い た 。 般 化 手 続

き と 般 化 測 定 が 行 わ れ て い る に も 関 わ ら ず ， 般 化 の 効 果

が み ら れ な か っ た P E E R S プ ロ グ ラ ム の 2 編 に つ い て

は ， 般 化 が 示 さ れ な い 要 因 と し て ， 評 価 者 で あ る 教 師 の

サ ン プ ル 数 の 少 な さ を 挙 げ て い る （ L a u g e s o n  e t  a l . ,  

2 0 0 9 ;  S c h o h l  e t  a l . ,  2 0 1 4 ） 。  

G o l a n  &  B a r o n - C o h e n （ 2 0 0 6 ） の 研 究 で は ， R e a d i n g  

t h e  M i n d に よ る シ ス テ ム 化 さ れ た 方 法 で ト レ ー ニ ン グ

が 行 わ れ て い る 。 シ ス テ ム 化 は A S D 者 の 優 位 な 特 性 で
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あ る が ， 詳 細 な 特 徴 に 注 意 を 向 け る こ と に よ っ て ， 般 化

を 減 じ る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ G o l a n  &  B a r o n -

C o h e n ,  2 0 0 6 ） 。 そ の た め ， ト レ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム の

構 成 と し て ， ま ず R e a d i n g  t h e  M i n d に よ っ て ト レ ー ニ

ン グ を 行 い ， そ の 後 に シ ス テ ム 化 さ れ た 方 法 で 社 会 的 文

脈 を 理 解 す る こ と や ， 様 々 な 社 会 情 緒 的 な 手 が か り を ひ

と つ に 統 合 し て 理 解 す る こ と を 学 ぶ こ と が 望 ま し い と さ

れ て い る （ G o l a n  &  B a r o n - C o h e n ,  2 0 0 6 ） 。  

5 . 構 造 化 さ れ マ ニ ュ ア ル が 作 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム が

使 用 さ れ て い る か  

S C O R E  S k i l l  S t r a t e g y  P r o g r a m ， P E E R S ， M A S S I は

マ ニ ュ ア ル 化 さ れ た プ ロ グ ラ ム で あ る 。 S C I T - A は ，

S C I T が マ ニ ュ ア ル 化 さ れ た プ ロ グ ラ ム で あ る が ，

S C I T - A は マ ニ ュ ア ル 化 さ れ て い な い 。 T a b l e  6 . 1 に 示

し た よ う に ， P E E R S を 用 い た 研 究 は 5 編 で あ り ， 多 く

の 研 究 が 実 施 さ れ て い る 。 特 に P E E R S は 文 化 差 に も 対

応 し た 調 整 が 行 わ れ て お り ， 1 2 か 国 語 以 上 に 訳 さ れ て

7 0 以 上 の 国 々 で 使 用 さ れ て い る （ S e m e l  i n s t i t u t e  f o r  

n e u r o s c i e n c e  a n d  h u m a n  a n d  b e h a v i o r ,  2 0 1 9 ） 。  

6 . R C T が 実 施 さ れ て い る か  

R C T は ， 適 切 な 計 画 の も と で 実 施 さ れ 報 告 さ れ た 場

合 に は ， 臨 床 試 験 評 価 に お け る ゴ ー ル ド ス タ ン ダ ー ド で

あ る と さ れ て い る （ S c h u l z ,  A l t m a n ,  &  M o h e r ,  2 0 1 0  

津 谷 ・ 元 雄 ・ 中 山 訳 ， 2 0 1 0 ） 。 し か し ， 方 法 論 的 な 厳

格 性 を 欠 い た R C T で は ， バ イ ア ス が 生 じ た 結 果 が 報 告

さ れ る た め ， R C T の 報 告 を 改 善 す る た め の ガ イ ド ラ イ

ン で あ る C O N S O R T 声 明 が 開 発 さ れ ， 改 訂 が 行 わ れ て い

る （ S c h u l z  e t  a l . ,  2 0 1 0  津 谷 他 訳 ， 2 0 1 0 ） 。  

奥 村 （ 2 0 1 4 ） は ， C O N S O R T 声 明 の な か か ら ， 研 究 計

画 を 立 て る た め に 特 に 重 要 な 留 意 事 項 と し て ， 臨 床 試 験

登 録 の 実 施 ， 主 要 評 価 項 目 の 設 定 ， 有 害 事 象 の 測 定 ， 介

入 法 の 詳 細 の 記 述 ， 例 数 設 計 の 実 施 を 挙 げ て い る 。
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T a b l e  6 . 1 に 示 し た よ う に ， R C T が 実 施 さ れ た 7 編 の 研

究 の う ち ， 介 入 法 の 詳 細 の 記 述 は 7 編 全 て に 認 め ら れ

る が ， 前 述 の 5 つ の 留 意 事 項 を 全 て 満 た す も の は み ら

れ ず ， G a n t m a n  e t  a l . （ 2 0 1 2 ） と W h i t e  e t  a l .

（ 2 0 1 0 ） で 主 要 評 価 項 目 の 設 定 が み ら れ る の み と な っ

て い る 。  

7 . 標 的 ス キ ル が 統 一 さ れ て い る か  

標 的 ス キ ル の 選 定 で は ， 情 報 処 理 の 問 題 や 視 点 取 得 ，

社 会 的 文 脈 理 解 が 有 望 で あ る と す る 主 張 （ B i s h o p -

F i t z p a t r i c k ,  M i n s h e w ,  &  E a c k ,  2 0 1 3 ） や ， A S D の 中 核

症 状 で あ る ， 社 会 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 限 定 さ れ た 興

味 や 活 動 を 優 先 す べ き で あ る （ S m i t h  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） と

す る 主 張 が み ら れ る 。 社 会 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 連

す る 内 容 は 全 て の プ ロ グ ラ ム で 扱 わ れ て お り ， G o l a n  &  

B a r o n - C o h e n （ 2 0 0 6 ） ， T u r n e r - B r o w n  e t  a l .

（ 2 0 0 8 ） ， W h i t e  e t  a l . （ 2 0 1 3 ） の 研 究 で は ， 社 会 的 文

脈 理 解 に 基 づ い た 課 題 を 設 け て い る ほ か ， 視 点 取 得 に 関

し て は ， P E E R S を 用 い た 研 究 （ G a n t m a n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  

L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 0 9 ;  L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  

M a n d e l b e r g  e t  a l . ,  2 0 1 4 ;  S c h o h l  e t  a l . ,  2 0 1 4 ） が あ っ

た 。  

青 年 期 の A S D 者 が 抱 え る 問 題 と し て ， 友 人 関 係 が 構

築 で き な い 孤 立 感 か ら 二 次 障 害 へ と 至 る こ と が 指 摘 さ れ

て い る （ L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  S c h o h l  e t  a l . ,  2 0 1 4 ）

が ， G a n t m a n  e t  a l . （ 2 0 1 2 ） ， H i l l i e r  e t  a l .

（ 2 0 0 7 ） ，  L a u g e s o n  e t  a l . （ 2 0 0 9 ） ， L a u g e s o n  e t  

a l . （ 2 0 1 2 ） ，  M a n d e l b e r g  e t  a l . （ 2 0 1 4 ） ， S c h o h l  e t  

a l . （ 2 0 1 4 ） ， W e b b  e t  a l . （ 2 0 0 4 ） ， W h i t e  e t  a l .

（ 2 0 1 3 ） の プ ロ グ ラ ム で は ， 中 学 生 や 高 校 生 の 対 人 交

流 ス キ ル に 焦 点 が 当 て ら れ て い た 。  

8 . 多 様 な 評 価 方 法 に よ る 効 果 検 証 と 盲 検 化 が 行 わ れ

て い る か  
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コ ン ピ ュ ー タ ー を 利 用 し た 研 究 で は ， コ ン ピ ュ ー タ ー

プ ロ グ ラ ム に よ る 課 題 成 績 を 評 価 し て お り （ B Ö l t e  e t  

a l . ,  2 0 0 2 ;  F a j a  e t  a l . ,  2 0 0 8 ;  G o l a n  &  B a r o n - C o h e n ,  

2 0 0 6 ） ， そ の 他 の 研 究 で は 自 己 評 定 に 加 え て ， 保 護 者

や 教 師 に よ る 評 定 ， 行 動 観 察 に よ る 評 価 が 行 わ れ て い

る 。 行 動 観 察 で は ， テ ー マ に 合 わ せ て 討 議 を 行 う 行 動

（ H i l l i e r  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） や ， 設 定 さ れ た 内 容 の 会 話 を

行 う ロ ー ル プ レ イ （ T u n e r - B r o w n  e t  a l . ,  2 0 0 8 ） ， プ ロ

グ ラ ム 内 で 学 習 し た ス キ ル の ロ ー ル プ レ イ （ W e b b  e t  

a l . ,  2 0 1 3 ） が 評 価 さ れ て お り ， P E E R S や M A S S I の 保

護 者 が 参 加 す る プ ロ グ ラ ム で は ， 保 護 者 に よ る 評 定 が 行

わ れ て い る 。 し か し ， 保 護 者 は プ ロ グ ラ ム に 参 加 し て い

る た め ， 評 価 バ イ ア ス が 生 じ や す い （ L a u g e s o n  e t  a l . ,  

2 0 1 2 ） 。 そ の た め ， 教 師 に よ る 第 三 者 評 価 を 用 い た 単

盲 検 が 行 わ れ て い る 研 究 が 3 編 あ っ た （ L a u g e s o n  e t  

a l . ,  2 0 0 9 ;  L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  S c h o h l  e t  a l . ,  

2 0 1 4 ） 。  

 

考 察  

本 節 で は ， 児 童 期 か ら 青 年 期 に わ た る さ ま ざ ま な 年 齢

層 の A S D 者 を 対 象 と し た S S T に 関 す る 先 行 研 究

（ C a p p a d o c i a  &  W e i s s ,  2 0 1 1 ;  R a o  e t  a l . ,  2 0 0 8 ;  

R e i c h o w  &  V o l k m a r ,  2 0 1 0 ;  W h i t e  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） を も

と に 設 定 し た 8 つ の 観 点 か ら ， 青 年 期 か ら 成 人 期 の

A S D を 対 象 と し た S S T の 効 果 研 究 を 概 観 し ， 検 討 を 行

っ た 。 以 下 で は 8 つ の 観 点 別 に 考 察 を 述 べ る 。  

1 . 介 入 効 果 を 適 切 に 捉 え て 反 映 す る 測 度 は 統 一 さ れ

て い る か  

測 度 に 関 し て は ， ソ ー シ ャ ル ス キ ル や 対 人 交 流 に 焦 点

を 当 て た 研 究 に お い て ， S R S ， S S R S が 用 い ら れ る こ と

が 多 か っ た 。 し か し ， S S R S は 定 型 発 達 者 の ソ ー シ ャ ル

ス キ ル を 測 定 す る た め に 開 発 さ れ て お り ， A S D 者 に 対
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応 し た 測 度 で は な い （ W h i t e ,  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） 。 そ の た

め ， A S D 者 へ の 介 入 効 果 を 捉 え や す い S R S の 使 用 が 求

め ら れ て い る （ W h i t e ,  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） 。 S R S は ， A S D

の 社 会 性 の 問 題 に 対 す る 感 度 が 高 く （ 藤 野 ， 2 0 1 3 ） ，

A S D の 診 断 評 価 の ゴ ー ル ド ス タ ン ダ ー ド と さ れ る

A u t i s m  D i a g n o s t i c  I n t e r v i e w - R e v i s e d （ A D I - R ） や

A u t i s m  D i a g n o s t i c  O b s e r v a t i o n （ A D O S ） と の 収 束 的

妥 当 性 が 確 認 さ れ て い る （ I n g e r s o l l ,  H o p w o o d ,  

W a i n e r ,  &  D o n n e l l a n ,  2 0 1 1 ） 。  

ま た ， 近 年 で は 自 己 記 述 式 の S o c i a l  R e s p o n s i v e n e s s  

S c a l e - A d u l t （ S R S - A ） の 有 用 性 も 報 告 さ れ て い る

（ C o n s t a n t i n o  &  T o d d ,  2 0 0 5 ;  I n g e r s o l l  e t  a l . ,  

2 0 1 1 ） 。 A S D 青 年 の 自 己 評 定 で は ， A S D 特 性 を 低 く 評

価 し や す く ， ソ ー シ ャ ル ス キ ル 能 力 を 高 く 評 価 し が ち で

あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ J o h n s o n ,  F i l l i t e r ,  &  

M u r p h y ,  2 0 0 9 ;  V e r h o e v e n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ） が ， A S D 成 人

が 適 切 に 自 身 の 情 動 を 自 己 評 定 す る こ と が 可 能 で あ る と

い う 報 告 も み ら れ る （ B e r t h o z  &  H i l l ,  2 0 0 5 ） 。 A S D 成

人 で は 保 護 者 や 教 員 に よ る 評 価 が 難 し い 場 合 が あ る た

め ， 自 己 評 定 式 の 測 度 も 重 要 な 役 割 を 果 た す と 考 え ら れ

る 。  

2 . 有 意 な 差 を 検 出 す る た め に 十 分 な サ ン プ ル サ イ ズ

が 確 保 さ れ て い る か  

F a j a  e t  a l . （ 2 0 0 8 ） ，  G a n t m a n  e t  a l . （ 2 0 1 2 ）  ，

W e b b  e t  a l . （ 2 0 0 4 ） ，  W h i t e  e t  a l . （ 2 0 1 3 ） の 研 究 で

は サ ン プ ル 数 が 少 な い こ と に つ い て 言 及 さ れ て い た 。 確

か に ， サ ン プ ル サ イ ズ の 確 保 は 有 意 差 の 検 出 に 大 き く 影

響 す る た め 重 要 な 要 素 で あ る 。 し か し ， サ ン プ ル サ イ ズ

が 大 き く な る ほ ど 統 計 的 に 有 意 で あ る と い う 結 果 が 得 ら

れ や す い た め ， サ ン プ ル サ イ ズ に よ っ て 変 化 し な い 効 果

量 の 解 釈 が 重 要 で あ る （ 水 本 ・ 竹 内 ， 2 0 1 1 ） 。 こ の 点

を 踏 ま え る と ， F a j a  e t  a l . （ 2 0 0 8 ） ， T u n e r - B r o w n  e t  
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a l . （ 2 0 0 8 ） ， W h i t e  e t  a l . （ 2 0 1 3 ） の 研 究 に お け る 効

果 量 の 記 載 は 重 要 な 意 義 を 持 つ 。  

ま た ， 効 果 量 の 記 載 と と も に 推 奨 さ れ る の が ， 検 定 力

分 析 に よ る 例 数 設 計 で あ る 。 例 数 設 計 を 行 う こ と で ， よ

り 少 な い サ ン プ ル サ イ ズ で 効 果 的 な 研 究 計 画 を 立 て る こ

と が 可 能 に な る ほ か （ 鈴 川 ・ 豊 田 ， 2 0 1 1 ） ， 推 定 値 と

母 集 団 の 値 の ず れ が 偶 然 に よ っ て 生 じ る 偶 然 誤 差 の 発 生

を 減 じ る こ と が 示 さ れ て い る （ 竹 林 ， 2 0 1 4 ） 。 し か し

な が ら ， 例 数 設 計 に つ い て の 記 載 が 示 さ れ た 研 究 は み ら

れ な か っ た 。  

3 . 対 象 者 の 特 徴 は 統 制 さ れ て い る か  

ほ と ん ど の 対 象 者 が 男 性 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 A S D

の 発 現 頻 度 は 男 性 優 位 で あ り ， A S D 女 性 を 研 究 対 象 者

に 含 め る こ と が 困 難 で あ る こ と （ K o e n i g  &  T s a t s a n i s ,  

2 0 0 5 ） が 指 摘 さ れ て い る 。 し か し W h i t e （ 2 0 1 1 ） や 梅

永 ・ 黒 田 ・ 諏 訪 ・ 深 谷 ・ 本 田 （ 2 0 1 6 ） は ， 同 性 と 異 性

の 仲 間 と 交 流 す る 重 要 性 を 指 摘 し て お り ， 両 者 を 含 め た

グ ル ー プ 構 成 を 推 奨 し て い る 。 A S D の 性 差 に 関 し て

は ， A S D 者 の 認 知 能 力 や 適 応 ス キ ル に 関 す る 性 差 に 一

貫 し た 研 究 結 果 が 得 ら れ て い な い こ と （ R i v e t  &  

M a t s o n ,  2 0 1 1 ） が 指 摘 さ れ て い る が ， 性 差 の 検 討 に よ

っ て ， 介 入 研 究 の 重 点 分 野 や 標 的 が 同 定 さ れ る 可 能 性 が

示 唆 さ れ て い る （ R i v e t  &  M a t s o n ,  2 0 1 1 ） 。  

4 . 介 入 効 果 の 維 持 や 般 化 の 測 定 が 行 わ れ て い る か  

般 化 の 測 定 方 法 と し て 行 動 観 察 や ロ ー ル プ レ イ を 行 っ

て い る 研 究 を み る と ， T u n e r - B r o w n  e t  a l . （ 2 0 0 8 ） で

は ， ロ ー ル プ レ イ を 評 価 す る た め に ， 標 準 化 さ れ た ア セ

ス メ ン ト ツ ー ル で あ る S o c i a l  S k i l l s  P e r f o r m a n c e  

A s s e s s m e n t （ 以 下 S S P S ;  P a t t e r s o n ,  M o s c o n a ,  

M c K i b b i n ,  D a v i d s o n ,  &  J e s t e ,  2 0 0 1 ） を 使 用 し て い る

の に 対 し て ， H i l l i e r  e t  a l . （ 2 0 0 7 ） や W e b b  e t  a l .

（ 2 0 0 4 ） で は ， 標 準 化 さ れ た ア セ ス メ ン ト ツ ー ル を 使
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用 し て い な い 。 ロ ー ル プ レ イ に よ る 評 価 は ， 評 価 基 準 が

曖 昧 で あ る た め に 妥 当 性 の 問 題 が 指 摘 さ れ て お り

（ S p a i n  &  B l a i n e y ,  2 0 1 5 ） ， 標 準 化 さ れ た ア セ ス メ ン

ト ツ ー ル に よ る 評 価 が 求 め ら れ る 。 し か し T u n e r -

B r o w n  e t  a l . （ 2 0 0 8 ） は ， 標 準 化 さ れ た ア セ ス メ ン ト ツ

ー ル で あ る S S P S が ， S C I T - A の 測 度 と し て 適 応 的 で な

い こ と を 述 べ て い る 。 こ の 理 由 と し て ， S C I T - A の 目 標

が 構 造 化 さ れ て い な い 曖 昧 な 状 況 を 理 解 す る こ と で あ る

の に 対 し て ， S S P S で は 構 造 化 さ れ た 状 況 下 で ロ ー ル プ

レ イ を 行 う こ と を 挙 げ て い る 。 そ の た め ， S C I T - A に 適

し た 測 度 の 開 発 が 求 め ら れ て い る （ T u n e r - B r o w n  e t  

a l . ,  2 0 0 8 ） 。  

P E E R S プ ロ グ ラ ム を 用 い た 研 究 の な か で ， 般 化 手 続

き が 含 ま れ て お り ， 般 化 測 定 が 行 わ れ て い る に も 関 わ ら

ず ， 般 化 が 示 さ れ な か っ た 研 究 が 2 編 み ら れ た

（ L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 0 9 ;  S c h o h l  e t  a l . ,  2 0 1 4 ） 。 こ の

要 因 と し て ， L a u g e s o n  e t  a l . （ 2 0 0 9 ） ，  S c h o h l  e t  a l .

（ 2 0 1 4 ） は ， 評 価 者 で あ る 教 師 の サ ン プ ル 数 の 少 な さ

を 挙 げ て い た 。 し か し ， 評 価 者 で あ る 教 師 の サ ン プ ル 数

は ， 般 化 が 報 告 さ れ た L a u g e s o n  e t  a l . （ 2 0 1 2 ） の 研 究

で は 5 名 ， 般 化 が 報 告 さ れ な か っ た L a u g e s o n  e t  a l .

（ 2 0 0 9 ） で は 1 3 名 ， S c h o h l  e t  a l . （ 2 0 1 4 ） で は 4 1 名

で あ り ， 教 師 の サ ン プ ル 数 だ け が 要 因 で あ る と は 考 え 難

い 。 実 際 に ， 5 名 の 評 価 者 に よ っ て 般 化 効 果 が 示 さ れ た

L a u g e s o n  e t  a l . （ 2 0 1 2 ） の 研 究 で は ， 評 価 者 が 少 な い

た め に 検 出 力 が 不 充 分 で あ る こ と を 指 摘 し て お り ， 結 果

に つ い て は 疑 問 の 余 地 が あ る と 述 べ て い る 。 こ の た め ，

般 化 が 示 さ れ な い 要 因 に つ い て の 結 論 を 導 く こ と は 困 難

で あ る 。  

R a o  e t  a l . （ 2 0 0 8 ） は ， 般 化 を 促 進 す る 方 法 と し て ，

訓 練 場 面 以 外 の 様 々 な 場 面 に お け る ス キ ル 活 用 の 重 要 性

を 指 摘 し て お り ， 般 化 を 促 進 す る 設 定 を 組 み 込 ん だ プ ロ
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グ ラ ム 実 施 を 推 奨 し て い る 。 ま た  G r e s h a m  e t  a l .

（ 2 0 0 1 ） は ， ス キ ル の 獲 得 ・ 維 持 ・ 般 化 を 促 す 方 法 と

し て ， 訓 練 場 面 以 外 で ス キ ル を 教 示 す る こ と ， モ デ リ ン

グ や コ ー チ ン グ を 用 い る こ と ， 強 化 を 行 う こ と を 挙 げ て

い る 。 般 化 を 促 進 さ せ る 手 続 き へ の 示 唆 と し て ， 保 護 者

が 介 入 プ ロ グ ラ ム に 関 与 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。

A s p i r a t i o n ， P E E R S ， S C O R E  S k i l l  S t r a t e g y  

P r o g r a m ， M A S S I で は ， 保 護 者 へ の 支 援 や プ ロ グ ラ ム

が 実 施 さ れ て お り ， 保 護 者 に よ る ホ ー ム ワ ー ク で の 助 言

や 環 境 調 整 ， 標 的 行 動 の 強 化 を 通 じ て ， 家 庭 や コ ミ ュ ニ

テ ィ な ど の 日 常 生 活 上 で S S T を 実 施 す る こ と が 可 能 で

あ る 。 日 常 生 活 上 の S S T で は ， 統 制 さ れ た 訓 練 場 面 と

は 違 っ て ， 様 々 な 状 況 に 応 じ た ス キ ル 行 使 が 求 め ら れ る

た め ， 般 化 効 果 が 得 ら れ や す い こ と が 指 摘 さ れ て い る

（ W h i t e  e t  a l . ,  2 0 1 0 ） 。 加 え て ， 保 護 者 に よ る S S T で

は ， 日 常 環 境 で 即 時 の プ ロ ン プ ト や フ ィ ー ド バ ッ ク を 行

い や す い た め ， 注 意 が 持 続 し 難 く ， 合 図 や 手 掛 か り に 気

付 く こ と が 難 し い A S D 者 （ W h i t e  e t  a l . ,  2 0 1 0 ） に 対 し

て 効 果 的 で あ る と 考 え ら れ る 。  

し か し な が ら ， 成 人 の A S D 者 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ

ム で は 保 護 者 の 介 入 を 求 め る こ と が 難 し い 場 合 が あ る 。

獲 得 ス キ ル の 維 持 や 般 化 促 進 に は ， 訓 練 場 面 以 外 の 場

で ， 獲 得 ス キ ル の 遂 行 が 強 化 さ れ る よ う な 強 化 随 伴 性 を

整 備 す る 必 要 性 が 指 摘 さ れ て お り （ 半 田 ， 2 0 1 4 ； 野

田 ， 2 0 1 5 ） ， セ ル フ モ ニ タ リ ン グ や メ タ 認 知 方 略 な ど

を 用 い た 強 化 方 法 が 効 果 的 で あ る こ と が 示 さ れ て い る

（ S t i c h t e r  e t  a l . ,  2 0 1 0 ） 。 こ の た め ， 成 人 を 対 象 と し

た プ ロ グ ラ ム で は ， こ れ ら の 方 略 を 用 い る ト レ ー ニ ン グ

の 開 発 お よ び 効 果 検 証 が 求 め ら れ る 。  

5 . 構 造 化 さ れ マ ニ ュ ア ル が 作 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム が

使 用 さ れ て い る か  



83 

 

マ ニ ュ ア ル 化 さ れ た プ ロ グ ラ ム と し て ， S C O R E  S k i l l  

S t r a t e g y  P r o g r a m ， P E E R S ， M A S S I が み ら れ た 。 構 造

化 さ れ マ ニ ュ ア ル 化 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 開 発 す る 意 義 と

し て ， 比 較 基 準 を 統 一 す る こ と が 可 能 に な り ， プ ロ グ ラ

ム の 再 現 性 や 忠 実 性 を 高 め る こ と が 挙 げ ら れ る

（ C a p p a d o c i a  &  W e i s s ,  2 0 1 1 ;  W h i t e  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） 。

し か し な が ら ， プ ロ グ ラ ム の マ ニ ュ ア ル 化 を 行 う 過 程 で

は ， A S D 者 個 人 の ニ ー ズ と プ ロ グ ラ ム の 統 一 性 の 両 立

が 課 題 と さ れ て い る （ S m i t h  e t  a l . ,  2 0 0 7 ） 。 こ の 課 題

を 解 消 す る た め に ， P E E R S で は ホ ー ム ワ ー ク 上 の 問 題

解 決 に 多 く の 時 間 が 割 か れ て お り （ L a u g e s o n  e t  a l . ,  

2 0 1 2 ） ， M A S S I で は 個 人 の ニ ー ズ に 応 じ て プ ロ グ ラ ム

内 の モ ジ ュ ー ル を 選 択 す る こ と が 可 能 で あ る 。 M A S S I

で の モ ジ ュ ー ル 選 択 は ， 参 加 者 個 別 の 不 安 状 態 ， ソ ー シ

ャ ル ス キ ル の 獲 得 状 況 ， プ ロ グ ラ ム 経 過 に 応 じ て 行 わ れ

る （ W h i t e  e t  a l . ,  2 0 1 0 ） 。  

6 . R C T が 実 施 さ れ て い る か  

R C T は ， C O N S O R T 声 明 に 基 づ い て 策 定 す る こ と が 求

め ら れ る （ 奥 村 ， 2 0 1 4 ） 。 し か し ， T a b l e  6 . 1 に 示 し た

R C T 研 究 の う ち ， R C T の 必 須 事 項 で あ る ， 臨 床 試 験 登

録 の 実 施 ， 主 要 評 価 項 目 の 設 定 ， 有 害 事 象 の 測 定 ， 介 入

法 の 詳 細 の 記 述 ， 例 数 設 計 の 実 施 （ 奥 村 ， 2 0 1 4 ） の 全

て を 満 た す 研 究 は み ら れ な か っ た 。 上 記 5 つ の 留 意 事

項 は ， R C T 研 究 計 画 に お け る 必 須 事 項 で は あ る が ，

C O N S O R T 声 明 の 一 部 に す ぎ な い （ 奥 村 ， 2 0 1 4 ） 。 R C T

実 施 と と も に ， C O N S O R T 声 明 に 基 づ い た 研 究 の 蓄 積 が

求 め ら れ る 。  

7 . 標 的 ス キ ル が 統 一 さ れ て い る か  

そ れ ぞ れ の 研 究 が 焦 点 化 し て い た 内 容 は ， 表 情 識 別 や

心 の 理 論 な ど の 非 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と ， ソ ー シ ャ

ル ス キ ル 獲 得 や 対 人 交 流 の 2 つ に 大 別 さ れ た 。 プ ロ グ

ラ ム 間 の 比 較 検 討 を 行 う た め に は ， 標 的 ス キ ル を 統 一 す
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る こ と が 必 要 で あ る 。 し か し ， A S D の 基 本 的 な 特 徴 は

個 々 の 特 性 や 環 境 に 依 存 し ， 発 達 段 階 や 歴 年 齢 に よ り 大

き く 変 化 す る た め （ A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  

A s s o c i a t i o n ,  2 0 1 3  高 橋 他 訳 ， 2 0 1 4 ） ， そ れ ぞ れ の ラ イ

フ ス テ ー ジ 毎 の ニ ー ズ を 把 握 し ， 最 も 優 先 さ れ る ニ ー ズ

を 中 心 と し た 支 援 を 行 う 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る （ 神

尾 ， 2 0 1 0 ） 。  

8 . 多 様 な 評 価 方 法 に よ る 効 果 検 証 と 盲 検 化 が 行 わ れ

て い る か  

効 果 検 証 で は ， 質 問 紙 に よ る 自 己 評 定 に 加 え て ， 行 動

観 察 や 第 三 者 に よ る 評 価 な ど ， 様 々 な 方 法 で 評 定 さ れ て

い た 。 質 問 紙 を 用 い た 評 価 方 法 で は ， 評 価 者 に よ る 評 価

バ イ ア ス が 生 じ や す い こ と が 指 摘 さ れ て い る た め

（ D u n n i n g ,  J o h o n s o n ,  E h r l i n g e r ,  &  K r u g e r ,  2 0 0 3 ） ，

行 動 観 察 に よ る 評 価 が 求 め ら れ る （ W h i t e  e t  a l . ,  

2 0 0 7 ） 。 し か し ， 青 年 や 成 人 の プ ロ グ ラ ム で は 教 師 な

ど に よ る 行 動 観 察 が 実 施 し 難 い た め ， ロ ー ル プ レ イ に よ

る 評 価 が 行 わ れ て い る 研 究 が み ら れ る 。 ロ ー ル プ レ イ の

評 価 で は ， A S D に 対 応 し た 系 統 的 な 評 価 ツ ー ル と し

て ， C o n t e x t u a l  a s s e s s m e n t  o f  s o c i a l  s k i l l s が 開 発 さ

れ て い る （ R a t t o ,  T u n e r - B r o w n ,  R u p p ,  M e s i b o v ,  &  

P e n n ,  2 0 1 1 ） 。  

第 2 節 で は ， A S D 者 を 対 象 と し た S S T に お い て ， 獲 得

し た ス キ ル を 般 化 さ せ る こ と が 困 難 で あ る こ と を 指 摘 し ，

セ ル フ モ ニ タ リ ン グ や メ タ 認 知 方 略 を 用 い る こ と が 効 果

的 で あ る 可 能 性 を 示 唆 し た 。 そ こ で 第 3 節 で は ， メ タ 認

知 に 焦 点 を 当 て た 介 入 調 査 を 行 う 。  

 

第 3 節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の 女 子 学 生 に 対 す る

メ タ 認 知 ト レ ー ニ ン グ の 予 備 的 検 討 （ 研 究 Ⅴ ）  

 

目 的  
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メ タ 認 知 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と し た 心 理 的 介 入 と

し て ， メ タ 認 知 ト レ ー ニ ン グ （ M e t a c o g n i t i v e  

T r a i n i n g ,  以 下 M C T ） が 挙 げ ら れ る 。 M C T の 目 標 は ，

自 身 の 認 知 の 歪 み に 気 付 き ， そ の 歪 み を コ ン ト ロ ー ル す

る こ と に よ っ て ， 問 題 解 決 行 動 に 結 び 付 け る こ と で あ る

（ 石 垣 ， 2 0 1 2 ） 。 M C T は 統 合 失 調 症 に お い て 有 効 性 が

示 さ れ て お り ， 妄 想 状 態 の 軽 減 や 自 尊 心 の 上 昇 が 報 告 さ

れ て い る （ M o r i t z  e t  a l . ,  2 0 1 3 ） 。  

A S D と 統 合 失 調 症 は 異 な っ た 臨 床 経 過 や 症 候 を 持

ち ， 疾 病 分 類 学 的 に は 異 な っ た 障 害 と し て 区 別 さ れ て い

る が ， 社 会 認 知 障 害 の 共 通 性 が 指 摘 さ れ て い る （ 村 井 ・

松 河 ・ 笹 本 ， 2 0 1 2 ） 。 村 井 他 （ 2 0 1 2 ） は ， 両 疾 患 の 社

会 性 の 問 題 が ， 情 動 や 社 会 認 知 の 情 報 処 理 に 重 要 な 役 割

を 担 う と さ れ る 脳 の 左 上 側 頭 溝 に 共 通 に 異 常 を 示 す こ と

に 起 因 す る こ と を 示 唆 し て お り ， 統 合 失 調 症 で 有 用 と さ

れ る 対 人 機 能 向 上 を 目 指 す ア プ ロ ー チ が ， A S D に お い

て も 有 用 で あ る 可 能 性 に つ い て 論 じ て い る 。 実 際 に

A S D 青 年 を 対 象 と し て M C T の 効 果 を 検 討 し た 予 備 的 研

究 で は ， 対 象 者 が 自 身 の 認 知 能 力 の 長 所 や 弱 点 に 対 す る

気 付 き を 得 た こ と が 報 告 さ れ て い る （ G o o d m a n ,  

2 0 1 4 ） 。 し か し な が ら ， A S D 者 に 対 す る M C T の 有 効 性

を 実 証 的 に 検 証 し た 介 入 研 究 は 非 常 に 限 ら れ て い る 。 そ

こ で 本 節 で は ， A S D 傾 向 の 高 い 女 子 学 生 を 対 象 に M C T

を 実 施 し ， メ タ 認 知 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 対

す る 介 入 効 果 の 検 討 を 行 う こ と を 目 的 と し た 。  

本 節 は A S D と 診 断 さ れ た 人 を 対 象 と し た 研 究 で は な

く ， 質 問 紙 に よ っ て A S D 傾 向 が 高 い と 評 価 さ れ た 人 を

対 象 と し た ア ナ ロ グ 研 究 で あ る 。 A S D と 診 断 さ れ る 人

と 健 常 者 と の 間 に は 連 続 性 が 存 在 す る と さ れ て お り ， 一

定 以 上 の A S D 傾 向 を 持 つ と 社 会 適 応 が 困 難 に な る こ と

に よ っ て Q u a l i t y  o f  l i f e を 低 下 さ せ る 要 因 に な り 得 る

こ と が 示 さ れ て い る （ 神 尾 他 ， 2 0 1 3 ） 。 な お ， 本 節 で
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は M C T の 効 果 が A S D 傾 向 の 高 い 学 生 に 特 異 的 で あ る の

か ， A S D 傾 向 が 低 い 学 生 に も 同 様 の 効 果 が 示 さ れ る の

か と い う 点 に つ い て も 検 証 を 行 う こ と と し た 。  

 

方 法  

1 . 対 象 者  

専 門 学 校 に 在 籍 す る 1 年 生 と 2 年 生 の 女 子 学 生 1 6 1

名 を 対 象 と し た 。 1 年 生 の ク ラ ス を 介 入 群 （ 8 4 名 ， 平

均 年 齢 1 9 . 1 3 ± 3 . 5 1 歳 ） ， と し ， 2 年 生 の ク ラ ス を 対 照

群 （ 7 7 名 ， 平 均 年 齢 2 0 . 5 1 ± 4 . 1 4 歳 ） と し た 。  

2 . A S D 傾 向 の 測 定  

A S D 傾 向 の 判 定 に は A u t i s m - s p e c t r u m  Q u o t i e n t

（ A Q ） 日 本 語 版 （ B a r o n - C o h e n  e t  a l . ,  2 0 0 1 ;  若 林 他 ,  

2 0 0 4 ） を 使 用 し た 。 A Q は 5 0 項 目 か ら 構 成 さ れ る 自 己

回 答 式 の 尺 度 で あ り ， 健 常 範 囲 の 知 能 を 持 つ 成 人 の

A S D 傾 向 を 測 定 で き る 。 本 節 で は ， A Q の 合 計 得 点 の 算

出 方 法 に つ い て ， 「 あ て は ま ら な い 」 を 0 点 ， 「 ど ち

ら か と い え ば あ て は ま ら な い 」 を 1 点 ， 「 ど ち ら か と

い え ば あ て は ま る 」 を 2 点 ， 「 あ て は ま る 」 を 3 点 と

し て ， 合 計 得 点 を 算 出 し て い る 注 1 ） 。 高 得 点 ほ ど A S D

傾 向 を 強 く 示 し て い る こ と を 意 味 す る 。 注 1 ） 本 節 は ，

A Q の 合 計 得 点 算 出 方 法 を 変 更 し て い る 。 本 来 の A Q の

回 答 は ４ 件 法 で 求 め ら れ ， 各 項 目 に つ き A S D 傾 向 が 高

い と さ れ る 側 か ら 2 つ の 選 択 肢 を 選 ん だ 場 合 に は 1 点

が ， 低 い と さ れ る 側 か ら 2 つ の 選 択 肢 を 選 ん だ 場 合 に

は 0 点 が 与 え ら れ る 。 内 的 整 合 性 お よ び 再 検 査 信 頼 性

が 報 告 さ れ て お り ， 診 断 的 妥 当 性 お よ び 健 常 者 の A S D

傾 向 の 個 人 差 を 測 定 す る 尺 度 と し て ， 一 定 の 妥 当 性 を 持

つ と さ れ て い る （ 若 林 他 ， 2 0 0 4 ） 。  

本 節 で は ， A S D 傾 向 の 高 い 対 象 者 の 判 定 基 準 と し

て ， 第 1 セ ッ シ ョ ン 直 前 の 時 点 に お け る A Q 得 点 を 用 い

た 。 A Q 得 点 の 平 均 値 か ら 1 S D 以 上 の 値 を 示 す 対 象 者 を
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A S D 傾 向 の 高 い 対 象 者 （ 以 下 A S D - H ） と し ， そ れ 以 外

の 対 象 者 を A S D 傾 向 の 低 い 対 象 者 （ 以 下 A S D - L ） と し

た （ T a b l e  6 . 2 ） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



88 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T
a

b
l

e
 

6
.

2
 

対
象

者
の

群
構

成
 

M
％

M
％

M
％

M
％

8
2
.
0
0

8
.
0
7

 
 
 
8
6
.
2
5

4
.
9
7

 
5
7
.
7
5

4
4
.
1
0

 
 
5
8
.
4
3

4
2
.
8
6

（
最
小

値
 
7
5.
0
0）

（
最
小

値
 
7
6.
0
0）

（
最
小

値
 
3
6.
0
0）

（
最
小

値
 
3
6.
0
0）

（
最
大

値
 
9
9.
0
0）

（
最
大

値
 
1
13
.
00
）

（
最
大

値
 
7
4.
0
0）

（
最
大

値
 
7
4.
0
0）

A
Q
  
 
：
A
u
ti
s
m-
s
pe
c
tr
u
m 
Q
uo
t
ie
n
t

A
S
D‐

H 
 
：
 
A
SD
傾
向

の
高

い
対

象
者

A
S
D‐

L　
：
 
A
SD
傾
向

の
低

い
対

象
者

A
Q

A
S
D-
H
 （

AQ
が
M
＋
1
SD

以
上
）

A
S
D-
L
（
A
Q
が

M
＋
1
SD

未
満
）

対
照
群
（
n 

=
 
8
）

介
入
群
（

n 
=
 
7
1
）

対
照
群
（
n 

=
 
6
9
）

介
入
群
（

n 
=
 
1
3
）



89 

 

3 . 手 続 き  

X + 2 年 5 月 か ら 7 月 に か け て 著 者 が プ ロ グ ラ ム を 実

施 し た 。 プ ロ グ ラ ム は 学 内 の 授 業 教 室 で 専 門 学 校 の 講 義

終 了 後 の 時 間 を 利 用 し て 行 わ れ ， 講 義 形 式 で 2 週 間 に 1

回 3 0 分 か ら 4 0 分 × 6 セ ッ シ ョ ン で 構 成 さ れ た 。 A Q も

含 め た 測 定 指 標 を プ レ 期 （ 5 月 ， 介 入 直 前 時 点 ） ， ポ ス

ト 期 （ 7 月 ） ， F U （ f o l l o w  u p ） 期 （ 以 下 F U 期 ， 1 0

月 ） の 3 時 点 で 実 施 し た 。  

対 照 群 に 対 し て は ， プ レ 期 か ら F U 期 ま で 何 の 操 作 も

行 わ ず ， 講 義 終 了 後 に 帰 宅 さ せ た 。 ま た ， 介 入 群 の プ レ

期 ， ポ ス ト 期 ， F U 期 と 同 一 時 期 に A S D 傾 向 お よ び ， 効

果 指 標 の 測 定 を 行 っ た 。  

プ ロ グ ラ ム 内 容 は M C T の 8 つ の モ ジ ュ ー ル （ 石 垣 ，

2 0 1 6 ） を 参 考 に 構 成 し た （ T a b l e  6 . 3 ） 。 本 プ ロ グ ラ ム

は M o r i t z ,  W o o d w a r d ,  S t e v e n s ,  &  H a u s c h i l d t .

（ 2 0 1 2 ） や 石 垣 ・ 細 野 ・ 小 川 （ 2 0 1 6 ） が 作 成 し た 統 合

失 調 症 の た め の メ タ 認 知 ト レ ー ニ ン グ （ M C T ） 第 6 . 0 版

を 使 用 し た 。 各 セ ッ シ ョ ン で は ， M C T の ツ ー ル で あ る

パ ワ ー ポ イ ン ト の ス ラ イ ド ， ホ ー ム ワ ー ク 資 料 を 用 い

て ， 心 理 教 育 や ク イ ズ 形 式 の ワ ー ク を 行 っ た 。 本 来 の

M C T プ ロ グ ラ ム で は ， 「 結 論 へ の 飛 躍 」 と 「 共 感 」 を

2 回 ず つ 実 施 す る が ， 本 研 究 で は 研 究 期 間 設 定 上 の 理 由

か ら 介 入 回 数 に 制 限 が あ っ た た め ， 「 結 論 へ の 飛 躍 」 と

「 共 感 」 の モ ジ ュ ー ル に つ い て は 各 1 回 ず つ と し た 。  

帰 属  第 1 回 は ， 物 事 の 原 因 を 様 々 な 角 度 か ら 検 討

で き る こ と を 目 的 と し て 行 わ れ た 。 ま ず ， 外 的 ・ 内 的 帰

属 ス タ イ ル と そ の 社 会 的 結 果 （ 他 者 の 失 敗 を 責 め る こ と

は 対 人 緊 張 の 契 機 と な る こ と ， 自 身 の 責 任 を 追 及 し す ぎ

る と 自 尊 心 が 低 下 す る こ と ） に つ い て 学 習 し た 。 次 に ，

様 々 な 出 来 事 が 示 さ れ た ス ラ イ ド の 原 因 に つ い て ， 自 身

の 立 場 ， 他 者 の 立 場 か ら 複 数 検 討 す る 練 習 を 行 っ た 。  
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結 論 へ の 飛 躍  第 2 回 で は ， 意 思 決 定 の 際 に 安 易 な

判 断 を 行 う こ と は 危 険 で あ る こ と ， 利 用 可 能 な 情 報 を で

き る だ け 検 討 す る こ と が 必 要 で あ る こ と を 学 習 し た 。 ま

ず 講 義 の 最 初 に ， ホ ー ム ワ ー ク を 用 い て 前 回 の セ ッ シ ョ

ン の 内 容 を 復 習 し た （ こ の ホ ー ム ワ ー ク の 確 認 は ， 以 降

の セ ッ シ ョ ン で も 継 続 し て 実 施 し た ） 。 次 に ， 結 論 へ の

飛 躍 は 判 断 ミ ス に つ な が る 可 能 性 が あ る が ， 正 確 さ を 求

め す ぎ る と 時 間 が か か り 過 ぎ る た め ， こ の 2 つ の 間 で

結 論 を 見 つ け る こ と が 重 要 で あ る こ と を 示 し た 。 そ の 後

学 生 は ， 動 物 や 物 の 絵 （ ゾ ウ や 椅 子 な ど ） の 断 片 が 徐 々

に 提 示 さ れ る ス ラ イ ド を 見 な が ら ， 何 の 絵 で あ る か を 判

断 し た 。  

思 い 込 み を 変 え る  第 3 回 で は ， 第 一 印 象 に 固 執 す

る こ と を 防 ぐ た め に ， 偏 見 を 持 た な い こ と を 説 明 し た 。

ま ず 確 証 バ イ ア ス に つ い て 学 び ， 自 身 の 意 見 や 信 念 に 固

執 す る こ と で ， 判 断 を 変 え る 機 会 を 失 い ， 環 境 を 適 切 に

理 解 で き な い 可 能 性 が あ る こ と を 学 ん だ 。 次 に ， 物 語 の

解 釈 を 行 う 課 題 を 行 っ た 。 課 題 で は ， 物 語 の 時 系 列 と は

逆 の 順 序 で 3 枚 の 絵 が 提 示 さ れ た 。 物 語 の 解 釈 に つ い

て 4 つ の 選 択 肢 が 示 さ れ ， 最 後 に 正 し い 解 釈 が 明 ら か

に さ れ た 。  

共 感  第 4 回 は ， 多 様 な 文 脈 的 情 報 を 利 用 し な が

ら ， 相 手 の 心 的 状 態 を 推 測 す る こ と を 目 的 と し た 。 は じ

め に 基 本 的 な 人 間 の 情 動 （ 怒 り ， 喜 び ， 悲 し み な ど ） を

確 認 し ， こ れ ら の 情 動 と 顔 の 表 情 の 照 合 を 行 っ た 。 ま

た ， 表 情 は 有 用 な 情 報 で あ る が ， 確 実 な 証 拠 に は な ら な

い こ と を 示 し た 。 こ の た め に ， 異 な る 表 情 の 顔 写 真 が 提

示 さ れ ， 写 真 の 人 物 が ど の よ う に 感 じ て い る か を 判 断 す

る 課 題 を 行 っ た 。 課 題 に は 選 択 肢 が 示 さ れ ， 妥 当 性 を 検

討 す る こ と が 求 め ら れ る が ， 写 真 の 全 体 像 は 示 さ れ ず ，

部 分 的 に 提 示 さ れ る の み で あ る 。 最 後 に 写 真 の 全 体 像 が
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明 ら か に さ れ る と と も に ， 正 解 が 示 さ れ た 。 次 に ， 第 3

回 と 同 様 に 物 語 の 解 釈 を 行 う 課 題 を 実 施 し た 。  

記 憶  第 5 回 で は ， 不 確 か な 記 憶 に は 疑 い を 持 つ こ

と を 学 ん だ 。 ま ず ， 記 憶 能 力 の 限 界 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 後 に ， 絵 や 写 真 を 見 て 記 憶 す る 課 題 を 実 施 し た 。 こ の

課 題 で は ， 過 誤 記 憶 が 誘 導 さ れ や す く ， 記 憶 が 操 作 さ れ

や す い 可 能 性 に つ い て 理 解 を 深 め た 。 次 に ， 脳 は 以 前 に

記 憶 し た 関 連 す る 出 来 事 を 用 い て ， 失 っ た 情 報 を 置 換 し

た り 付 加 し た り す る こ と ， 記 憶 バ イ ア ス に つ い て 示 し

た 。  

自 尊 心  第 6 回 は ， 思 考 の 歪 み が 抑 う つ 気 分 や 自 尊

心 の 低 下 を 招 く 可 能 性 が あ る こ と ， 思 考 の 歪 み を 修 正

し ， 気 分 を 高 め る 方 法 を 学 ぶ こ と を 目 的 と し た 。 最 初

に ， う つ 病 の 症 状 ， う つ 病 に 陥 り や す い 歪 ん だ 思 考 （ 抑

う つ ス キ ー マ ） に つ い て 説 明 を 行 っ た 。 次 に ， 抑 う つ ス

キ ー マ を 現 実 的 で 有 用 な も の に 置 換 す る 例 を 示 し た 。 さ

ら に ， 自 身 の 長 所 に つ い て 考 え ， 抑 う つ 気 分 や 低 い 自 尊

心 を 改 善 す る 方 法 を 学 習 し た 。  
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4 . 効 果 指 標  

メ タ 認 知 の 測 定  M C T の 作 用 機 序 と し て 想 定 さ れ て

い る メ タ 認 知 の 改 善 を 測 定 す る た め に ， 成 人 用 メ タ 認 知

尺 度 （ 安 部 ・ 井 田 ， 2 0 1 0 ） を 使 用 し た 。 S c h r a w  &  

D e n n i s o n （ 1 9 9 4 ） に よ っ て 開 発 さ れ た M e t a c o g n i t i v e  

A w a r e n e s s  I n v e n t o r y の 日 本 語 版 で あ り ， 2 8 項 目 6 件

法 の 尺 度 で あ る 。 高 得 点 ほ ど メ タ 認 知 能 力 が 高 い こ と を

示 し ， 内 的 整 合 性 が 確 認 さ れ て い る 。  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 測 定  M C T に よ っ て

も た ら さ れ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 改 善 を 測 定

す る た め に ， E N D C O R E s （ 藤 本 ・ 大 坊 ， 2 0 0 7 ） を 用 い

た 。 E N D C O R E s は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 言 語

能 力 か ら 対 人 能 力 に わ た る 幅 広 い 観 点 か ら 測 定 す る 尺 度

で あ り ， 回 答 は 2 4 項 目 7 件 法 で 求 め ら れ る 。 高 得 点 ほ

ど コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が 高 い こ と を 示 し ， 併 存

的 妥 当 性 や 内 的 整 合 性 が 確 認 さ れ て い る （ 藤 本 ・ 大 坊 ，

2 0 0 7 ） 。  

5 . 倫 理 的 配 慮  

本 節 で は ， 研 究 実 施 機 関 の 研 究 倫 理 委 員 会 に よ る 承 認

を 受 け て 調 査 を 行 っ た 。 介 入 調 査 に 先 立 ち ， プ ロ グ ラ ム

の 目 的 ， プ ロ グ ラ ム の 進 め 方 ， 参 加 者 の 利 益 や 不 利 益 ，

個 人 情 報 保 護 ， 参 加 者 の 権 利 に つ い て の 説 明 を 同 意 書 に

基 づ い て 口 頭 で 行 い ， 同 意 書 へ の 署 名 を も っ て 参 加 同 意

が 得 ら れ た も の と し た 。  

6 . 分 析 方 法  

介 入 効 果 の 判 定 は ， A S D - H と A S D - L を 別 に 検 討 し

た 。 す な わ ち ， 介 入 群 に 割 つ け ら れ た 対 象 者 の う ち

A S D 傾 向 の 高 い A S D - H の 対 象 者 を 抽 出 し ， 対 照 群 に 割

り 付 け ら れ た A S D - H の 対 象 者 と 比 較 す る こ と で ， A S D -

H に お け る 介 入 効 果 を 検 討 し た 。 同 様 に A S D - L の 対 象

者 に つ い て も ， 介 入 群 と 対 照 群 そ れ ぞ れ の A S D 傾 向 の

低 い A S D - L の 対 象 者 を 抽 出 し て 比 較 を 行 っ た 。  
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な お ， 欠 損 値 の 処 理 法 に は 最 終 観 察 値 を そ れ 以 降 の 値

に 代 入 す る 方 法 （ L a s t  O b s e r v a t i o n  C a r r i e d  

F o r w a r d ） （ 姜 ， 2 0 0 5 ） を 用 い た 。  

 

結 果  

プ レ 期 の 介 入 群 と 対 照 群 の 各 尺 度 得 点 の 比 較 を 行 っ た

と こ ろ ， 対 照 群 の メ タ 認 知 得 点 が 有 意 に 高 い 傾 向 が み ら

れ た た め （ t ( 1 5 9 )  =  1 . 8 4 ,  p ＜ . 1 0 ）， 分 析 に あ た っ て は 測

定 段 階 間 の 得 点 の 変 化 量 （ ポ ス ト 期 － プ レ 期 ）（ F U 期 －

プ レ 期 ） を 用 い た t 検 定 を 行 う こ と と し た 。  

1 . A S D 傾 向 の 高 い 対 象 者 と A S D 傾 向 の 低 い 対 象 者 の 分

割 の 妥 当 性  

A S D - H と A S D - L の 間 に 実 際 に A S D 傾 向 の 差 が 認 め

ら れ る こ と を 確 認 す る た め に ， プ レ 期 に お け る A S D - H

と A S D - L の A Q 得 点 を 比 較 し た （ T a b l e  6 . 4 ） 。 そ の 結

果 ， A S D - H が A S D - L よ り も 有 意 に A S D 傾 向 が 高 か っ

た （ t ( 1 5 9 )  =  1 1 . 2 9 ,  p ＜ . 0 0 1 ） 。 し た が っ て ， A Q 得 点

に 基 づ く 対 象 者 分 割 は ， 十 分 な 妥 当 性 を も っ て 行 わ れ た

と 考 え ら れ る 。  

な お ， メ タ 認 知 に つ い て も A S D - H と A S D - L の 間 で 比

較 し た と こ ろ ， 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 ま た コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に つ い て も 同 様 に 比 較 し た と こ

ろ ， A S D - L が A S D - H よ り も 有 意 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ ス キ ル が 高 い こ と が 示 さ れ た （ t ( 1 5 9 )  =  5 . 3 2 ,  p

＜ . 0 0 1 ） （ T a b l e  6 . 4 ） 。  
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T a b l e  6 . 4  プ レ 期 に お け る 各 尺 度 の 記 述 統 計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M SD M SD

AQ 83.62    9.63    58.09    9.67

メタ認知尺度 99.33 20.73  102.49 18.16

ENDCOREs 90.67 13.46  109.01 14.91

AQ  　 ：Autism-spectrum Quotient

ASD-H  ：ASD傾向の高い対象者

ASD-L　：ASD傾向の低い対象者

ASD-H (n  = 21) ASD-L（n  = 140）
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2 . プ レ 期 に お け る 各 尺 度 得 点 の 比 較  

A S D - H に お い て 介 入 群 と 対 照 群 を 比 較 し た と こ ろ ，

い ず れ の 尺 度 に お い て も 有 意 な 差 が み ら れ な か っ た 。 同

様 に ， A S D - L に お け る 介 入 群 と 対 照 群 を 比 較 し た と こ

ろ ， い ず れ の 尺 度 に お い て も 有 意 な 差 は み ら れ な か っ

た 。  

3 . A S D 傾 向 の 高 い 対 象 者 へ の M C T の 効 果  

A S D - H に つ い て ， 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 各 時 期 の

効 果 指 標 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を 示 し た （ T a b l e  6 . 5 ） 。

ま ず ， M C T の 短 期 的 効 果 を 検 討 す る た め に ， プ レ 期 と

ポ ス ト 期 と の 比 較 を 行 っ た 。 各 効 果 指 標 の プ レ 期 と ポ ス

ト 期 の 平 均 得 点 を ｔ 検 定 で 比 較 し た 結 果 ， 介 入 群 に お い

て ， A Q の ポ ス ト 期 の 得 点 が プ レ 期 よ り も 有 意 に 高 い こ

と が 示 さ れ た （ t ( 1 2 )  =  2 . 3 4 ,  p ＜ . 0 5 ） 。 メ タ 認 知 と コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル や 対 照 群 の 各 効 果 指 標 は ， い

ず れ に お い て も プ レ 期 と ポ ス ト 期 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ

な か っ た 。  

ま た ， 各 効 果 指 標 の 変 化 量 （ ポ ス ト 期 － プ レ 期 ） を 介

入 群 と 対 照 群 で 比 較 し た 結 果 ， 介 入 群 や 対 照 群 の 各 効 果

指 標 は ， い ず れ に お い て も 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た

（ F i g .  6 . 2 . ） 。  

次 に ，  M C T の 長 期 的 効 果 を 検 討 す る た め に ， プ レ 期

と F U 期 の 比 較 を 行 っ た 。 各 効 果 指 標 の プ レ 期 と F U 期

の 平 均 得 点 を ｔ 検 定 で 比 較 し た 結 果 ， 介 入 群 に お い て ，

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の F U 期 の 得 点 が プ レ 期 よ

り も 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た （ t ( 1 2 )  =  2 . 3 0 ,  p

＜ . 0 5 ） 。 A Q と メ タ 認 知 や 対 照 群 の 各 効 果 指 標 は ， い ず

れ に お い て も プ レ 期 と F U 期 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か

っ た 。  

ま た ， 各 効 果 指 標 の 変 化 量 （ F U 期 － プ レ 期 ） を 介 入

群 と 対 照 群 で 比 較 を 行 っ た 結 果 ， A Q と メ タ 認 知 の 変 化

量 に つ い て は 介 入 群 と 対 照 群 の 間 に 有 意 な 差 は 得 ら れ な
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か っ た （ F i g .  6 . 2 . ） 。 一 方 で ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

ス キ ル に お い て は 介 入 群 の 変 化 量 が 対 照 群 に 比 べ て 有 意

に 大 き く 改 善 す る 傾 向 に あ っ た （ t ( 1 9 )  =  1 . 9 2 ,  p

＜ . 1 0 ） （ F i g .  6 . 2 . ） 。  
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4 . A S D 傾 向 の 低 い 対 象 者 へ の M C T の 効 果  

A S D - L に つ い て ， 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 各 時 期 の

効 果 指 標 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を 示 し た （ T a b l e  6 . 6 ） 。

ま ず ，  M C T の 短 期 的 効 果 を 検 討 す る た め に ， プ レ 期 と

ポ ス ト 期 と の 比 較 を 行 っ た 。  

各 効 果 指 標 の プ レ 期 と ポ ス ト 期 の 平 均 得 点 を ｔ 検 定 で

比 較 し た 結 果 ， 介 入 群 に お い て ， A Q お よ び メ タ 認 知 の

ポ ス ト 期 の 得 点 が プ レ 期 よ り も 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ

た が （ A Q  t ( 7 0 )  =  5 . 6 5 ,  p ＜ . 0 0 1 ） ， （ メ タ 認 知  t ( 7 0 ) =  

3 . 1 9 ,  p ＜ . 0 1 ） ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に は 有 意

な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 対 照 群 で は ， A Q の 得 点 が プ

レ 期 よ り も 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た が （ t ( 6 8 )  =  2 . 6 8 ,  

p ＜ . 0 1 ） ， メ タ 認 知 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に は

有 意 な 差 は 示 さ れ な か っ た 。  

ま た ， 各 効 果 指 標 の 変 化 量 （ ポ ス ト 期 － プ レ 期 ） を 介

入 群 と 対 照 群 で 比 較 し た 結 果 ， メ タ 認 知 の 変 化 量 に つ い

て ， 介 入 群 は 対 照 群 に 比 べ て 大 き く 改 善 し て い た

（ t ( 1 3 8 )  =  3 . 3 7 ,  p ＜ . 0 1 ） （ F i g .  6 . 3 . ） 。 一 方 で ， A Q

や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 変 化 量 に つ い て は 両 群

の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た （ F i g .  6 . 3 . ） 。  

次 に ， M C T の 長 期 的 効 果 を 検 討 す る た め に ， プ レ 期

と F U 期 の 比 較 を 行 っ た 。 各 効 果 指 標 の F U 期 と プ レ 期

の 平 均 得 点 を ｔ 検 定 で 比 較 し た 結 果 ， 介 入 群 ， 対 照 群 に

お い て ， A Q の ポ ス ト 期 の 得 点 が プ レ 期 よ り も 有 意 に 高

い こ と が 示 さ れ た が （ 介 入 群  t ( 7 0 ) =  7 . 5 7 ,  p ＜ . 0 0 1 ）

（ 対 照 群  t ( 6 8 ) =  4 . 7 7 ,  p ＜ . 0 0 1 ） ， メ タ 認 知 ， コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に は ， い ず れ に お い て も プ レ 期 と

F U 期 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

次 に ， 各 効 果 指 標 の 変 化 量 （ F U 期 － プ レ 期 ） を 介 入

群 と 対 照 群 で 比 較 し た 結 果 ， 介 入 群 や 対 照 群 の 各 効 果 指

標 は ， い ず れ に お い て も 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た

（ F i g .  6 . 3 . ） 。  
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考 察  

本 節 で は ， A S D 傾 向 が 高 い 専 門 学 校 生 に M C T を 実 施

し ， メ タ 認 知 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル 改 善 効 果 に

つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。 加 え て ， A S D 傾 向

が 低 い 専 門 学 校 生 に 対 す る 効 果 に つ い て も 副 次 的 に 検 討

を 行 っ た 。  

A S D 傾 向 の 高 い 学 生 に お い て ， M C T に 参 加 し た 対 象

者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル は 参 加 し な か っ た 対 象

者 と 比 べ て ， 介 入 終 了 2 ヶ 月 後 の 時 点 に お け る コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が よ り 大 き く 改 善 し て い る 傾 向 が

み ら れ た 。 介 入 直 後 の 時 点 で は こ の よ う な 差 は 認 め ら れ

な か っ た も の の ， M C T は 若 干 の 時 間 経 過 を 経 て A S D 傾

向 の 高 い 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 向 上 さ せ

る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 E h r e n r e i c h - M a y  e t  a l .  ( 2 0 1 4 )

は ， 不 安 障 害 を 抱 え る A S D 青 年 を 対 象 に ， ソ ー シ ャ ル

ス キ ル ト レ ー ニ ン グ や ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ を 含 ん だ

プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る 。 そ の 結 果 に よ る と ， 保 護 者

評 価 に よ る A S D 青 年 の 社 会 性 の 問 題 は ， 介 入 1 ヶ 月 後

の F U 期 に 顕 著 な 改 善 が 示 さ れ て い る 。 こ の こ と か ら ，

社 会 性 の 問 題 に 対 す る プ ロ グ ラ ム の 効 果 が 示 さ れ る の

は ， 介 入 直 後 で は な く ， 獲 得 し た ス キ ル を 練 習 す る 期 間

を 経 た 後 で あ る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る （ E h r e n r e i c h -

M a y  e t  a l . ,  2 0 1 4 ) 。 そ の た め ， M C T に よ っ て 即 時 的 に

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 改 善 す る こ と は 難 し く ，

一 定 の 時 間 が か か る こ と が 示 唆 さ れ る 。  

一 方 で ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 の メ タ 認 知 に は 変 化 が

み ら れ な か っ た 。 A S D 者 は 自 己 認 識 に 関 す る メ タ 認 知

機 能 に 困 難 を 抱 え る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ W i l l i a m s ,  

2 0 1 0 ） 。 こ の こ と か ら ， A S D 傾 向 の 高 い 学 生 は ， 介 入

前 に は 自 身 の メ タ 認 知 を 高 く 評 価 し て い た 可 能 性 が あ

る 。 し か し ， M C T に お い て メ タ 認 知 へ の 理 解 を 深 め た
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結 果 ， 介 入 後 に は 自 身 の メ タ 認 知 を よ り 正 確 に 評 価 で き

る よ う に な り ， 質 問 紙 上 で 測 定 さ れ る メ タ 認 知 の 評 価 が

低 く な っ た こ と が 推 測 さ れ る 。  

ま た 本 節 で は ， A S D 傾 向 の 低 い 学 生 に お い て も 同 様

に M C T の 介 入 効 果 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， M C T に 参 加

し た 対 象 者 は 参 加 し な か っ た 対 象 者 に 比 べ て ， メ タ 認 知

が 向 上 し て い た も の の ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に

つ い て は こ の よ う な 効 果 が み ら れ な か っ た 。 メ タ 認 知 の

改 善 効 果 が 認 め ら れ た 背 景 と し て ， A S D 傾 向 の 低 い 学

生 は 介 入 前 の 時 点 で も あ る 程 度 自 身 の メ タ 認 知 を 正 確 に

捉 え る こ と が 可 能 で あ り ， M C T に よ っ て そ の 能 力 が 向

上 し た こ と が 考 え ら れ る 。 一 方 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

ス キ ル に 改 善 が み ら れ な か っ た 理 由 と し て は ， A S D 傾

向 が 低 い 学 生 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を も と も と 苦 手 と し

て お ら ず ， M C T に よ っ て 付 加 的 な 改 善 効 果 が 得 ら れ に

く か っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

本 節 の 分 析 対 象 は 女 性 の み で あ り 男 性 の 対 象 者 が 含 ま

れ て い な い 。 A S D 傾 向 は 相 対 的 に 男 性 に お い て 強 く 認

め ら れ る こ と が 指 摘 さ れ て お り （ 栗 田 ら ， 2 0 0 3 ） ， 性

差 に よ る 介 入 効 果 の 相 違 が 予 測 さ れ る 。 そ の た め ， 第 4

節 で は 対 象 者 に 男 性 を 含 め ， M C T で 推 奨 さ れ る  3 名 か

ら 1 0 名 の グ ル ー プ 人 数 構 成 （ M o r i t z  e t  a l . ,  2 0 1 2  石 垣

他 ， 2 0 1 6 ） で M C T の 効 果 検 討 を 行 う 。  

 

第 4 節  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の 大 学 生 に 対 す る メ

タ 認 知 ト レ ー ニ ン グ の 効 果 （ 研 究 Ⅵ ）  

 

目 的  

女 性 の A S D 者 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 困 難 が 軽 微

な た め ， A S D と 診 断 さ れ 難 い （ A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  

A s s o c i a t i o n ， 2 0 1 3  高 橋 他 訳  2 0 1 4 ） 。 そ の た め ， A S D

の 診 断 率 は ， 男 性 が 女 性 の 4 倍 多 い と さ れ て い る
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（ A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  A s s o c i a t i o n ， 2 0 1 3  高 橋 他 ，

2 0 1 4 ） 本 節 で は ， 男 性 を 含 め た 少 人 数 の グ ル ー プ 形 式

で M C T を 行 い ， 介 入 効 果 を 検 討 す る こ と に し た 。  

 

方 法  

1 . 対 象 者  

大 学 生 3 3 名 を 対 象 に ， 2 0 名 （ 男 性 6 名 ， 女 性 1 4

名 ， 平 均 年 齢 1 9 . 4 5 ± 1 . 9 6 歳 ） を 介 入 群 ， 1 3 名 （ 男 性 5

名 ， 女 性 8 名 ， 平 均 年 齢 2 0 . 0 8 ± 0 . 2 8 歳 ） を 対 象 群 と し

た 。  

2 . 各 尺 度 の 記 述 統 計 量 の 算 出  

 本 節 で 用 い た A u t i s m - s p e c t r u m  Q u o t i e n t （ A Q ） 日 本

語 版 ， 成 人 用 メ タ 認 知 尺 度 ， E N D C O R E s の 下 位 尺 度 得

点 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を 示 し た （ T a b l e  6 . 7 ） 。  
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T a b l e  6 . 7  プ レ 期 に お け る 各 尺 度 の 記 述 統 計  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｔ値

M SD M SD

AQ     69.15    15.59     64.77    11.02 0.88

メタ認知尺度 112.15 23.62 112.00 17.16 0.02

ENDCOREs 109.80 26.57 110.46 23.52 0.07

AQ: Autism-spectrum Quotient

介入群（ｎ = 20） 対照群（ｎ = 13）
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3 . 効 果 指 標 と 手 続 き  

 効 果 指 標 は 第 3 節 と 同 様 で あ る 。 A S D 傾 向 の 判 定 に

は A u t i s m - s p e c t r u m  Q u o t i e n t （ A Q ） 日 本 語 版 （ B a r o n -

C o h e n  e t  a l . ,  2 0 0 1 ； 若 林 他 ,  2 0 0 4 ） ， メ タ 認 知 の 測 定

に は 成 人 用 メ タ 認 知 尺 度 （ S c h r a w  &  D e n n i s o n ,  1 9 9 4 ；

安 部 ・ 井 田 ， 2 0 1 0 ） ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の

測 定 に は E N D C O R E s （ 藤 本 ・ 大 坊 ， 2 0 0 7 ） を 用 い た 。

介 入 内 容 も 第 3 節 と 同 じ で あ る 。 介 入 手 続 き に つ い て

は ， X + 5 年 5 月 か ら 6 月 に か け て 著 者 が プ ロ グ ラ ム を

実 施 し た 。 プ ロ グ ラ ム は 学 内 の 教 室 で ， 学 生 の 空 き 時 間

を 利 用 し て 行 わ れ た 。 2 名 か ら 6 名 の グ ル ー プ 形 式 で ，

1 週 間 に 1 回 3 0 分 か ら 4 0 分 × 6 セ ッ シ ョ ン で 構 成 さ れ

た 。 A Q も 含 め た 測 定 指 標 を ， プ レ 期 （ 5 月 ， 介 入 直 前

時 点 ） ， ポ ス ト 期 （ 6 月 ） ， F U （ f o l l o w  u p ） 期 （ 以 下

F U 期 ， 7 月 ） の 3 時 点 で 実 施 し た 。 対 照 群 に 対 し て

は ， プ レ 期 か ら F U 期 ま で 何 の 操 作 も 行 わ ず ， 介 入 群 の

プ レ 期 ， ポ ス ト 期 ， F U 期 と 同 一 時 期 に A S D 傾 向 お よ

び ， 効 果 指 標 の 測 定 を 行 っ た 。  

4 . 倫 理 的 配 慮  

本 節 で は ， 研 究 実 施 機 関 の 研 究 倫 理 委 員 会 に よ る 承 認

を 受 け て 調 査 を 行 っ た 。 介 入 調 査 に 先 立 ち ， プ ロ グ ラ ム

の 目 的 ， プ ロ グ ラ ム の 進 め 方 ， 参 加 者 の 利 益 や 不 利 益 ，

個 人 情 報 保 護 ， 参 加 者 の 権 利 に つ い て の 説 明 を 同 意 書 に

基 づ い て 口 頭 で 行 い ， 同 意 書 へ の 署 名 を も っ て 参 加 同 意

が 得 ら れ た も の と し た 。  

5 . 分 析 方 法  

 メ タ 認 知 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 対 す る 群

（ 介 入 ・ 対 象 ） と A S D 傾 向 の 交 互 作 用 に よ る 影 響 を 検

討 す る た め に ， メ タ 認 知 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル

の 各 変 数 を 目 的 変 数 と す る 階 層 的 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。

メ タ 認 知 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 各 得 点 は ， 測
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定 段 階 間 の 得 点 の 変 化 量 （ ポ ス ト 期 － プ レ 期 ） （ F U 期

－ プ レ 期 ） を 用 い た 。  

 

結 果  

s t e p 1 で は ， 介 入 群 を 1 ， 対 象 群 を 0 と コ ー ド 化 し た

ダ ミ ー 変 数 ， 中 心 化 し た プ レ 期 の A Q 得 点 を 投 入 し た 。

s t e p 2 で は ， メ タ 認 知 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に

対 す る A S D 傾 向 の 調 整 効 果 を 検 討 す る た め に ， 群 （ 介

入 ・ 対 照 ） と 中 心 化 し た A Q 得 点 を 掛 け 合 わ せ た 交 互 作

用 項 を 投 入 し た 。  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 変 化 量 （ ポ ス ト 期 － プ

レ 期 ） に お い て は ， s t e p 1 に お け る 重 決 定 係 数 は 有 意 で

は な く （ R 2  =  . 0 1 ,  p  =  . 2 3 ） ， s t e p 2 に お け る 重 決 定 係

数 に 優 位 な 増 分 が み ら れ た （ Δ R 2  =  . 1 5 ,  p ＜ . 0 1 ） 。 ま

た ， 群 （ 介 入 ・ 対 照 ） と 中 心 化 し た プ レ 期 の A Q 得 点 の

交 互 作 用 項 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 有 意 に 予

測 し て い た （ β ＝ ‐ . 7 8 ,  p ＜ . 0 5 ） 。  

一 方 で ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 変 化 量 （ F U

期 － プ レ 期 ） お よ び ， メ タ 認 知 の 変 化 量 （ ポ ス ト 期 － プ

レ 期 ） ・ （ F U 期 － プ レ 期 ） に お い て は ， 有 意 な 主 効 果

お よ び 交 互 作 用 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 次 に ， s t e p 2 で 得 ら れ た 群 （ 介 入 ・ 対 照 ） と 中 心 化 し

た プ レ 期 の A Q 得 点 の 交 互 作 用 の 詳 細 を 検 討 す る た め

に ， 単 純 傾 斜 の 有 意 性 の 検 定 を 行 っ た （ F i g u r e  

6 . 4 . ） 。 そ の 結 果 ， A S D 傾 向 が 低 い 場 合 （ － 1 S D ） に

は ， 介 入 群 に お い て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が 高 く

な る こ と が 示 さ れ た （ ｂ =  1 2 . 9 0 ,  t  = 2 . 3 9 ,  p ＜ . 0 5  ） 。

一 方 で ， A S D 傾 向 が 高 い 場 合 （ ＋ 1 S D ） に は ， 有 意 な 差

は 示 さ れ な か っ た 。  
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F i g .  6 . 4 .  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 対 す る 自 閉

ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の 調 整 効 果  

A S D ： A u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r

（ 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 ）  
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考 察  

 本 節 で は ， 大 学 生 を 対 象 に M C T の 介 入 効 果 を 検 討 す

る こ と を 目 的 と し た 。 本 節 の 結 果 か ら ， A S D 傾 向 が 低

い 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 対 し て ， M C T

の 効 果 が 示 さ れ た 。 同 様 の プ ロ グ ラ ム を 実 施 し た 前 田 ・

佐 藤 （ 2 0 1 8 ） で は ， A S D 傾 向 が 低 い 学 生 に は メ タ 認 知

の 向 上 が 示 さ れ ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に は 効 果

が 示 さ れ な か っ た 。 前 田 ・ 佐 藤 （ 2 0 1 8 ） で は ， A S D 傾

向 が 低 い 学 生 に 対 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 向

上 効 果 が 示 さ れ な か っ た 理 由 と し て ， M C T に よ る 付 加

的 な 改 善 が な か っ た こ と を 挙 げ て い る 。 本 節 に お い て

も ， A S D 傾 向 が 低 い 学 生 の 介 入 前 の メ タ 認 知 は 高 く ，

M C T に よ る 付 加 的 な 改 善 が 示 さ れ な か っ た 可 能 性 が あ

る 。 一 方 で ， 前 田 ・ 佐 藤 （ 2 0 1 8 ） で は 示 さ れ な か っ た

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 向 上 が み ら れ た こ と は ，

新 し い 成 果 で あ る 。  

A S D 者 に 対 す る 介 入 支 援 の 留 意 点 と し て ， ト レ ー ニ

ン グ 時 間 を 多 く 設 定 す る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 W h i t e  

（ 2 0 1 1 ） や 梅 永 他 （ 2 0 1 6 ） に よ る と ， A S D 児 に 対 す る

支 援 の ト レ ー ニ ン グ 時 間 は ， 他 の 臨 床 的 集 団 に 対 す る ソ

ー シ ャ ル ス キ ル 向 上 の た め の 介 入 を は る か に 上 回 る こ と

が 必 要 で あ り ， 短 時 間 の S S T 介 入 で は ， 社 会 的 機 能 を

持 続 的 ， 劇 的 に 改 善 す る こ と は 期 待 で き な い と さ れ て い

る 。 ま た ， 社 会 性 の 問 題 に 対 す る プ ロ グ ラ ム の 効 果 が 示

さ れ る た め に は ， 獲 得 し た ス キ ル を 練 習 す る 期 間 が 必 要

で あ る と さ れ て い る （ E h r e n r e i c h - M a y  e t  a l . ,  2 0 1 4 ) 。  

前 田 ・ 佐 藤 （ 2 0 1 8 ） の プ ロ グ ラ ム 実 施 期 間 は 約 3 ヶ

月 で あ り ， プ ロ グ ラ ム 終 了 約 3 ヶ 月 後 に フ ォ ロ ー ア ッ

プ 時 の 評 定 を 行 っ て い る こ と に 対 し て ， 本 節 の プ ロ グ ラ

ム 実 施 期 間 は 約 2 ヶ 月 で あ り ， プ ロ グ ラ ム 終 了 約 1 ヶ

月 後 に フ ォ ロ ー ア ッ プ 時 の 評 定 を 行 っ て い る 。 こ れ ら を
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踏 ま え る と ， 本 節 の プ ロ グ ラ ム 実 施 で は ， A S D 傾 向 が

高 い 学 生 が プ ロ グ ラ ム 内 容 を 適 切 に 理 解 す る こ と が 難 し

く ， プ ロ グ ラ ム で 獲 得 し た ス キ ル を 練 習 す る 時 間 が 少 な

か っ た こ と が 推 測 さ れ る た め ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 対 す る 明 確 な 効 果 が 得 ら

れ な か っ た 可 能 性 が あ る 。  

 

第 5 節  本 章 の ま と め  

 

本 章 で は ， M C T を 実 施 し ， 介 入 効 果 が A S D 傾 向 の 高

い 学 生 に 特 異 的 で あ る の か ， A S D 傾 向 が 低 い 学 生 に も

同 様 の 効 果 が 示 さ れ る の か に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的

と し た 。  

 ま ず ， A S D 傾 向 が 高 い 女 子 学 生 に お い て ， M C T は 若

干 の 時 間 経 過 を 経 て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 改 善

さ せ る 効 果 を 持 つ こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， A S D 傾 向 が

低 い 女 子 学 生 で は ， メ タ 認 知 の 向 上 が 示 さ れ た 。 次 に ，

A S D 傾 向 が 低 い 大 学 生 に お い て ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ ス キ ル の 改 善 が 示 さ れ た 。 こ れ ら の こ と か ら ，

M C T は A S D 傾 向 の 有 無 に 関 わ ら ず ， 一 定 の 効 果 が あ る

可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

第 7 章  総 合 考 察  

 

第 1 節  本 研 究 の 概 要  

 

本 節 で は ， そ れ ぞ れ の 章 で 示 さ れ た 結 果 に つ い て 総 括

す る 。  

 第 1 章 で は ， 大 学 に お け る A S D 学 生 の 支 援 に つ い

て ， 先 行 研 究 を 概 観 し た 。 2 0 1 6 年 4 月 か ら 施 行 さ れ た

障 害 者 差 別 解 消 法 に よ っ て ， 障 害 者 へ の 差 別 的 取 扱 い の

禁 止 と 合 理 的 配 慮 の 不 提 供 の 禁 止 が 求 め ら れ る よ う に な
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っ た 。 こ れ に よ り 大 学 で は ， 発 達 障 害 学 生 を 含 む 障 害 学

生 の 支 援 体 制 を 整 備 す る こ と が 急 務 の 課 題 で あ る 。 わ が

国 の 大 学 に 在 籍 す る 全 障 害 学 生 の う ち ， A S D の 診 断 を

受 け る 学 生 は 約 1 0 ％ を 占 め て お り ， 発 達 障 害 学 生 の 中

で 最 も 大 き い 割 合 を 示 し て い る （ 日 本 学 生 支 援 機 構 ，

2 0 1 9 ） 。  

A S D の 診 断 基 準 と し て 用 い ら れ る D S M - 5 （ A m e r i c a n  

P s y c h i a t r i c  A s s o c i a t i o n ， 2 0 1 3  高 橋 他 訳 ， 2 0 1 4 ） に よ

る と ， A S D を 定 義 す る 症 状 は ， （ a ） 社 会 的 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の 障 害 ， （ b ） 常 同 的 ・ 限 定 的 な 行 動 と い う 2

つ の 障 害 に よ っ て あ ら わ さ れ る 。 こ れ ら の 障 害 に よ っ

て ， A S D の 大 学 生 は 様 々 な 不 利 益 を 被 る こ と が 示 さ れ

て お り ， う つ や 不 安 な ど の 併 存 障 害 を 抱 え る 割 合 も 高 い

（ M o s e l e y  e t  a l . ,  2 0 1 1 ） 。 ま た ， A S D と 診 断 さ れ る 人

と 健 常 者 と の 間 に は 連 続 性 が 存 在 す る と さ れ て お り ， 一

定 以 上 の A S D 傾 向 を 持 つ と 社 会 適 応 が 難 し く ， Q u a l i t y  

o f  l i f e が 低 下 す る 場 合 が あ る （ 神 尾 ら ， 2 0 1 3 ） 。 そ の

た め ， A S D の 診 断 が 無 い 場 合 で も ， A S D 傾 向 が 高 い 学

生 に は ,  支 援 が 必 要 で あ る 可 能 性 が 高 い 。 そ こ で ， A S D

傾 向 が 高 い 大 学 生 へ の 効 果 的 な 対 策 を 講 じ る た め に ， 自

閉 性 ス ペ ク ト ル 指 数 （ A u t i s m - s p e c t r u m  Q u o t i e n t :  

A Q ） 1 0 項 目 版 （ A Q - J - 1 0 :  K u r i t a  e t  a l . ,  2 0 0 5 ） を 用 い

て 実 態 調 査 を 行 っ た 。  

調 査 の 結 果 か ら ， 栗 田 他 （ 2 0 0 3 ） の 調 査 結 果 と 同 様

に ， A S D の 特 徴 が 男 性 に お い て 相 対 的 に 強 く 認 め ら れ

る こ と が 明 ら か に な っ た 。 し か し ， A S D の 女 性 は 発 見

さ れ 難 い た め ， 女 性 の A S D 者 の 特 徴 に 留 意 し た 発 見 方

法 が 必 要 で あ る 。 ま た ， 本 調 査 で 用 い た A Q - J - 1 0 は ，

A Q - J の 他 の バ ー ジ ョ ン と 比 較 し て ， カ ッ ト オ フ ポ イ ン

ト を 超 え る 学 生 を 検 出 し や す い こ と が 示 さ れ た 。 さ ら

に ， カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え る 学 生 数 は 理 工 学 系 で 多

く 見 ら れ る こ と か ら ， 理 工 学 系 の 学 部 で は ， 教 職 員 が
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A S D に 対 す る 認 識 を 深 め る こ と で ， 早 期 支 援 が 整 い や

す く な る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

第 2 章 で は ， A S D 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題

の 背 景 に ， 心 の 理 論 ， 感 情 認 知 ， 実 行 機 能 の 問 題 が 関 連

し て お り （ S t i c h t e r  e t  a l . ,  2 0 1 0 ） ， こ れ ら 3 つ の 認 知

機 能 障 害 は ， そ れ ぞ れ が 互 い に 関 連 し て い る こ と

（ S o l o m o n  e t  a l ,  2 0 0 4 ;  S t i c h t e r  e t  a l ,  2 0 1 0 ） ， A S D

者 は 社 会 不 安 障 害 や う つ な ど の 二 次 的 な 障 害 を 抱 え る こ

と が 多 い こ と （ M o s e l e y  e t  a l . ,  2 0 1 1 ） に つ い て 論 じ

た 。 こ の よ う な 二 次 的 な 障 害 は ， 社 会 的 ス キ ル 不 足 が 関

連 す る と さ れ て い る （ B e l l i n i ,  2 0 0 6 ） 。 ま た ， A S D 者

が 二 次 的 な 障 害 に 至 る 要 因 の ひ と つ に ， A S D 以 外 の 精

神 障 害 の 診 断 を 受 け た り ， A S D の 診 断 を 受 け る こ と が

遅 く な る こ と に よ っ て ， A S D に 対 応 し た 支 援 を 早 期 か

ら 受 け る こ と が で き な い こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の こ

と か ら ， A S D 者 に は ， 不 足 し て い る 社 会 的 ス キ ル を 身

に 付 け さ せ る 支 援 介 入 を 早 期 か ら 実 施 す る こ と が 求 め ら

れ る こ と に つ い て 論 じ た 。  

心 理 教 育 的 な 支 援 で あ る S S T は ， 青 年 期 の A S D 者 に

対 す る 支 援 介 入 と し て 推 奨 さ れ て お り （ H o w e s  e t  a l . ,  

2 0 1 7 ） ， A S D 者 に 併 存 し や す い 二 次 的 な 障 害 に 対 し て

も 有 効 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ て い る （ W h i t e  e t  a l . ,  

2 0 1 3 ） 。 し か し な が ら ， こ れ ら A S D の 大 学 生 に 対 す る

介 入 研 究 は 少 数 で あ る こ と に 加 え て ， そ の ほ と ん ど が ケ

ー ス ス タ デ ィ で あ る （ G e l b a r  e t  a l . ,  2 0 1 4 ） 。 ま た

A S D の 青 年 に は ， 幼 児 期 の 療 育 や 学 齢 期 の 特 別 支 援 教

育 の よ う な 発 達 支 援 を 行 う 場 が 殆 ど 存 在 せ ず （ 日 戸 ，

2 0 1 4 ） ， 特 に 高 校 卒 業 後 に 提 供 さ れ る 支 援 が 少 な い こ

と が 指 摘 さ れ て い る （ H i l l i e r  e t  a l . ,  2 0 0 7 ;  S h a t t u c k  

e t  a l . ,  2 0 1 1 ） 。 そ の た め ， 実 証 的 な 介 入 研 究 の 蓄 積 が

望 ま れ る こ と が 示 さ れ た 。  
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前 章 で は ， A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 の 背

景 に あ る ， 心 の 理 論 や 感 情 認 知 の 問 題 （ S t i c h t e r  e t  

a l . ,  2 0 1 0 ） に つ い て 示 し た 。 心 の 理 論 や 感 情 認 知 に 関

連 す る 認 知 機 能 と し て ， メ タ 認 知 が あ げ ら れ ， A S D 者

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問 題 に 対 し て メ タ 認 知 が 果 た す 役

割 は 大 き い こ と が う か が わ れ る 。 そ こ で 第 3 章 で は ，

メ タ 認 知 に 焦 点 を 当 て た 。  

メ タ 認 知 的 活 動 で あ る モ ニ タ リ ン グ と コ ン ト ロ ー ル

は ， メ タ 認 知 的 知 識 と 密 接 に 関 連 し て お り （ 三 宮 ，

2 0 0 8 ） ， メ タ 認 知 は 発 達 心 理 学 や 教 育 心 理 学 な ど 多 彩

な 領 域 で 研 究 さ れ て い る （ 丸 野 ， 2 0 0 7 b ） 。 ま た ， メ タ

認 知 は メ ン タ ラ イ ジ ン グ や T o M の 理 論 に 関 与 し て お

り ， 感 情 認 知 や 自 己 制 御 の 観 点 か ら も 重 要 な 役 割 を 果 た

し て い る こ と （ 三 宮 ， 2 0 1 7 ） を 述 べ た 。 さ ら に ， A S D

者 は 自 己 認 識 が 乏 し く （ L e r n e r  e t  a l . ,  2 0 1 2 ） ， 実 行 機

能 （ 認 知 の 柔 軟 性 ） に 問 題 を 抱 え る と さ れ て い る が

（ G e u r t s  e t  a l . ,  2 0 1 4 ） ， こ れ ら の 問 題 の 背 景 に メ タ 認

知 が 多 大 な 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と を 示 し た 。  

第 4 章 で は ， 本 研 究 の 目 的 と 意 義 に つ い て 論 じ た 。

本 研 究 の 目 的 は ， （ a ） A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 が 抱 え る

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に ， メ タ 認 知 お よ び 認 知 の 柔

軟 性 が 関 与 し て い る こ と を 検 討 す る こ と ， （ b ） A S D 傾

向 が 高 い 大 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 向 上 を 目 標 と し

た 心 理 教 育 的 な 支 援 介 入 に 向 け た 提 言 を 行 う こ と で あ っ

た 。 ま た ， 本 研 究 の 意 義 と し て ， A S D 傾 向 が 高 い 青 年

に 対 し て 支 援 介 入 を 行 う 場 が 拡 大 す る こ と を 挙 げ た 。  

第 5 章 で は ， 大 学 生 を 対 象 に ， A S D 傾 向 ， メ タ 認

知 ， 認 知 の 柔 軟 性 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 測 定

す る 質 問 紙 調 査 を 行 い ， A S D 傾 向 が あ る 大 学 生 の メ タ

認 知 ， 認 知 の 柔 軟 性 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が ど

の よ う に 関 連 し て い る の か に つ い て 調 査 を 行 っ た 。   
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ま ず ， A S D 傾 向 ， メ タ 認 知 ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

ス キ ル に つ い て 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ で 推 定 し た 結 果 ，

A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ

ル と メ タ 認 知 が 共 に 低 く な る こ と ， A S D 傾 向 の 大 学 生

が 抱 え る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に は メ タ 認 知 が 介 在

し て い る 可 能 性 が あ る こ と が 示 さ れ た 。 ま た ， 同 様 に 大

学 生 を 対 象 と し て ， A S D 傾 向 ， 認 知 の 柔 軟 性 ， コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 関 連 に つ い て 検 討 を 行 っ た 結

果 ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 が 認 知 の 柔 軟 性 を 高 め る こ と

に よ っ て ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 を 改 善 す る 可 能 性

が 示 唆 さ れ た 。 以 上 よ り ， A S D 傾 向 の 高 い 大 学 生 へ の

支 援 を 実 施 す る 際 に は ， メ タ 認 知 機 能 や 認 知 の 柔 軟 性 の

向 上 を 目 指 し た 支 援 を 行 う こ と で ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 問 題 が 改 善 さ れ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

第 6 章 で は ， A S D 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に

対 し て ， 有 効 な 心 理 教 育 的 支 援 と さ れ て い る S S T に つ

い て ， 青 年 期 か ら 成 人 期 の A S D 者 を 対 象 と し た S S T の

効 果 研 究 を 展 望 し た 。 今 後 の 課 題 と し て は ， 効 果 量 の 報

告 や 例 数 設 計 が 求 め ら れ る こ と ， 介 入 効 果 に お け る 性 差

の 検 討 や ， 測 度 の 統 一 や プ ロ グ ラ ム の マ ニ ュ ア ル 化 に 基

づ く プ ロ グ ラ ム 間 の 比 較 検 討 が 必 要 で あ る こ と ， 個 人 の

発 達 段 階 や ニ ー ズ な ど を 考 慮 し た プ ロ グ ラ ム 選 択 が 重 要

で あ る こ と ， 介 入 効 果 の 般 化 を 促 進 す る 手 続 き が 含 ま れ

た プ ロ グ ラ ム 開 発 が 求 め ら れ る こ と を 論 じ た 。 ま た ， 介

入 効 果 の 般 化 を 促 進 す る 変 数 と し て ， メ タ 認 知 が 重 要 で

あ る こ と が 指 摘 さ れ た 。  

次 に ， メ タ 認 知 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と し た M C T

を 実 施 し た 。 M C T の 作 用 機 序 と し て ， メ タ 認 知 が 改 善

す る こ と に よ っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル が 向 上 す

る こ と を 推 定 し た 。 女 子 学 生 を 対 象 に ， A S D 傾 向 が 高

い 群 と A S D 傾 向 が 低 い 群 に 分 け て ， フ ォ ロ ー ア ッ プ も

含 め た プ ロ グ ラ ム を 実 施 し た 結 果 ， A S D 傾 向 が 高 い 群
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は ， フ ォ ロ ー ア ッ プ 時 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の

向 上 効 果 が 示 さ れ ， A S D 傾 向 が 低 い 群 は ， 介 入 直 後 に

メ タ 認 知 の 改 善 効 果 が 確 認 さ れ た 。  

さ ら に ， 男 性 へ の M C T の 効 果 に つ い て も 検 討 す る た

め に ， 男 女 か ら 構 成 さ れ る 大 学 生 を 対 象 に M C T を 実 施

し た 。 そ の 結 果 ， A S D 傾 向 が 低 い 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ・ ス キ ル が 向 上 し て い る こ と が 示 さ れ た が ， A S D

傾 向 が 高 い 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル お よ び ，

A S D 傾 向 が 高 い 学 生 と 低 い 学 生 の メ タ 認 知 の 向 上 は 示

さ れ な か っ た 。 こ の こ と か ら ， A S D 傾 向 が 低 い 学 生 の

介 入 前 の メ タ 認 知 は 高 く ， M C T に よ る 付 加 的 な 改 善 が

示 さ れ な か っ た 可 能 性 が 考 察 さ れ た 。 ま た ， A S D 傾 向

が 高 い 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 向 上 に は ，

一 定 の 期 間 を 経 る こ と が 必 要 で あ る た め ， 介 入 終 了 1

ヶ 月 後 の 時 点 で は ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 対 す る 明 確 な 効 果 が 得 ら れ な か っ た

可 能 性 に つ い て 論 じ た 。  

 本 研 究 の 結 果 を ま と め る と ， A S D 傾 向 は 相 対 的 に 男

性 に 強 く 認 め ら れ る も の の ， 支 援 を 行 う 際 に は ， 女 性 の

A S D 者 を 見 逃 さ な い よ う に す る こ と が 必 要 で あ る こ

と ， 理 工 学 系 で は 他 の 学 部 と 比 較 し て ， A S D 傾 向 が 高

い 学 生 が 多 く み ら れ る 可 能 性 が あ る た め ， 特 に 理 工 学 系

の 教 職 員 は A S D へ の 理 解 を 深 め る こ と に よ っ て ， 彼 ら

を 支 援 に つ な げ る 環 境 整 備 が 行 い や す く な る こ と が 示 さ

れ た （ 研 究 Ⅰ ） 。 ま た ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 の コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 に ， メ タ 認 知 お よ び 認 知 の 柔 軟 性

が 介 在 す る 可 能 性 が 示 さ れ （ 研 究 Ⅱ ・ Ⅲ ） ， メ タ 認 知 機

能 の 向 上 を 目 指 し た 支 援 が ， 彼 ら の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 問 題 を 改 善 で き る こ と が 示 唆 さ れ た （ 研 究 Ⅳ ） 。 さ ら

に ， 本 研 究 で 実 施 さ れ た M C T で は ， A S D 傾 向 が 高 い 女

子 学 生 と A S D 傾 向 が 低 い 大 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ ス キ ル を 向 上 さ せ ， A S D 傾 向 が 低 い 女 子 学 生 の メ
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タ 認 知 を 改 善 さ せ る 可 能 性 が 示 さ れ た （ 研 究 Ⅴ ・ Ⅵ ） 。

以 上 を 踏 ま え て ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 の メ タ 認 知 機

能 や 認 知 の 柔 軟 性 の 重 要 性 に つ い て 論 じ て い き た い 。  

 

第 2 節  本 研 究 の 学 術 的 示 唆 お よ び 実 践 的 示 唆  

 

A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 の メ タ 認 知 お よ び 認 知 の 柔 軟 性 の

問 題  

 実 行 機 能 の 中 で も 特 に 反 応 抑 制 ， ワ ー キ ン グ メ モ リ

ー ， 認 知 の 柔 軟 性 の 機 能 が ， 精 神 的 健 康 ， 学 業 面 や 生 活

面 で の 成 功 に 重 要 な 役 割 を 果 た す と さ れ て い る

（ D i a m o n d ,  2 0 0 6 ） 。 ま た ， G r a n d i n  &  B a r r o n

（ 2 0 0 5 ） や 門 脇 （ 2 0 0 9 ） は ， 認 知 の 柔 軟 性 が 他 者 の 視

点 に 立 つ こ と と 深 く 関 わ る こ と を 指 摘 し て お り ， 他 者 の

視 点 に 立 つ こ と す な わ ち ， 他 者 の 存 在 を 認 め ， 世 界 を 理

解 す る に は 他 者 か ら の 情 報 が 役 に 立 つ こ と を 認 識 す る 能

力 こ そ が ， A S D 者 の 社 会 適 応 の 最 も 重 要 な 要 素 で あ

り ， 他 者 と の 交 流 を 円 滑 に す る こ と を 示 し て い る 。 実 際

に ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 が 示 す 注 意 の シ フ ト の 困 難 や

柔 軟 性 の 欠 如 は ， 対 人 関 係 に 支 障 を き た し ， 抑 う つ 傾 向

を 増 強 す る こ と が 示 唆 さ れ て い る （ 池 田 ， 2 0 1 5 ） 。 こ

の よ う な 実 行 機 能 の 支 障 は ， メ タ 認 知 の 支 障 と 同 様 に 前

頭 葉 前 頭 前 野 に 由 来 す る こ と が 指 摘 さ れ て お り

（ F e r n a n d e z - D u q u e ,  B a r i d ,  &  P o s n e r ,  2 0 0 0 ） ， A S D

者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 問 題 は ， メ タ 認 知 機 能 や 認 知 の

柔 軟 性 と い っ た 認 知 機 能 の 問 題 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 従 来 の A S D 者 に 対 す る 支 援 で は ， 実 行 機 能 の ト レ ー

ニ ン グ な ど の 認 知 機 能 へ の ア プ ロ ー チ と 社 会 性 ・ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン へ の ア プ ロ ー チ が 独 立 し て 進 め ら れ て き た

（ 池 田 ， 2 0 1 5 ） 。 し か し ， A S D 者 の 実 行 機 能 向 上 を 目

指 す ア プ ロ ー チ が ， 社 会 生 活 機 能 や 自 己 効 力 感 を 向 上 さ

せ （ 宮 島 他 ， 2 0 1 5 ） ， 心 の 理 論 の 課 題 理 解 を 促 進 し た
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こ と が 報 告 さ れ て い る （ F i s h e r  &  H a p p é ,  2 0 0 5 ） 。 こ

れ ら の こ と か ら ， 認 知 機 能 へ の ア プ ロ ー チ と 社 会 性 ・ コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の ア プ ロ ー チ は 互 い に 関 連 し あ う も

の で あ り （ 池 田 ， 2 0 1 5 ） ， A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 へ の

認 知 機 能 向 上 を 目 指 す 支 援 介 入 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 問 題 を 改 善 さ せ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。  

 

A S D 者 の メ タ 認 知 お よ び 認 知 の 柔 軟 性 を 高 め る 支 援 介 入  

認 知 の 柔 軟 性 を 高 め る 支 援 の ひ と つ に ， A c c e p t a n c e  

a n d  C o m m i t m e n t  T h e r a p y （ 以 下 A C T ,  H a y e s ,  

S t r o s a h l  &  W i l s o n ,  2 0 1 2  武 藤 ・ 三 田 村 ・ 大 月 訳 ，

2 0 1 4 ） が あ る 。 A C T で は ， 自 己 を 認 識 す る た め に 他 者

の 視 点 に つ い て 学 ぶ こ と が 重 要 視 さ れ て お り （ H a y e s  

e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  武 藤 他 訳 ， 2 0 1 4 ） ， 私 的 出 来 事 と そ れ を

観 察 す る 自 己 お よ び 外 的 現 実 と の 弁 別 が 促 進 さ れ ， 向 社

会 的 行 動 の 生 起 頻 度 が 高 ま る と さ れ て い る （ 川 井 他 ，

2 0 1 6 ） 。 こ の 状 態 は 脱 フ ュ ー ジ ョ ン と 呼 ば れ ， 不 安 や

苦 し み な ど の 否 定 的 な 思 考 か ら 距 離 を と り ， 有 効 な 行 動

の レ パ ー ト リ ー を 増 や す こ と が 可 能 に な る （ M a i s e l ,  

2 0 1 8 ） 。 1 3 歳 か ら 2 1 歳 の A S D 者 を 対 象 と し て 実 施 さ

れ た A C T の 介 入 調 査 で は ， 抑 う つ の 低 減 や 向 社 会 的 な

行 動 の 増 加 が 報 告 さ れ て お り ， 他 者 視 点 取 得 に A C T が

効 果 的 で あ る こ と が 示 唆 さ れ て い る （ P a h n k e  e t  a l . ,  

2 0 1 3 ） 。   

M a i s e l （ 2 0 1 8 ） の 調 査 で は ， A S D 者 が 定 型 発 達 者 と

比 較 し て ， 自 己 の 思 考 に と ら わ れ る 状 態 で あ る 認 知 的 フ

ュ ー ジ ョ ン が 高 く ， 心 理 的 苦 痛 も 高 い こ と が 示 さ れ て い

る 。 実 際 に ， 第 5 章 で も A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 は 認 知

的 フ ュ ー ジ ョ ン の 傾 向 が み ら れ ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・

ス キ ル に 支 障 を き た す こ と が 示 唆 さ れ て い る こ と か ら ，

A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 を
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改 善 す る た め に ， A C T が 有 効 で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ

る 。  

 

A S D 者 の 認 知 機 能 向 上 を 目 指 す 支 援 介 入 に お け る 留 意 点  

 A S D 者 の 認 知 機 能 の 問 題 と し て ， 情 報 処 理 の 困 難 が

あ り ， （ a ） 他 者 が 考 え て い る こ と を 理 解 す る こ と ，

（ b ） 自 分 の 感 情 体 験 を 知 覚 し 調 整 す る こ と ， （ c ） あ る

状 況 の 主 旨 や 全 体 像 を 捉 え る こ と ， （ d ） 計 画 し 目 標 設

定 を 行 う こ と ， 認 知 を 柔 軟 に 変 容 さ せ る こ と が 難 し い と

さ れ て い る （ G a u s ,  2 0 0 7  伊 藤 他 訳 ， 2 0 1 2 ） 。 こ れ ら の

情 報 処 理 の 困 難 に よ っ て ， A S D 者 は S S T で 獲 得 し た ス

キ ル を 般 化 す る こ と が 困 難 で あ る た め （ 日 戸 ，

2 0 1 8 ） ， 既 存 の 介 入 プ ロ グ ラ ム に 修 正 を 加 え て ， A S D

者 に 特 化 し た プ ロ グ ラ ム の 開 発 が 行 わ れ て い る 。  

 例 え ば ， T u r n e r - B l o w n  e t  a l .  （ 2 0 0 8 ） は ， 統 合 失 調

症 者 の た め に 開 発 さ れ た S C I T と い う プ ロ グ ラ ム に ， 映

像 を 通 じ て 他 者 が 取 る 行 動 の 意 味 を 学 習 す る セ ッ シ ョ ン

を 追 加 し て い る が ， こ れ は A S D 者 が 言 外 の 意 味 を 読 み

取 る こ と が 難 し く ， 視 覚 的 な 情 報 処 理 に 優 れ て い る こ と

を 考 慮 し た も の で あ る 。 ま た ， S p e k ,  v a n  H a m ,  &  

N y k l ı ´ c ˇ e k （ 2 0 1 3 ）  の 介 入 調 査 で は ， 抑 う つ ， 不 安 ，

反 す う の 低 減 を 目 指 し た プ ロ グ ラ ム （ S e g a l ,  W i l l i a m s ,  

&  T e a s d a l e ,  2 0 0 2 ） に 変 更 を 加 え て お り ， 字 義 通 り に

解 釈 し や す く ， 想 像 す る こ と が 困 難 で あ る A S D 者 の た

め に ， 比 喩 や 曖 昧 な 表 現 を 避 け ， 8 セ ッ シ ョ ン の プ ロ グ

ラ ム を 9 セ ッ シ ョ ン に 拡 張 し て ， 情 報 処 理 に 時 間 が か

か る A S D 者 に 対 応 し て い る 。  

 さ ら に ， A S D 者 は 定 型 発 達 の 他 者 に 対 し て は 共 感 を

持 ち に く い が （ B a r o n - C o h e n  &  W h e e l w r i g h t ,  2 0 0 4 ） ，

A S D の 他 者 に 対 し て は 共 感 的 な 反 応 を 示 し （ K o m e d a ,  

2 0 1 5 ） ， A S D の 他 者 の こ と を よ く 理 解 で き る こ と が 示

唆 さ れ て い る （ M a s a t a k a ， 2 0 1 7 ） 。 米 田 （ 2 0 1 8 ） は ，
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A S D 者 が 類 似 し た 経 験 を 共 有 す る こ と に よ っ て ， A S D

者 の 他 者 理 解 が 促 進 さ れ る こ と を 指 摘 し て い る 。 こ の た

め ， A S D 傾 向 が 高 い 学 生 に 対 す る 介 入 支 援 で は ， 視 覚

的 な 情 報 を 活 用 し ， 具 体 的 な 表 現 を 用 い て 時 間 を か け た

説 明 を 行 う こ と が 必 要 で あ る と と も に ， 参 加 者 間 で の 経

験 共 有 を 促 進 す る な ど の 工 夫 を 行 う こ と で ， プ ロ グ ラ ム

の 効 果 を 高 め る こ と が 期 待 さ れ る 。  

 

第 3 節  本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  

 

効 果 指 標  

 本 研 究 で は ， A S D 傾 向 ， メ タ 認 知 ， 認 知 の 柔 軟 性 ，

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル の 把 握 に 自 己 記 入 式 の 質 問

紙 を 使 用 し て お り ， 情 報 源 が 自 己 評 定 の み に 限 定 さ れ て

い る 。 メ タ 認 知 機 能 に 困 難 が み ら れ る 対 象 者 は ， 内 省 的

な 自 分 の 認 知 過 程 を 正 確 に 捉 え ら れ ず ， 回 答 の 正 確 さ が

低 下 す る こ と が 懸 念 さ れ る た め ， 行 動 指 標 や 他 者 評 価 に

基 づ く 客 観 的 な 方 法 に よ っ て 査 定 す る こ と が 望 ま れ る 。

ま た ， メ タ 認 知 尺 度 は 信 頼 性 と 妥 当 性 の 検 証 が 十 分 に 確

保 さ れ て お ら ず ， 項 目 内 容 が 学 習 場 面 に 大 き く 依 存 し て

い る た め ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 関 連 す る メ タ

認 知 機 能 を 十 分 に 把 握 し て い な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。

メ タ 認 知 は 学 習 と の 関 連 研 究 が 多 く （ 阿 部 ・ 井 田 ，

2 0 1 0 ） ， 社 会 的 文 脈 に お け る メ タ 認 知 を 測 定 す る 尺 度

の 開 発 は 行 わ れ て い な い 。 今 後 は ， 社 会 的 文 脈 に 関 連 し

た メ タ 認 知 尺 度 を 用 い る こ と で ， よ り 詳 細 な 検 討 が 可 能

に な る と 考 え ら れ る 。  

 加 え て ， 介 入 調 査 で は 副 次 的 な 指 標 と し て ， 抑 う つ や

不 安 の 程 度 に つ い て も 評 定 す る こ と が 望 ま し い 。

S t e r l i n g ,  D a w s o n ,  E s t e r s  &  G r e e n s o n （ 2 0 0 8 ） は ， 認

知 能 力 が 高 く 社 会 的 ス キ ル が 高 い A S D 者 は ， 自 身 の 社

会 性 が 乏 し い こ と に 気 付 き や す く ， 周 囲 の 仲 間 と は 違 っ
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て い る と い う 感 覚 を 持 ち や す い こ と を 指 摘 し て い る 。 こ

の こ と は ， A S D 者 が メ タ 認 知 や 認 知 の 柔 軟 性 の 向 上 に

よ っ て 自 己 認 識 を 深 め る こ と で ， 抑 う つ 的 に な り や す い

こ と を 示 唆 し て い る 。 1 4 歳 か ら 1 7 歳 の A S D 者 を 対 象

に 実 施 さ れ た M C T で は ， 参 加 者 の 抑 う つ 気 分 の 増 悪 は

認 め ら れ な か っ た と さ れ て い る が （ G o o d m a n ,  C o r k u m ,  

&  J o h n s o n ,  2 0 1 7 ） ， さ ら な る 検 討 が 必 要 で あ る 。  

 

A S D 傾 向 が 高 い 大 学 生 の 選 定  

1 .  A S D 傾 向 の 設 定 基 準   

本 研 究 は ， A S D と 診 断 さ れ た 人 を 対 象 と し た 研 究 で

は な く ， 質 問 紙 に よ っ て A S D 傾 向 が 高 い と 評 価 さ れ た

人 を 対 象 と し た ア ナ ロ グ 研 究 で あ る 。 そ の た め ， A S D

傾 向 の 高 い 学 生 の 基 準 と し て A Q の 平 均 値 + 1 S D を 採 用

し て い る 。 A S D と 診 断 さ れ る 人 と 健 常 者 と の 間 に は 連

続 性 が 存 在 す る と さ れ て お り ， 一 定 以 上 の A S D 傾 向 を

持 つ と 社 会 適 応 が 困 難 に な る こ と に よ っ て Q u a l i t y  o f  

l i f e を 低 下 さ せ る 要 因 に な り 得 る こ と が 示 さ れ て い る

（ 神 尾 ら ， 2 0 1 3 ） 。 し か し な が ら ， 本 研 究 に お い て 得

ら れ た 知 見 を よ り 厳 密 に 検 討 す る た め に は ， A Q の カ ッ

ト オ フ ポ イ ン ト や A S D の 診 断 基 準 を 対 象 者 の 抽 出 基 準

と し て 採 用 す る な ど の 方 法 に 基 づ い た 検 討 が 求 め ら れ

る 。  

2 .  A Q の バ ー ジ ョ ン   

本 研 究 で は A Q - J - 1 0 （ 研 究 Ⅰ ・ 研 究 Ⅲ ） と A Q （ 研 究

Ⅱ ・ 研 究 Ⅴ ・ 研 究 Ⅵ ） を 使 用 し て い る 。 A Q は そ れ ぞ れ

の バ ー ジ ョ ン に よ っ て ， カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト を 超 え る 学

生 の 出 現 率 が 異 な っ て い る た め ， 異 な る バ ー ジ ョ ン 間 の

研 究 と の 整 合 性 に つ い て は 慎 重 に 解 釈 す べ き で あ る 。 今

後 は ， A Q の 異 な る バ ー ジ ョ ン 間 に お け る 対 応 関 係 を 検

討 し た 研 究 が 必 要 で あ る 。  

 



122 

 

M C T に よ る 介 入 調 査   

1 .  M C T プ ロ グ ラ ム 実 施 回 数   

本 研 究 で は ， 研 究 上 の 制 約 上 M C T の プ ロ グ ラ ム を 6

回 に 短 縮 し て い る 。 本 来 で あ れ ば 8 つ の モ ジ ュ ー ル を

計 8 回 の セ ッ シ ョ ン で 実 施 す る こ と が 適 切 で あ る が ，

重 複 す る 内 容 の モ ジ ュ ー ル を 削 減 し ， プ ロ グ ラ ム 構 成 を

6 セ ッ シ ョ ン に し て い る 。 こ の こ と か ら ， プ ロ グ ラ ム 参

加 者 に M C T の 内 容 を 伝 え き れ て い な い 可 能 性 が 推 測 さ

れ る 。 今 後 は ， 8 回 の モ ジ ュ ー ル の 適 切 な 実 施 に 基 づ い

た 検 証 が 必 要 で あ る 。  

2 .  M C T の 作 用 機 序   

M C T の 手 続 き は ， A S D 傾 向 の 高 い 学 生 の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ・ ス キ ル を 改 善 さ せ る も の の ， そ の 作 用 機 序 は

当 初 想 定 さ れ た メ タ 認 知 の 向 上 に よ る も の で は な か っ た

可 能 性 に つ い て 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 本 研 究 で 測 定 さ れ

た 指 標 か ら こ の 点 に つ い て 具 体 的 な 結 論 を 得 る こ と に は

限 界 が あ る が ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 焦 点 を 当

て た 心 理 学 的 介 入 の 非 特 異 的 な 効 果 や ， M C T に お い て

意 図 せ ず 向 上 し た 変 数 の 存 在 に つ い て 新 た な デ ー タ か ら

検 証 す る 必 要 が あ る 。 実 際 に ， A S D 青 年 を 対 象 に 実 施

さ れ た ， 社 会 的 問 題 解 決 ， 視 点 取 得 ， 言 語 的 ・ 非 言 語 的

メ ッ セ ー ジ の 読 み 取 り に つ い て 学 習 す る 介 入 調 査 で は ，

ソ ー シ ャ ル ス キ ル の 改 善 に 加 え て ， 対 人 交 流 の 増 加 が 報

告 さ れ て い る （ L a u g e s o n  e t  a l . ,  2 0 1 2 ） 。  

 

メ タ 認 知 と 認 知 の 柔 軟 性 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ

ル に 及 ぼ す 影 響  

本 研 究 に お い て ， メ タ 認 知 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス

キ ル に 与 え る 影 響 は ， A S D 傾 向 か ら 直 接 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ・ ス キ ル に 与 え て い る 影 響 と 比 較 し て ， 相 対 的 に

小 さ い こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。 A S D 傾 向 か ら

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 影 響 を 与 え る 要 因 に は ，
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メ タ 認 知 以 外 の 媒 介 変 数 が 関 与 し て い る こ と が 示 唆 さ れ

る 。 し た が っ て ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 影 響 を

与 え る 要 因 を 多 面 的 に 検 討 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 ま た 本 研 究 で は ， 認 知 の 柔 軟 性 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ ス キ ル に 及 ぼ す 影 響 に つ い て は 介 入 調 査 を 実 施 し て

い な い 。 P a h n k e  e t  a l . （ 2 0 1 4 ） は ， A S D 者 を 対 象 と し

た A C T に よ る 介 入 調 査 に お い て ， 認 知 の 柔 軟 性 の 変 化

が 向 社 会 的 な 行 動 を 促 進 し た こ と を 考 察 し て い る 。 し か

し ， こ の 調 査 で は 認 知 の 柔 軟 性 の 評 価 は 行 っ て い な い た

め ， 認 知 の 柔 軟 性 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 及 ぼ

す 影 響 を 実 証 的 に 示 す 介 入 研 究 が 望 ま れ る 。  
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e x e c u t i v e  f u n c t i o n i n g  a s  a  t h e o r e t i c a l  a n d  

c l i n i c a l  c o n s t r u c t .  I n  G o l d s t e i n ,  S . ,  &  N a g l i e r i ,  

J .  A .  ( E d s ) .  H a n d b o o k  o f  e x e c u t i v e  f u n c t i o n g  

( p . 3 ) .  N e w  Y o r k :  S p r i n g e r  S c i e n c e  +  B u s i n e s s  

M e d i a .  

G o o d m a n ,  L .  R .  ( 2 0 1 4 ) .  A s s e s s m e n t  a n d  t r a i n i n g  o f  

m e t a c o g n i t i o n  i n  a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r  

( d o c t o r a l  d i s s e r t a t i o n ) .  D a l h o u s i e  U n i v e r s i t y ,  

H a l i f a x ,  N o v a  S c o t i a .  
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G o o d m a n ,  L .  R . ,  C o r k u m ,  P . ,  &  J o h n s o n ,  S .  A .  

( 2 0 1 7 ) .  A  m e t a c o g n i t i v e  t r a i n i n g  p i l o t  s t u d y  f o r  

a d o l e s c e n t s  w i t h  a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r :  

L e s s o n s  l e a r n e d  f r o m  t h e  p r e l i m i n a r y  s t a g e s  o f  

i n t e r v e n t i o n  d e v e l o p m e n t .  J o u r n a l  o f  

I n t e l l e c t u a l  &  D e v e l o p m e n t a l  D i s a b i l i t y ,  4 2 ,  

2 0 4 - 2 1 0 .  

G o p n i c ,  A . ,  &  W e l l m a n ,  H .  M .  ( 1 9 9 2 ) .  W h y  t h e  

c h i l d ’ s  t h e o r y  o f  m i n d  r e a l l y  i s  a  t h e o r y .  M i n d  

a n d  L a n g u a g e ,  7 ,  1 4 5 - 1 7 1 .  

G r a i n g e r ,  C . ,  W i l l i a m s ,  D .  M . ,  &  L i n d ,  S .  E .  ( 2 0 1 4 ) .  

M e t a c o g n i t i o n ,  m e t a m e m o r y ,  a n d  m i n d r e a d i n g  i n  

h i g h - f u n c t i o n i n g  a d u l t s  w i t h  a u t i s m  s p e c t r u m  

d i s o r d e r .  J o u r n a l  o f  A b n o r m a l  P s y c h o l o g y ,  1 2 3 ,  

6 5 0 - 6 5 9 .  

G r a n d i n ,  T . ,  &  B a r r o n ,  S .  ( 2 0 0 5 ) .  U n w r i t t e n  r u l e s  o f  

s o c i a l  r e l a t i o n s h i p s :  D e c o d i n g  s o c i a l  m y s t e r i e s  

t h r o u g h  t h e  u n i q u e  p e r s p e c t i v e s  o f  a u t i s m .  

F u t u r e  H o r i z o n s  I n c .  ( テ ン プ ル ・ グ ラ ン デ ィ ン .  

シ ョ ー ン ・ バ ロ ン .  門 脇  陽 子  ( 訳 )  ( 2 0 0 9 ) ． 自 閉 症

ス ペ ク ト ラ ム 障 害 の あ る 人 が 才 能 を い か す た め の 人

間 関 係 の 1 0 の ル ー ル  明 石 書 店 )  

G r e s h a m ,  F .  M . ,  S u g a i ,  G . ,  &  H o r n e r ,  R .  H .  ( 2 0 0 1 ) .  

I n t e r p r e t i n g  o u t c o m e s  o f  s o c i a l  s k i l l s  t r a i n i n g  

f o r  s t u d e n t s  w i t h  h i g h - i n c i d e n c e  d i s a b i l i t i e s .  

E x c e p t i o n a l  C h i l d r e n ,  6 7 ,  3 3 1 - 3 4 4 .   

半 田  健  ( 2 0 1 4 ) .  発 達 障 害 児 へ の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ を

取 り 入 れ た 社 会 的 ス キ ル 訓 練 ： 短 期 維 持 効 果 の 検 討  

行 動 療 法 研 究 ， 4 0 ， 1 7 7 - 1 8 7 .  

H a y e s ,  S .  C . ,  S t r o s a h l ,  K .  D . ,  &  W i l s o n ,  K .  G .  

( 2 0 1 2 ) .  A c c e p t a n c e  a n d  c o m m i t m e n t  t h e r a p y :  T h e  
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p r o c e s s  a n d  p r a c t i c e  o f  m i n d f u l  c h a n g e  ( 2 e d . )  

T h e  G u i l f o r d  P r e s s .   

( ス テ ィ ー ブ ン ・ C .  ヘ イ ズ .  カ ー ク ・ D .  ス ト ロ ー サ

ル .  ケ リ ー ・ G .  ウ ィ ル ソ ン .  武 藤  崇 ・ 三 田 村  

仰 ・ 大 月  友  ( 監 訳 )  ( 2 0 1 4 ) .  ア ク セ プ タ ン ス ＆ コ ミ

ッ ト メ ン ト ・ セ ラ ピ ー  ( A C T )  第 2 版 ： マ イ ン ド フ

ル な 変 化 の た め の プ ロ セ ス と 実 践  星 和 書 店 ) .  

H i l l ,  E .  L .  ( 2 0 0 4 ) .  E v a l u a t i n g  t h e  t h e o r y  o f  

e x e c u t i v e  d y s f u n c t i o n  i n  a u t i s m .  D e v e l o p m e n t a l  

R e v i e w ,  2 4 ,  1 8 9 - 2 3 3 .   

H i l l i e r ,  A . ,  F i s h ,  T . ,  C l o p p e r t ,  P . ,  &  B e v e r s d o r f ,  D .  

Q .  ( 2 0 0 7 ) .  O u t c o m e s  o f  a  s o c i a l  a n d  v o c a t i o n a l  

s k i l l s  s u p p o r t  g r o u p  f o r  a d o l e s c e n t s  a n d  y o u n g  

a d u l t s  o n  t h e  a u t i s m  s p e c t r u m .  F o c u s  o n  A u t i s m  

a n d  O t h e r  D e v e l o p m e n t a l  D i s a b i l i t i e s ,  2 2 ,  1 0 7 -

1 1 5 .  

H o f v a n d e r ,  B . ,  D e l o r m e ,  R . ,  C h a s t e ,  P . ,  N y d é n ,  A . ,  

W e n t z ,  E . ,  S t å h l b e r g ,  O . , … L e b o y e r ,  M .  ( 2 0 0 9 ) .  

P s y c h i a t r i c  a n d  p s y c h o s o c i a l  p r o b l e m s  i n  a d u l t s  

w i t h  n o r m a l - i n t e l l i g e n c e  a u t i s m  s p e c t r u m  

d i s o r d e r s .  B M C  P s y c h i a t r y ,  9 ,  1 - 9 .  

本 田  秀 夫  ( 2 0 1 4 ) . 「 ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群 」 は ど こ へ 行

く ？  こ こ ろ の 科 学 ， 1 7 4 ， 2 9 - 3 5 ．  

H o w e s ,  O .  D . ,  R o g d a k i ,  M . ,  F i n d o n ,  J .  L . ,  W i c h e r s ,  

R .  H . ,  C h a r m a n ,  T . ,  K i n g ,  B .  H . , … M u r p h y ,  D .  G .  

( 2 0 1 7 ) .  A u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r :  C o n s e n s u s  

g u i d e l i n e s  o n  a s s e s s m e n t ,  t r e a t m e n t  a n d  

r e s e a r c h  f r o m  t h e  B r i t i s h  a s s o c i a t i o n  f o r  

p s y c h o p h a r m a c o l o g y .  J o u r n a l  o f  

P s y c h o p h a r m a c o l o g y ,  3 2 ,  3 - 2 9 .  

H u g h e s ,  C .  ( 1 9 9 8 ) .  F i n d i n g  y o u r  m a r b l e s :  D o e s  

p r e s c h o o l e r s ’  s t r a t e g i c  b e h a v i o r  p r e d i c t  l a t e r  



132 

 

u n d e r s t a n d i n g  o f  m i n d ?  D e v e l o p m e n t a l  

P s y c h o l o g y ,  3 4 ,  1 3 2 6 - 1 3 3 9 .  

飯 高  哲 也  ( 2 0 1 2 ) .  顔 認 知 の 発 達 と 情 動 ・ 社 会 性  苧 坂   

直 行  ( 編 )  社 会 脳 科 学 の 展 望  脳 か ら 社 会 を み る  

( p p . 7 9 - 8 0 )  新 曜 社  

池 田  慎 哉  ( 2 0 1 5 ) .  大 学 生 に お け る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム

傾 向 と 抑 う つ 傾 向 の 関 連 に つ い て の 質 問 紙 調 査 研 究    

自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 研 究 ， 1 3 ， 1 3 - 1 9 ．  

I n g e r s o l l ,  B . ,  H o p w o o d ,  C .  J . ,  W a i n e r ,  A . ,  &  

D o n n e l l a n ,  M .  B .  ( 2 0 1 1 ) .  A  c o m p a r i s o n  o f  t h r e e  

s e l f - r e p o r t  m e a s u r e s  o f  t h e  b r o a d e r  a u t i s m  

p h e n o t y p e  i n  a  n o n - c l i n i c a l  s a m p l e .  J o u r n a l  o f  

A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  4 1 ,  1 6 4 6 -

1 6 5 7 .  

井 上  勝 夫  ( 2 0 1 2 ) .  A S D 特 性 に 応 じ た 面 接 の 工 夫  神 尾   

陽 子  ( 編 )  成 人 期 の 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 診 療 実 践 マ

ニ ュ ア ル  ( p . 2 6 )  医 学 書 院  

石 垣  琢 磨  ( 2 0 1 2 ) .  メ タ 認 知 ト レ ー ニ ン グ  

( M e t a c o g n i t i v e  T r a i n i n g ;  M C T )  日 本 語 版 の 開 発  

精 神 医 学 ， 5 4 ， 9 3 9 - 9 4 7 .  

石 垣  琢 磨  ( 2 0 1 6 ) .  メ タ 認 知 ト レ ー ニ ン グ  ( M C T )  の 理

論 と 実 践  花 園 大 学 心 理 カ ウ ン セ リ ン グ セ ン タ ー 研

究 紀 要 ， 5 - 1 0 .  

石 井  恒 生  ( 2 0 1 1 ) .  大 学 に お け る 発 達 障 害 学 生 の 支 援 ：

現 状 と 課 題  近 畿 医 療 福 祉 大 学 紀 要 ， 1 2 ， 2 1 - 2 8 ．  

石 井  佑 可 子  ( 2 0 0 6 ) .  社 会 的 ス キ ル 研 究 の 現 況 と 課 題 ：

「 メ タ ・ ソ ー シ ャ ル ス キ ル 」 概 念 の 構 築 へ 向 け て  

京 都 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 紀 要 ， 5 2 ， 3 4 7 - 3 5 9 ．  

板 倉  昭 二  ( 2 0 0 7 ) .  メ タ 認 知 の 系 統 発 生 と 個 体 発 生  心

理 学 評 論 ， 5 0 ， 2 0 4 - 2 1 5 ．  

岩 田  淳 子  ( 2 0 0 7 ) .  学 生 相 談 界 の 動 向 : 発 達 障 害 学 生 の

支 援 の 研 究  障 害 者 問 題 研 究 ， 3 5 ， 5 2 - 5 7 .  
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岩 田  淳 子  ( 2 0 1 1 ) .  大 学 生 の 発 達 障 害  精 神 医 療 第 4

次 ， 6 1 ， 3 6 - 4 2 ．  

J o h n s o n ,  S .  A . ,  F i l l i t e r ,  J .  H . ,  &  M u r p h y ,  R .  R .  

( 2 0 0 9 ) .  D i s c r e p a n c i e s  b e t w e e n  s e l f -  a n d  p a r e n t -

p e r c e p t i o n s  o f  a u t i s t i c  t r a i t s  a n d  e m p a t h y  i n  

h i g h  f u n c t i o n i n g  c h i l d r e n  a n d  a d o l e s c e n t s  o n  

t h e  a u t i s m  s p e c t r u m .  J o u r n a l  o f  a u t i s m  a n d  

d e v e l o p m e n t a l  d i s o r d e r s ,  3 9 ,  1 7 0 6 – 1 7 1 4 .  

神 尾  陽 子  ( 2 0 1 0 ) .  ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 自 閉 症 ス ペ

ク ト ラ ム 者 に 対 す る 支 援 の た め の 手 引 き ． 平 成 1 9 -

2 1 年 度 厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金  ( 障 害 保 健 福 祉

総 合 研 究 事 業 )  ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 広 汎 性 発 達

障 害 者 に 対 す る 支 援 の あ り 方 に 関 す る 研 究  ( 研 究 代

表 者 ： 神 尾  陽 子 ） 別 冊  ( p . 3 )  国 立 精 神 ・ 神 経 セ ン

タ ー 精 神 保 健 研 究 所  

神 尾  陽 子  ( 2 0 1 2 ) .  A S D に 特 有 な 認 知 お よ び 言 語 特 性  

神 尾  陽 子  ( 編 )  成 人 期 の 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 診 療

実 践 マ ニ ュ ア ル  ( p . 2 0 )  医 学 書 院  

神 尾  陽 子 ・ 森 脇  愛 子 ・ 武 井  麗 子 ・ 稲 田  尚 子 ・ 井 口  

英 子 ・ 高 橋  秀 俊 ・ 中 鉢  貴 行 ( 2 0 1 3 ) .  未 診 断 自 閉 症

ス ペ ク ト ラ ム 児 者 の 精 神 医 学 的 問 題  精 神 神 経 学 雑

誌 ， 1 1 5 ， 6 0 1 - 6 0 6 ．  

K a n n e ,  S .  M . ,  C h r i s t ,  S .  E . ,  &  R e i e r s e n ,  A .  M .  

( 2 0 0 9 ) .  P s y c h i a t o r i c  s y m p t o m s  a n d  p s y c h o s o c i a l  

d i f fi c u l t i e s  i n  y o u n g  a d u l t s  w i t h  a u t i s t i c  t r a i t s .  

J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  

3 9 ,  8 2 7 - 8 3 3 .   

川 井  智 理 ・ 嶋  大 樹 ・ 柳 原  茉 美 佳 ・ 齋 藤  順 一 ・ 岩 田  

彩 香 ・ 熊 野  宏 昭  ( 2 0 1 6 ) .  脱 フ ュ ー ジ ョ ン プ ロ セ ス

尺 度 の 作 成 お よ び 信 頼 性 と 妥 当 性 の 検 討  行 動 療 法

研 究 ， 4 2 ,  3 9 9 – 4 1 1 ．  
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川 住  隆 一 ・ 吉 武  清 實 ・ 西 田  充 潔 ・ 細 川  徹 ・ 上 埜  高

志 ・ 熊 井  正 之 … 佐 藤  静 香  ( 2 0 1 0 ) .  大 学 に お け る

発 達 障 害 の あ る 学 生 へ の 対 応 : 四 年 制 大 学 の 学 生 相

談 機 関 を 対 象 と し た 全 国 調 査 を 踏 ま え て  東 北 大 学

大 学 院 教 育 学 研 究 科 研 究 年 報 ， 5 9 ， 4 3 5 - 4 6 2 ．  

桐 山  正 成 ・ 川 原 田  美 保 ・ 山 下  陽 子 ・ 山 本  博 一  

( 2 0 0 8 ) .  思 春 期 に 診 断 さ れ た 高 機 能 広 汎 性 発 達 障 害

査 ： A Q - J を 用 い て 有 用 性 と 性 差 の 検 討  川 崎 病 院 医

学 ジ ャ ー ナ ル ， 3 ， 2 2 - 2 5 ．  

北 添  紀 子 ・ 藤 田  尚 文 ・ 寺 田  信 一 ・ 是 永  か な 子 ・ 泉 本  

雄 司 ・ 植 田  和 佐  ( 2 0 0 9 ) .  大 学 生 に お け る 自 閉 症 ス

ペ ク ト ラ ム の 調 査 ： t h e  A u t i s m - S p e c t r u m  

Q u o t i e n t 結 果 の 分 析  L D 研 究 ， 1 8 ， 6 6 - 7 1 .  

小 林  由 佳  ( 2 0 0 6 ) .  大 学 生 に お け る 軽 度 発 達 障 害 に 関 す

る 調 査 と そ の 支 援  明 治 安 田 こ こ ろ の 健 康 財 団 研 究

助 成 論 文 集 ， 4 2 ， 3 0 - 3 6 ．  

K o e n i g ,  K . ,  &  T s a t s a n i s ,  K .  D .  ( 2 0 0 5 ) .  P e r v a s i v e  

d e v e l o p m e n t a l  d i s o r d e r s  i n  g i r l s .  I n  B e l l ,  D .  J . ,  

F o s t e r ,  S .  L . ,  &  M a s h  E .  J .  ( E d s . ) ,  H a n d b o o k  o f  

B e h a v i o r a l  a n d  e m o t i o n a l  p r o b l e m s  i n  g i r l s .  ( p p .  

2 1 1 - 2 3 2 ) .  B o s t o n ,  M A :  S p r i n g e r .  

国 立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所  ( 2 0 0 5 ) .  発 達 障 害 の あ る

学 生 支 援 ガ イ ド ブ ッ ク ― ― 確 か な 学 び と 充 実 し た 生

活 を め ざ し て ― ―  ジ ア ー ス 教 育 新 社  

国 立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所  ( 編 )  ( 2 0 0 7 ) .  発 達 障 害 の

あ る 学 生 支 援 ケ ー ス ブ ッ ク ― ― 支 援 の 実 際 と ポ イ ン

ト ― ―  ジ ア ー ス 教 育 新 社  

K o m e d a ,  H .  ( 2 0 1 5 ) .  S i m i l a r i t y  h y p o t h e s i s :  

U n d e r s t a n d i n g  o f  o t h e r s  w i t h  a u t i s m  s p e c t r u m  

d i s o r d e r s  b y  i n d i v i d u a l s  w i t h  a u t i s m  s p e c t r u m  

d i s o r d e r s .  F r o n t i e r s  i n  H u m a n  N e w r o s c i e n c e ,  9 ,  

1 - 7 .  



135 

 

米 田  英 嗣  ( 2 0 1 8 ) .  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 児 者 同 士 の 共 感  

日 本 発 達 心 理 学 会 ・ 藤 野  博 ・ 東 條  吉 邦  ( 編 )  発 達

科 学 ハ ン ド ブ ッ ク 1 0  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム の 発 達 科 学  

( p p . 1 6 8 - 1 7 6 )  新 曜 社  

近 藤  直 司  ( 2 0 1 2 ) .  成 人 期 に お け る A S D の 鑑 別 診 断  

神 尾  陽 子  ( 編 )  成 人 期 の 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 診 療

実 践 マ ニ ュ ア ル  ( p . 5 1 )  医 学 書 院  

姜  穎  ( 2 0 0 5 ) .  「 臨 床 試 験 の た め の 統 計 的 原 則 」 に も と

づ い た 欠 測 値 の 取 り 扱 い に 関 す る 研 究 : 欠 測 値 に 対

す る s i n g l e  i m p u t a t i o n 手 法 の 評 価  筑 波 大 学 大 学

院 博 士 課 程 シ ス テ ム 情 報 工 学 研 究 科 修 士 論 文  ( 未 公

刊 )  

K u r i t a ,  H . ,  K o y a m a ,  T . ,  &  O s a d a ,  H .  ( 2 0 0 5 ) .  A u t i s m -

S p e c t r u m  Q u o t i e n t - J a p a n e s e  v e r s i o n  a n d  i t s  

s h o r t  f o r m s  f o r  s c r e e n i n g  n o r m a l l y  i n t e l l i g e n t  

p e r s o n s  w i t h  p e r v a s i v e  d e v e l o p m e n t a l  d i s o r d e r s .  

P s y c h i a t r y  a n d  C l i n i c a l  N e u r o s c i e n c e s ,  5 9 ,  4 9 0 -

4 9 6 .  

栗 田  広 ・ 長 田  洋 和 ・ 小 山  智 典 ・ 宮 本  有 紀 ・ 金 井  智

恵 子 ・ 志 水  か お る  ( 2 0 0 3 ) .  自 閉 性 ス ペ ク ト ル 指 数

日 本 版  ( A Q - J )  の 信 頼 性 と 妥 当 性  臨 床 精 神 医

学 ， 3 2 ， 1 2 3 5 - 1 2 4 0 ．  

桑 原  斉 ・ 加 藤  佳 代 子 ・ 佐 々 木  司  ( 2 0 1 4 ) .  D S M - 5 に お

け る 「 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 」 ： 何 が ど う 変 わ っ た

か ？  こ こ ろ の 科 学 ， 1 7 4 ， 2 2 - 2 8 .  

L a c a v a ,  P .  G . ,  G o l a n ,  O . ,  B a r o n - C o h e n ,  S . ,  &  M y l e s ,  

B .  S .  ( 2 0 0 7 ) .  U s i n g  a s s i s t i v e  t e c h n o l o g y  t o  

t e a c h  e m o t i o n  r e c o g n i t i o n  t o  s t u d e n t s  w i t h  

A s p e r g e r  s y n d r o m e :  A  p i l o t  s t u d y .  R e m e d i a l  a n d  

S p e c i a l  E d u c a t i o n ,  2 8 ,  1 7 4 - 1 8 1 .    

L a u g e s o n ,  E .  A . ,  F r a n k e l ,  F . ,  G a n t m a n ,  A . ,  D i l l o n ,  

A .  R . ,  &  M o g i l ,  C .  ( 2 0 1 2 ) .  E v i d e n c e - b a s e d  s o c i a l  
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s k i l l s  t r a i n i n g  f o r  a d o l e s c e n t s  w i t h  a u t i s m  

s p e c t r u m  d i s o r d e r s :  T h e  U C L A  P E E R S  p r o g r a m .  

J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  

4 2 ,  1 0 2 5 - 1 0 3 6 .  

L a u g e s o n ,  E .  A . ,  F r a n k e l ,  F . ,  M o g i l ,  C . ,  &  D i l l o n ,  A .  

R .  ( 2 0 0 9 ) .  P a r e n t - a s s i s t e d  s o c i a l  s k i l l s  t r a i n i n g  

t o  i m p r o v e  f r i e n d s h i p s  i n  t e e n s  w i t h  a u t i s m  

s p e c t r u m  d i s o r d e r s .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  3 9 ,  5 9 6 - 6 0 6 .  

L a u g e s o n ,  E .  A . ,  &  P a r k ,  M .  N .  ( 2 0 1 4 ) .  U s i n g  a  C B T  

a p p r o a c h  t o  t e a c h  s o c i a l  s k i l l s  t o  a d o l e s c e n t s  

w i t h  a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r  a n d  o t h e r  s o c i a l  

c h a l l e n g e s :  T h e  P E E R S Ⓡ  m e t h o d .  J o u r n a l  o f  

R a t i o n a l - E m o t i v e  &  C o g n i t i v e - B e h a v i o r  T h e r a p y ,  

3 2 ,  8 4 - 9 7 .  

L e e k a m ,  S .  R . ,  &  P e r n e r ,  J .  ( 1 9 9 1 ) .  D o e s  t h e  

a u t i s t i c  c h i l d  h a v e  a  m e t a r e p r e s e n t a t i o n a l  

d e f i c i t ?  C o g n i t i o n ,  4 0 ,  2 0 3 - 2 1 8 .    

L e r n e r ,  M .  D . ,  C a l h o u n ,  C .  D . ,  M i k a m i ,  A .  Y . ,  &  D e  

L o s  R e y e s ,  A .  ( 2 0 1 2 ) .  U n d e r s t a n d i n g  p a r e n t -

c h i l d  s o c i a l  i n f o r m a n t  d i s c r e p a n c y  i n  y o u t h  w i t h  

h i g h  f u n c t i o n i n g  a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r s .  

J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  

4 2 ,  2 6 8 0 - 2 6 9 2 .  

L e s l i e ,  A .  M .  ( 1 9 8 7 ) .  P r e t e n s e  a n d  r e p r e s e n t a t i o n :  

T h e  o r i g i n s  o f “ t h e o r y  o f  m i n d ” .  P s y c h o l o g i c a l  

R e v i e w ,  9 4 ,  4 1 2 - 4 2 6 .  

L e v y ,  A . ,  &  P e r r y ,  A .  ( 2 0 1 1 ) .  O u t c o m e s  i n  

a d o l e s c e n t s  a n d  a d u l t s  w i t h  a u t i s m :  A  r e v i e w  o f  

t h e  l i t e r a t u r e .  R e s e a r c h  i n  A u t i s m  S p e c t r u m  

D i s o r d e r s ,  5 ,  1 2 7 1 - 1 2 8 2 .   
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L o m b a r d o ,  M .  V . ,  B a r n e s ,  J .  L . ,  W h e e l w r i g h t ,  S .  J . ,  

&  B a r o n - C o h e n ,  S .  ( 2 0 0 7 ) .  S e l f - r e f e r e n t i a l  

c o g n i t i o n  a n d  e m p a t h y  i n  a u t i s m .  P L O S  O N E ,  2 ,  

e 8 8 3 .  

前 田  由 貴 子 ・ 金 山  裕 望 ・ 佐 藤  寛  ( 2 0 1 7 ) .  大 学 生 に お

け る 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾 向 の 実 態 調 査 ： A Q - J - 1 0

を 用 い て  関 西 大 学 心 理 学 研 究 ， 8 ， 2 3 - 2 9 .  

前 田  由 貴 子 ・ 黒 川  清 ・ 青 野  明 子 ・ 木 村  真 人 ・ 亀 井  

歌 苗 ・ 中 川  拓 也  ( 2 0 1 6 ) .  大 学 の 学 生 相 談 室 に お け

る 発 達 障 害 学 生 支 援 の 取 り 組 み  国 際 研 究 論 叢 ，

3 0 ， 1 3 7 - 1 4 3 ．  

前 田  由 貴 子 ・ 佐 藤  寛  ( 2 0 1 8 ) .  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 傾

向 が 高 い 専 門 学 校 生 へ の メ タ 認 知 ト レ ー ニ ン グ の 予

備 的 検 討  L D 研 究 ， 2 7 ， 5 1 1 - 5 2 0 .  

前 原  由 喜 夫  ( 2 0 1 5 ) .  心 の 理 論 の 生 涯 発 達 に お け る 実 行

機 能 の 役 割  心 理 学 評 論 ， 5 8 ， 9 3 - 1 0 9 ．  

M a i s e l ,  M .  E .  ( 2 0 1 8 ) .  M a n a g i n g  d i s t r e s s i n g  t h o u g h t s  

i n  a d u l t s  w i t h  a n d  w i t h o u t  a u t i s m :  T h e  r o l e  o f  

c o g n i t i v e  f u s i o n  a n d  t h e  e f f e c t i v e n e s s  o f  a  b r i e f  

d e f u s i o n  i n t e r v e n t i o n  ( d o c t o r a l  d i s s e r t a t i o n ) .  

B r i g h a m  Y o u n g  U n i v e r s i t y ,  P r o v o ,  U T .  

M a n d e l b e r g ,  J . ,  L a u g e s o n ,  E .  A . ,  C u n n i n g h a m ,  T .  D . ,  

E l l i n g s e n ,  R . ,  B a t e s ,  S . ,  &  F r a n k e l ,  F .  ( 2 0 1 4 ) .  

L o n g - t e r m  t r e a t m e n t  o u t c o m e s  f o r  p a r e n t -

a s s i s t e d  s o c i a l  s k i l l s  t r a i n i n g  f o r  a d o l e s c e n t s  

w i t h  a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r s :  T h e  U C L A  

P E E R S  p r o g r a m .  J o u r n a l  o f  M e n t a l  H e a l t h  

R e s e a r c h  i n  I n t e l l e c t u a l  D i s a b i l i t i e s ,  7 ,  4 5 - 7 3  

M a n d e l l ,  D .  S .  ( 2 0 0 8 ) .  P s y c h i a t r i c  h o s p i t a l i z a t i o n  

a m o n g  c h i l d r e n  w i t h  a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r s .  

J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  

3 8 ,  1 0 5 9 - 1 0 6 5 .  
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丸 野  俊 一  ( 2 0 0 7 a ) .  適 応 的 な メ タ 認 知 を ど う 育 む か  心

理 学 評 論 ， 5 0 ， 3 4 1 - 3 5 5 ．  

丸 野  俊 一  ( 2 0 0 7 b ) .  特 集 に あ た っ て ： 「 心 の 働 き を 司

る 『 核 』 と し て の メ タ 認 知 」 研 究 ― ― 過 去 ， 現 在 ，

未 来 ― ―  心 理 学 評 論 ， 5 0 ， 1 9 1 - 2 0 3 ．  

M a s a t a k a ,  N .  ( 2 0 1 7 ) .  I m p l i c a t i o n s  o f  t h e  i d e a  o f  

n e u r o d i v e r s i t y  f o r  u n d e r s t a n d i n g  t h e  o r i g i n s  o f  

d e v e l o p m e n t a l  d i s o r d e r s .  P h y s i c s  o f  L i f e  

R e v i e w s ,  2 0 ,  8 5 - 1 0 8 .  

M a s o n ,  R .  A . ,  R i s p o l i ,  M . ,  G a n z ,  J .  B . ,  B o l e s ,  M .  B . ,  

&  O r r ,  K .  ( 2 0 1 2 ) .  E f f e c t s  o f  v i d e o  m o d e l i n g  o n  

c o m m u n i c a t i v e  s o c i a l  s k i l l s  o f  c o l l e g e  s t u d e n t s  

w i t h  A s p e r g e r  s y n d r o m e .  D e v e l o p m e n t a l  

N e u r o r e h a b i l i t a t i o n ,  1 5 ,  4 2 5 - 4 3 4 .  

松 田  美 登 子  ( 2 0 0 9 ) .  大 学 生 の 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム に 関

す る 研 究  ( 2 ) ： 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 指 数 1 0  項 目 短

縮 版  ( A Q - J - 1 0 )  と レ ジ リ エ ン ス ， 楽 観 性 ， 時 間 的

信 念 と の 関 連 性  日 本 パ ー ソ ナ リ テ ィ 心 理 学 会 第 1 8  

回 大 会 発 表 論 文 集 ， 1 1 2 - 1 1 3 .  

M c A l i s t e r ,  A .  R . ,  &  P e t e r s o n ,  C .  C .  ( 2 0 1 3 ) .  S i b l i n g s ,  

t h e o r y  o f  m i n d ,  a n d  e x e c u t i v e  f u n c t i o n i n g  i n  

c h i l d r e n  a g e d  3 - 6  y e a r s :  N e w  l o n g i t u d i n a l  

e v i d e n c e .  C h i l d  D e v e l o p m e n t ,  8 4 ,  1 4 4 2 - 1 4 5 8 .  

M i t c h e l l ,  K . ,  R e g e h r ,  K . ,  R e a u m e ,  J . ,  &  F e l d m a n ,  M .  

( 2 0 1 0 ) .  G r o u p  s o c i a l  s k i l l s  t r a i n i n g  f o r  

a d o l e s c e n t s  w i t h  A s p e r g e r  s y n d r o m e  o r  h i g h  

f u n c t i o n i n g  a u t i s m .  J o u r n a l  o n  D e v e l o p m e n t a l  

D i s a b i l i t i e s ,  1 6 ,  5 2 - 6 3 .  

宮 島  真 貴 ・ 大 宮  秀 淑 ・ 山 下  聖 子 ・ 松 井  三 枝 ・ 山 家  

研 司 ・ 傳 田  健 三  ( 2 0 1 5 ) .  前 頭 葉 / 実 行 機 能 プ ロ グ

ラ ム が 有 効 で あ っ た 成 人 期 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の 1

例  最 新 精 神 医 学 ， 2 0 ， 1 6 9 - 1 7 5 ．  
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溝 川  藍 子 ・ 子 安  増 生  ( 2 0 1 5 ) .  他 者 理 解 と 共 感 性 の 発

達  心 理 学 評 論 ， 5 8 ， 3 6 0 - 3 7 1 ．  

水 本  篤 ・ 竹 内  理  ( 2 0 1 1 ) .  効 果 量 と 検 定 力 分 析 入 門 ：

統 計 的 検 定 を 正 し く 使 う た め に ． 2 0 1 0 年 度 部 会 報

告 論 集 「 よ り 良 い 外 国 語 教 育 の た め の 方 法 」  4 7 -

7 3 .  

文 部 科 学 省  ( 2 0 1 2 ) .  障 害 の あ る 学 生 の 修 学 支 援 に 関 す

る 検 討 会 報 告  ( 第 一 次 ま と め )  に つ い て ．  

文 部 科 学 省  ( 2 0 1 7 ) .  障 害 の あ る 学 生 の 修 学 支 援 に 関 す

る 検 討 会 報 告  ( 第 二 次 ま と め )  に つ い て ．  

M o r i g u c h i ,  Y . ,  L e e .  K . ,  &  I t a k u r a ,  S .  ( 2 0 0 7 ) .  S o c i a l  

t r a n s m i s s i o n  o f  d i s i n h i b i t i o n  i n  y o u n g  c h i l d r e n .  

D e v e l o p m e n t a l  S c i e n c e ,  1 0 ,  4 8 1 - 4 9 1 .  

守 田  知 代  ( 2 0 1 4 ) .  自 己 を 意 識 す る 脳 ― ― 情 動 の 神 経 メ

カ ニ ズ ム  苧 坂 直 行  ( 編 )  自 己 を 知 る 脳 ・ 他 者 を 理

解 す る 脳  神 経 認 知 心 理 学 か ら み た 心 の 理 論 の 新 展

開  ( p p . 1 4 0 - 1 4 3 )  新 曜 社  

M o r i t z  S . ,  V e c k e n s t e d t ,  R . ,  B o h n ,  F . ,  H o t t e n r o t t ,  B . ,  

S c h e u ,  F . ,  R a n d j b a r ,  S . , … R o e s c h - E l y ,  D .  ( 2 0 1 3 ) .  

C o m p l e m e n t a r y  g r o u p  m e t a c o g n i t i v e  t r a i n i n g  

( M C T )  r e d u c e s  d e l u s i o n a l  i d e a t i o n  i n  

s c h i z o p h r e n i a .  S c h i z o p h r e n i a  R e s e a r c h ,  1 5 1 ,  6 1 -

6 9 .  

M o r i t z ,  S . ,  W o o d w a r d ,  T .  S . ,  &  H a u s c h i l d t ,  M .  

( 2 0 1 2 ) .  M e t a c o g n i t i v e  T r a i n i n g  f o r  P s y c h o s i s  

( M C T )  s i x t h  v o l u m e ,  v e r s i o n  6 . 0  H a m b u r g :  

V a n H a m  C a m p u s  P r e s s .  

( 石 垣  琢 磨 ・ 細 野  正 人 ・ 小 川 真 理 子 訳  ( 2 0 1 6 ) .  統

合 失 調 症 の た め の メ タ 認 知 ト レ ー ニ ン グ  ( M C T )  第

6 . 0 版 )  

M o s e l e y ,  D .  S . ,  T o n g e ,  B .  J . ,  B r e r e t o n ,  A .  V . ,  &  

E i n f e l d ,  S .  L .  ( 2 0 1 1 ) .  P s y c h i a t r i c  c o m o r b i d i t y  i n  



140 

 

a d o l e s c e n t s  a n d  y o u n g  a d u l t s  w i t h  a u t i s m .  

J o u r n a l  o f  M e n t a l  H e a l t h  R e s e a r c h  i n  

I n t e l l e c t u a l  D i s a b i l i t i e s ,  4 ,  2 2 9 - 2 4 3 .  

村 井  俊 哉 ・ 松 河  理 子 ・ 笹 本  彰 彦  ( 2 0 1 2 ) .  統 合 失 調 症

に み ら れ る 社 会 脳 の 病 態 と 社 会 性 障 害  精 神 神 経 学

雑 誌 ， 1 1 4 ， 9 1 5 - 9 2 0 ．  

中 島  道 子 ・ 鈴 木  ひ み こ ・ 丸 山  智 美  ( 2 0 1 5 ) .  1 セ ッ シ

ョ ン S S T プ ロ グ ラ ム の 実 践 と そ の 効 果 ： 社 会 性 に

つ ま ず き を 抱 え る 大 学 生 グ ル ー プ  ( 発 達 障 害 を 含

む )  を 対 象 に  学 生 相 談 研 究 ， 3 5 ， 2 3 0 - 2 4 2 ．  

N e l s o n ,  T .  O . ,  &  N a r r e n s ,  L .  ( 1 9 9 0 ) .  M e t a m e m o r y :  A  

t h e o r e t i c a l  f r a m e w o r k  a n d  n e w  f i n d i n g s .   

P s y c h o l o g y  o f  L e a r n i n g  a n d  M o t i v a t i o n ,  2 6 ,  1 2 5 -

1 7 3 .  

日 本 学 生 支 援 機 構  ( 2 0 1 1 ) .  「 障 害 学 生 受 入 促 進 研 究 委

託 事 業 ― ― 障 害 の あ る 生 徒 の 進 学 の 促 進 ・ 支 援 の た

め の 高 大 連 携 の 在 り 方 に 関 す る 調 査 研 究 ― ― 報 告

書 」  

日 本 学 生 支 援 機 構  ( 2 0 1 5 ) .  教 職 員 の た め の 障 害 学 生 修  

  学 支 援 ガ イ ド  ( 平 成 2 6 年 度 改 訂 版 )  

日 本 支 援 機 構  ( 2 0 1 8 ) .  合 理 的 配 慮 ハ ン ド ブ ッ ク ― ― 障

害 の あ る 学 生 を 支 援 す る 教 職 員 の た め に ― ―  

日 本 学 生 支 援 機 構  ( 2 0 1 9 ) .  平 成 3 0 年 度  ( 2 0 1 8 年 度 )  

大 学 ， 短 期 大 学 及 び 高 等 専 門 学 校 に お け る 障 害 の あ

る 学 生 の 修 学 支 援 に 関 す る 実 態 調 査 結 果 報 告 書  

日 戸  由 刈  ( 2 0 1 4 ) .  青 年 期 の 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム の 人 た

ち へ の 発 達 支 援 ： 心 理 面 接 の あ り 方 を 中 心 に  こ こ

ろ の 科 学 ， 1 7 4 ， 5 7 - 6 2 ．  

日 戸  由 刈  ( 2 0 1 8 ) .  療 育 と 地 域 支 援  日 本 発 達 心 理 学

会 ・ 藤 野  博 ・ 東 條  吉 邦  ( 編 )  発 達 科 学 ハ ン ド ブ ッ

ク 1 0  自 閉 ス ペ ク ト ラ ム の 発 達 科 学  ( p . 2 1 0 )  新 曜

社  
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野 田  航  ( 2 0 1 5 ) .  非 行  日 本 行 動 分 析 学 会  山 本  淳 一 ・

武 藤  崇 ・ 鎌 倉  や よ い  ( 編 )  ケ ー ス で 学 ぶ 行 動 分 析

学 に よ る 問 題 解 決  ( p . 1 5 4 )  金 剛 出 版  

小 川  千 里  ( 2 0 1 2 ) .  発 達 障 害 の 傾 向 を 見 せ る 大 学 生 を 大

規 模 校 で 支 援 す る ： ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群 の 場 合  商

経 学 叢 ,  5 8 ,  9 3 3 - 9 4 9 .  

奥 村  泰 之  ( 2 0 1 4 ) .  非 薬 物 療 法 の 介 入 研 究 の 必 須 事 項  

行 動 療 法 研 究 ， 4 0 ， 1 5 5 - 1 6 5 ．  

大 塚  結 喜  ( 2 0 1 4 ) .  心 の 理 論 の 脳 内 表 現  苧 坂  直 行  

( 編 )  自 己 を 知 る 脳 ・ 他 者 を 理 解 す る 脳  神 経 認 知

心 理 学 か ら み た 心 の 理 論 の 新 展 開  ( p . 1 6 7 )  新 曜 社  

苧 阪  直 行  ( 2 0 0 6 ) .  心 の 理 論 の 脳 内 表 現 ― ― ワ ー キ ン グ

メ モ リ ー か ら の ア プ ロ ー チ ― ―  心 理 学 評 論 ， 4 9 ，

3 5 8 ₋ 3 7 4 ．  

苧 阪  直 行  ( 2 0 0 7 ) .  メ タ 認 知 と 前 頭 葉 ― ― ワ ー キ ン グ メ

モ リ ー の 認 知 神 経 学 か ら の ア プ ロ ー チ ― ―  心 理 学

評 論 ， 5 0 ， 2 1 6 ₋ 2 2 6 ．  

苧 阪  直 行  ( 2 0 1 4 ) .  エ ー ジ ェ ン ト の 意 図 を 推 定 す る 心 の

理 論 ― ― 知 覚 脳 か ら ア ニ メ ー シ ョ ン を 楽 し む 社 会 脳

へ  苧 坂  直 行  ( 編 )  自 己 を 知 る 脳 ・ 他 者 を 理 解 す

る 脳  神 経 認 知 心 理 学 か ら み た 心 の 理 論 の 新 展 開  

( p . 1 8 2 )  新 曜 社  

O z o n o f f ,  S . ,  P e n n i n g t o n ,  B .  F . ,  &  R o g e r s ,  S .  J .  

( 1 9 9 1 ) .  E x e c u t i v e  f u n c t i o n  d e f i c i t s  i n  h i g h -

f u n c t i o n i n g  a u t i s t i c  i n d i v i d u a l s :  R e l a t i o n s h i p  

t o  t h e o r y  o f  m i n d . T h e  J o u r n a l  o f  C h i l d  

p s y c h o l o g y  a n d  P s y c h i a t r y ,  3 2 ,  1 0 8 1 - 1 1 0 5 .   

P a h n k e ,  J . ,  L u n d g r e n ,  T . ,  H u r s t i ,  T . ,  &  H i r v i k o s k i ,  

T .  ( 2 0 1 4 ) .  O u t c o m e s  o f  a n  a c c e p t a n c e  a n d  

c o m m i t m e n t  t h e r a p y - b a s e d  s k i l l s  t r a i n i n g  g r o u p  

f o r  s t u d e n t s  w i t h  h i g h - f u n c t i o n i n g  a u t i s m  
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s p e c t r u m  d i s o r d e r :  A  q u a s i - e x p e r i m e n t a l  p i l o t  

s t u d y .  A u t i s m ,  1 8 ,  9 5 3 - 9 6 4 .   

P a r s o n s ,  S . ,  M i t c h e l l ,  P . ,  &  L e o n a r d ,  A .  ( 2 0 0 4 ) .  T h e  

u s e  a n d  u n d e r s t a n d i n g  o f  v i r t u a l  e n v i r o n m e n t s  

b y  a d o l e s c e n t s  w i t h  a u t i s t i c  s p e c t r u m  d i s o r d e r s .  

J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  

3 4 ,  4 4 9 - 4 6 6 .  

P a t t e r s o n ,  T .  L . ,  M o s c o n a ,  S . ,  M c K i b b i n ,  C .  L . ,  

D a v i d s o n ,  K . ,  &  J e s t e ,  D . V .  ( 2 0 0 1 ) .  S o c i a l  s k i l l s  

p e r f o r m a n c e  a s s e s s m e n t  a m o n g  o l d e r  p a t i e n t s  

w i t h  s c h i z o p h r e n i a .  S c h i z o p h r e n i a  R e s e a r c h ,  4 8 ,  

3 5 1 - 3 6 0 .  

P e x m a n ,  P .  M . ,  R o s t a d ,  K .  R . ,  M c M o r r i s ,  C .  A . ,  

C l i m i e ,  E .  A . ,  S t o w k o w y ,  J . ,  &  G l e n w r i g h t ,  M .  

R .  ( 2 0 1 1 ) .  P r o c e s s i n g  o f  i r o n i c  l a n g u a g e  i n  

c h i l d r e n  w i t h  h i g h - f u n c t i o n i n g  a u t i s m  s p e c t r u m  

d i s o r d e r .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  

D i s o r d e r s ,  4 1 ,  1 0 9 7 - 1 1 1 2 .  

R a m a c h a n d r a n ,  V .  S . ,  &  O b e r m a n ,  L .  M .  ( 2 0 0 6 ) .  

B r o k e n  m i r r o r s :  A  t h e o r y  o f  a u t i s m .  S c i e n t i f i c  

A m e r i c a n ,  2 9 5 ,  6 2 - 6 9 .   

R a o ,  P .  A . ,  B e i d e l ,  D .  C . ,  &  M u r r a y ,  M .  J .  ( 2 0 0 8 ) .  

S o c i a l  s k i l l s  i n t e r v e n t i o n s  f o r  c h i l d r e n  w i t h  

A s p e r g e r ’ s  s y n d r o m e  o r  h i g h - f u n c t i o n i n g  a u t i s m :  

A  r e v i e w  a n d  r e c o m m e n d a t i o n s .  J o u r n a l  o f  

A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  3 8 ,  3 5 3 -

3 6 1 .  

R a t t o ,  A .  B . ,  T u n e r - B r o w n ,  L . ,  R u p p ,  B .  M . ,  

M e s i b o v ,  G .  B . ,  &  P e n n ,  D .  L .  ( 2 0 1 1 ) .  

D e v e l o p m e n t  o f  t h e  c o n t e x t u a l  a s s e s s m e n t  o f  

s o c i a l  s k i l l s  ( C A S S ) :  A  r o l e  p l a y  m e a s u r e  o f  

s o c i a l  s k i l l  f o r  i n d i v i d u a l s  w i t h  h i g h -
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f u n c t i o n i n g  a u t i s m .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  4 1 ,  1 2 7 7 - 1 2 8 6 .  

R e h f e l d t ,  R .  A . ,  D i l l e n ,  J .  E . ,  Z i o m e k ,  M .  M . ,  &  

K o w a l c h u k ,  R .  K .  ( 2 0 0 7 ) .  A s s e s s i n g  r e l a t i o n a l  

l e a r n i n g  d e f i c i t s  i n  p e r s p e c t i v e - t a k i n g  i n  

c h i l d r e n  w i t h  h i g h - f u n c t i o n i n g  a u t i s m  

s p e c t r u m  d i s o r d e r .  T h e  P s y c h o l o g i c a l  R e c o r d ,  

5 7 ,  2 3 - 4 7 .  

R e i c h o w ,  B . ,  &  V o l k m a r ,  F .  R .  ( 2 0 1 0 ) .  S o c i a l  s k i l l s  

i n t e r v e n t i o n s  f o r  i n d i v i d u a l s  w i t h  a u t i s m :  

E v a l u a t i o n  f o r  e v i d e n c e - b a s e d  p r a c t i c e s  w i t h i n  

a  b e s t  e v i d e n c e  s y n t h e s i s  f r a m e w o r k .  J o u r n a l  

o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  4 0 ,  

1 4 9 - 1 6 6 .  

R e i c h o w ,  B . ,  &  W o l e r y ,  M .  ( 2 0 0 9 ) .  C o m p r e h e n s i v e  

s y n t h e s i s  o f  e a r l y  i n t e n s i v e  b e h a v i o r a l  

i n t e r v e n t i o n s  f o r  y o u n g  c h i l d r e n  w i t h  a u t i s m  

b a s e d  o n  t h e  U C L A  y o u n g  a u t i s m  p r o j e c t  m o d e l .  

J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  

3 9 ,  2 3 - 4 1 .  

R i v e t ,  T .  T . ,  &  M a t s o n ,  J .  L .  ( 2 0 1 1 ) .  R e v i e w  o f  

g e n d e r  d i f f e r e n c e s  i n  c o r e  s y m p t o m a t o l o g y  i n  

a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r s .  R e s e a r c h  i n  A u t i s m  

S p e c t r u m  D i s o r d e r s ,  5 ,  9 5 7 - 9 7 6 .  

R o d g e r s ,  J . ,  G l o d ,  M . ,  C o n n o l l y ,  B . ,  &  M c C o n a c h i e ,  

H .  ( 2 0 1 2 ) .  T h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  a n x i e t y  a n d  

r e p e t i t i v e  b e h a v i o u r s  i n  a u t i s m  s p e c t r u m  

d i s o r d e r .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  

D i s o r d e r s ,  4 2 ,  2 4 0 4 - 2 4 0 9 .  

R u n d b l a d ,  G .  &  A n n a z ,  D .  ( 2 0 1 0 ) .  T h e  a t y p i c a l  

d e v e l o p m e n t  o f  m e t a p h o r  a n d  m e t o n y m y  
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c o m p r e h e n s i o n  i n  c h i l d r e n  w i t h  a u t i s m .  A u t i s m ,  

1 4 ,  2 9 - 4 6 .  

斎 藤  清 二 ・ 西 村  優 紀 美 ・ 吉 永  崇 史  ( 2 0 1 0 ) .  発 達 障 害

大 学 生 支 援 へ の 挑 戦  ナ ラ テ ィ ブ ・ ア プ ロ ー チ と ナ

レ ッ ジ ・ マ ネ ジ メ ン ト  金 剛 出 版  

三 宮  真 知 子  ( 2 0 0 8 ) .  メ タ 認 知 研 究 の 背 景 と 意 義  三 宮   

真 知 子  ( 編 )  メ タ 認 知  学 習 力 を 支 え る 高 次 認 知

機 能  北 大 路 書 房  

三 宮  真 知 子  ( 2 0 1 7 ) .  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 わ る メ

タ 認 知 と 脳 機 能  誤 解 の 心 理 学  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン の メ タ 認 知  ナ カ ニ シ ヤ 出 版  

S a w y e r ,  A .  C .  P . ,  W i l l i a m s o n ,  P . ,  &  Y o u n g ,  R .  

( 2 0 1 4 ) .  M e t a c o g n i t i v e  p r o c e s s e s  i n  e m o t i o n  

r e c o g n i t i o n :  A r e  t h e y  d i f f e r e n t  i n  a d u l t s  w i t h  

A s p e r g e r ’ s  d i s o r d e r ?  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  4 4 ,  1 3 7 3 - 1 3 8 2 .  

S c h m i d t ,  C . ,  &  S t i c h t e r ,  J .  P .  ( 2 0 1 2 ) .  T h e  u s e  o f  

p e e r - m e d i a t e d  i n t e r v e n t i o n s  t o  p r o m o t e  t h e  

g e n e r a l i z a t i o n  o f  s o c i a l  c o m p e t e n c e  f o r  

a d o l e s c e n t s  w i t h  h i g h - f u n c t i o n i n g  a u t i s m  a n d  

A s p e r g e r ’ s  s y n d r o m e .  E x c e p t i o n a l i t y ,  2 0 ,  9 4 -

1 1 3 .  

S c h o h l ,  K .  A . ,  V a n  H e c k e ,  A .  V . ,  C a r s o n ,  A .  M . ,  

D o l a n ,  B . ,  K a r s t ,  J . ,  &  S t e v e n s ,  S .  ( 2 0 1 4 ) .  A  

r e p l i c a t i o n  a n d  e x t e n s i o n  o f  t h e  P E E R S  

i n t e r v e n t i o n :  E x a m i n i n g  e f f e c t s  o n  s o c i a l  s k i l l s  

a n d  s o c i a l  a n x i e t y  i n  a d o l e s c e n t s  w i t h  A u t i s m  

s p e c t r u m  d i s o r d e r s .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  4 4 ,  5 3 2 - 5 4 5 .  

S c h r a w ,  G . ,  &  D e n n i s o n ,  R .  S .  ( 1 9 9 4 ) .  A s s e s s i n g  

m e t a c o g n i t i v e  a w a r e n e s s .  C o n t e m p o r a r y  

E d u c a t i o n a l  P s y c h o l o g y ,  1 9 ,  4 6 0 - 4 7 5 .  
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S c h u l z ,  K .  F . ,  A l t m a n ,  D .  G . ,  M o h e r ,  D . ,  &  f o r  t h e  

C O N S O R T  g r o u p .  ( 2 0 1 0 ) .  C O N S O R T  2 0 1 0  

s t a t e m e n t :  U p d a t e d  g u i d e l i n e s  f o r  r e p o r t i n g  

p a r a l l e l  g r o u p  r a n d o m i s e d  t r i a l s .  B r i t i s h  

M e d i c a l  J o u r n a l ,  3 4 0 ,  6 9 8 - 7 0 2 .   

( 津 谷  喜 一 郎 ・ 元 雄  良 治 ・ 中 山  健 夫 訳  ( 2 0 1 0 ) .  

C O N S O R T  2 0 1 0 声 明  ラ ン ダ ム 化 並 行 群 間 比 較 試 験

報 告 の た め の 最 新 版 ガ イ ド ラ イ ン ． 薬 理 と 治 療 ，

3 8 ， 9 3 9 - 9 4 7 . )  

S e g a l ,  Z .  V . ,  W i l l i a m s ,  J .  M .  G . ,  &  T e a s d a l e ,  J .  D .  

( 2 0 0 2 ) .  M i n d f u l n e s s - b a s e d  c o g n i t i v e  t h e r a p y  f o r  

d e p r e s s i o n :  A  n e w  a p p r o a c h  t o  p r e v e n t i n g  

r e l a p s e .  N e w  Y o r k :  G u i l f o r d  P r e s s .  

S e m e l  i n s t i t u t e  f o r  n e u r o s c i e n c e  a n d  h u m a n  a n d  

b e h a v i o r  ( 2 0 1 9 ) . U C L A  P E E R S Ⓡ  F O R  

A D L E S C E N T S  C E R T I F I E D  S O C I A L  S K I L L S  

T R A I N I N G  S E M I N E R  R e t r i e v e d  f r o m   

h t t p s : / / w w w . s e m e l . u c l a . e d u / s y s t e m / t d f / p d f / 2 0 2 0 _

a d o l e s c e n t _ t r a i n i n g _ f l y e r _ -

_ j a n u a r y . p d f ? f i l e = 1 & t y p e = n o d e & i d = 5 3 0 & f o r c e =  

( 2 0 1 9 年 1 1 月 2 4 日 )  

S h a t t u c k ,  P .  T . ,  W a g n e r ,  M . ,  N a r e n d o r f ,  S . ,  

S t e r z i n g ,  P . ,  &  H e n s l e y ,  M .  ( 2 0 1 1 ) .  P o s t - h i g h  

s c h o o l  s e r v i c e  u s e  a m o n g  y o u n g  a d u l t s  w i t h  a n  

a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r .  J A M A  P e d i a t r i c s ,  

1 6 5 ,  1 4 1 - 1 4 6 .  

嶋  大 樹 ・ 川 井  智 理 ・ 柳 原  茉 美 佳 ・ 熊 野  宏 昭  ( 2 0 1 6 ) .  

改 訂 C o g n i t i v e  F u s i o n  Q u e s t i o n n a i r e  1 3 項 目 版 お  

よ び 7 項 目 版 の 妥 当 性 の 検 討  行 動 療 法 研 究 ， 4 2 ，

7 3 - 8 3 ．  

S h i m i z u ,  H . ,  &  K a w a g u c h i ,  J .  ( 1 9 9 3 ) .  T h e  a c c u r a c y  

o f  f e e l i n g - o f - k n o w i n g  j u d g e m e n t s  f o r  g e n e r a l -
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i n f o r m a t i o n  q u e s t i o n s  u s i n g  t h e  r e c a l l  r e t e s t  

m e t h o d .  J a p a n e s e  P s y c h o l o g i c a l  R e s e a r c h ,  3 5 ,  

2 1 5 - 2 2 0 .  

S m i t h ,  T . ,  S c a h i l l ,  L . ,  D a w s o n ,  G . ,  G u t h r i e ,  D . ,  

L o r d ,  C . ,  O d o m ,  S . , … W a g e r ,  A .  ( 2 0 0 7 ) .  

D e s i g n i n g  r e s e a r c h  s t u d i e s  o n  p s y c h o s o c i a l  

i n t e r v e n t i o n s  i n  a u t i s m .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  3 7 ,  3 5 4 - 3 6 6 .  

S o l o m o n ,  M . ,  G o o d l i n - J o n e s ,  B .  L . ,  &  A n d e r s ,  T .  F .  

( 2 0 0 4 ) .  A  s o c i a l  a d j u s t m e n t  e n h a n c e m e n t  

i n t e r v e n t i o n  f o r  h i g h  f u n c t i o n i n g  a u t i s m ,  

A s p e r g e r ’ s  s y n d r o m e ,  a n d  P e r v a s i v e  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r  N O S .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  

a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  3 4 ,  6 4 9 - 6 6 8 .  

S p a i n ,  D . ,  &  B l a i n e y ,  S . ,  H .  ( 2 0 1 5 ) .  G r o u p  s o c i a l  

s k i l l s  i n t e r v e n t i o n s  f o r  a d u l t s  w i t h  h i g h -

f u n c t i o n i n g  a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r s :  A  

s y s t e m a t i c  r e v i e w .  A u t i s m ,  1 9 ,  8 7 4 - 8 8 6 .  

S p e k ,  A .  A . ,  v a n  H a m ,  N .  C . ,  &  N y k l ı ´ c ˇ e k ,  I .  ( 2 0 1 3 ) .  

M i n d f u l n e s s - b a s e d  t h e r a p y  i n  a d u l t s  w i t h  a n  

a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r :  A  r a n d o m i z e d  

c o n t r o l l e d  t r i a l .  R e s e a r c h  i n  D e v e l o p m e n t a l  

D i s a b i l i t i e s ,  3 4 ,  2 4 6 - 2 5 3 .  

S t e r l i n g ,  L . ,  D a w s o n ,  G . ,  E s t e r s ,  A . ,  &  G r e e n s o n ,  J .  

( 2 0 0 8 ) .  C h a r a c t e r i s t i c s  a s s o c i a t e d  w i t h  p r e s e n c e  

o f  d e p r e s s i v e  s y m p t o m s  i n  a d u l t s  w i t h  a u t i s m  

s p e c t r u m  d i s o r d e r .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  3 8 ,  1 0 1 1 - 1 0 1 8 .  

S t i c h t e r ,  J .  P . ,  H e r z o g ,  M .  J . ,  V i s o v s k y ,  K . ,  

S c h m i d t ,  C . ,  R a n d o l p h ,  J . ,  S c h u l t z ,  T . ,  &  G a g e ,  

N .  ( 2 0 1 0 ) .  S o c i a l  c o m p e t e n c e  i n t e r v e n t i o n  f o r  

y o u t h  w i t h  A s p e r g e r  s y n d r o m e  a n d  h i g h -
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f u n c t i o n i n g  a u t i s m :  A n  i n i t i a l  i n v e s t i g a t i o n .  

J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  

4 0 ,  1 0 6 7 - 1 0 7 9 .  

杉 浦  義 典  ( 2 0 0 7 ) .  治 療 過 程 に お け る メ タ 認 知 の 役 割 ―

― 距 離 を お い た 態 度 と 注 意 機 能 の 役 割 ― ― ． 心 理 学

評 論  5 0 ， 3 2 8 - 3 4 0 ．  

鈴 川  由 美 ・ 豊 田  秀 樹  ( 2 0 1 1 ) .  『 認 知 科 学 』 に お け る

効 果 量 と 検 定 力 ， そ の 必 要 性  C o g n i t i v e  S t u d i e s ,  
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多 鹿  秀 継  ( 2 0 0 7 ) .  メ タ 認 知 と 記 憶 ― ― 符 号 化 と 検 索 の

過 程 か ら 見 た メ タ 記 憶 ― ―  心 理 学 評 論 ， 5 0 ， 2 4 3 -

2 5 5 ．  

髙 林  大 輝 ・ 藤 井  靖 ・ 菅 野  純  ( 2 0 1 3 ) .  自 閉 症 ス ペ ク ト

ラ ム 傾 向 の 高 さ が 精 神 健 康 度 と 被 援 助 志 向 性 お よ び

大 学 生 活 に 及 ぼ す 影 響  早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研

究 ， 1 2 ， 4 5 - 5 4 ．  

高 橋  純 一 ・ 玉 木  宏 樹 ・ 山 脇  望 美  ( 2 0 1 2 ) .  健 常 大 学 生

を 対 象 と し た 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 指 数 及 び 愛 着 ス タ

イ ル の 個 人 差 と 社 会 ス キ ル と の 関 連  電 子 情 報 通 信

学 会 技 術 研 究 報 告 ， 1 1 2 ， 1 7 - 2 2 ．  

高 橋  知 音  ( 2 0 1 2 ) .  発 達 障 害 の あ る 大 学 生 の キ ャ ン パ ス

ラ イ フ サ ポ ー ト ブ ッ ク  学 研 教 育 出 版  

竹 林  由 武  ( 2 0 1 4 ) .  観 察 研 究 の 必 須 事 項  行 動 療 法 研

究 ， 4 0 ， 1 6 7 - 1 7 5 ．  

玉 木  宗 久 ・ 海 津  亜 希 子  ( 2 0 1 2 ) .  翻 訳 版 Ｂ Ｒ Ｉ Ｅ Ｆ に

よ る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 児 の 実 行 機 能 の 測 定 の 試

み ： 子 ど も の 実 行 機 能 の 測 定 ツ ー ル の 開 発 に 向 け て    

国 立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所 研 究 紀 要 ， 3 9 ， 4 5 - 5 4 .  

田 中  圭 介 ・ 杉 浦  義 典  ( 2 0 1 5 ) .  実 行 機 能 と マ イ ン ド フ

ル ネ ス  心 理 学 評 論 ， 5 8 ， 1 3 9 - 1 5 2 ．  
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谷 口  直 隆  ( 2 0 1 0 ) .  「 適 応 的 な メ タ 認 知 能 力 」 の 育 成 を

目 指 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 教 育 の 提 案  国 語 科 教

育 ， 6 8 ， 1 9 - 2 6 ．  

丹 治  敬 之 ・ 野 呂  文 行  ( 2 0 1 4 ) .  我 が 国 の 発 達 障 害 学 生

支 援 に お け る 支 援 方 法 お よ び 支 援 体 制 に 関 す る 現 状

と 課 題  障 害 科 学 研 究 ， 3 8 ， 1 4 7 - 1 6 1 ．  

T e a s d a l e ,  J .  D . ,  M o o r e ,  R .  G . ,  H a y h u r s t ,  H . ,  P o p e ,  

M . ,  W i l l i a m s ,  S . ,  &  S e g a l ,  Z .  V .  ( 2 0 0 2 ) .  

M e t a c o g n i t i v e  a w a r e n e s s  a n d  p r e v e n t i o n  o f  

r e l a p s e  i n  d e p r e s s i o n :  E m p i r i c a l  e v i d e n c e .  

J o u r n a l  o f  C o n s u l t i n g  a n d  C l i n i c a l  P s y c h o l o g y ,  

7 0 ,  2 7 5 - 2 8 7 .  

T u r n e r - B r o w n ,  L .  M . ,  P e r r y ,  T .  D . ,  D i c h t e r ,  G .  S . ,  

B o d f i s h ,  J .  W . ,  &  P e n n ,  D .  L .  ( 2 0 0 8 ) .  B r i e f  

r e p o r t :  F e a s i b i l i t y  o f  s o c i a l  c o g n i t i o n  a n d  

i n t e r a c t i o n  t r a i n i n g  f o r  a d u l t s  w i t h  h i g h  

f u n c t i o n i n g  a u t i s m .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  3 8 ,  1 7 7 7 - 1 7 8 4 .  

V a n B e r g e i j k ,  E . ,  K l i n ,  A . ,  &  V o l k m a r ,  F .  ( 2 0 0 8 ) .  

S u p p o r t i n g  m o r e  a b l e  s t u d e n t s  o n  t h e  a u t i s m  

s p e c t r u m :  C o l l e g e  a n d  b e y o n d .  J o u r n a l  o f  

A u t i s m  a n d  D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  3 8 ,  1 3 5 9 -
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V e r h o e v e n ,  E .  W .  M . ,  M a r i j n i s e e n ,  N . ,  B e r g e r ,  H .  J .  

C . ,  O u d s h o o r n ,  J . ,  v a n  d e r  S i j d e ,  A . ,  &  

T e u n i s s e ,  J .  P .  ( 2 0 1 2 ) .  B r i e f  r e p o r t :  

R e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  s e l f - a w a r e n e s s  o f  r e a l -

w o r l d  b e h a v i o r  a n d  t r e a t m e n t  o u t c o m e  i n  a u t i s m  

s p e c t r u m  d i s o r d e r s .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  4 2 ,  8 8 9 - 8 9 4 .  

V i e c i l i ,  M .  A . ,  W e i s s ,  J .  A . ,  L u n s k y ,  Y . ,  &  S h u p a k ,  
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a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r s .  J o u r n a l  o n  

D e v e l o p m e n t a l  D i s a b i l i t i e s ,  1 6 ,  7 2 - 7 5 .  

V i r u é s - O r t e g a ,  J .  ( 2 0 1 0 ) .  A p p l i e d  b e h a v i o r  a n a l y t i c  
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若 林  明 雄 （ 2 0 0 3 ） .  健 常 者 に お け る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ

ム 仮 説 の 妥 当 性 ： 大 学 生 の 専 攻 分 野 と A Q  得 点 と

の 関 係 か ら の 検 討  自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 研 究 ， 2 ，

1 1 - 2 0 ．  

若 林  明 雄 ・ 東 條  吉 邦 ・ B a r o n - C o h e n ,  S . ,  

W h e e l w r i g h t ,  S .  ( 2 0 0 4 ) .  自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 指 数

（ A Q ） 日 本 語 版 の 標 準 化 ― ― 高 機 能 臨 床 群 と 健 常

成 人 に よ る 検 討 ― ―  心 理 学 研 究 ， 7 5 ， 7 8 - 8 4 ．  

W a n g ,  P . ,  &  S p i l l a n e ,  A .  ( 2 0 0 9 ) .  E v i d e n c e - b a s e d  

s o c i a l  s k i l l s  i n t e r v e n t i o n s  f o r  c h i l d r e n  w i t h  

a u t i s m :  A  m e t a - a n a l y s i s .  E d u c a t i o n  a n d  

T r a i n i n g  i n  D e v e l o p m e n t a l  D i s a b i l i t i e s ,  4 4 ,  3 1 8 -

3 4 2 .  

W e b b ,  B .  J . ,  M i l l e r ,  S .  P . ,  P i e r c e ,  T .  B . ,  S t r a w s e r ,  

S . ,  &  J o n e s ,  W .  P .  ( 2 0 0 4 ) .  E f f e c t s  o f  s o c i a l  s k i l l  

i n s t r u c t i o n  f o r  h i g h - f u n c t i o n i n g  a d o l e s c e n t s  

w i t h  a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r s .  F o c u s  o n  

A u t i s m  a n d  O t h e r  D e v e l o p m e n t a l  D i s a b i l i t i e s ,  

1 9 ,  5 3 - 6 2 .  

W e n z e l ,  C . ,  &  R o w l e y ,  L .  ( 2 0 1 0 ) .  T e a c h i n g  s o c i a l  

s k i l l s  a n d  a c a d e m i c  s t r a t e g i e s  t o  c o l l e g e  

s t u d e n t s  w i t h  A s p e r g e r ’ s  s y n d r o m e .  T e a c h i n g  

E x c e p t i o n a l  C h i l d r e n ,  4 2 ,  4 4 - 5 0 .  
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W h i t e ,  S .  W .  ( 2 0 1 1 ) .  S o c i a l  s k i l l s  t r a i n i n g  f o r  

c h i l d r e n  w i t h  A s p e r g e r  s y n d r o m e  a n d  h i g h -

f u n c t i o n i n g  a u t i s m .  T h e  G u i f o r d  P r e s s .   

( ス ー ザ ン ・ ウ ィ リ ア ム ス ・ ホ ワ イ ト .  梅 永  雄 二  

( 監 訳 )  黒 田  美 保 ・ 諏 訪  利 明 ・ 深 谷  博 子 ・ 本 田  

輝 行  ( 訳 )  ( 2 0 1 6 ) .   発 達 障 害 児 の た め の S S T  金 剛

出 版 )  

W h i t e ,  S .  W . ,  A l b a n o ,  A .  M . ,  J o h n s o n ,  C .  R . ,  K a s a r i ,  

C . ,  O l l e n d i c k ,  T . ,  K l i n .  A . , … S c a h i l l ,  L .  ( 2 0 1 0 ) .  

D e v e l o p m e n t  o f  a  c o g n i t i v e - b e h a v i o r a l  

i n t e r v e n t i o n  p r o g r a m  t o  t r e a t  a n x i e t y  a n d  s o c i a l  

d e f i c i t s  i n  t e e n s  w i t h  h i g h - f u n c t i o n i n g  a u t i s m .  

C l i n i c a l  C h i l d  a n d  F a m i l y  P s y c h o l o g i c a l  R e v i e w ,  

1 3 ,  7 7 - 9 0 .  

W h i t e ,  S .  W . ,  K e o n i g ,  K . ,  &  S c a h i l l ,  L .  ( 2 0 0 7 ) .  

S o c i a l  s k i l l s  d e v e l o p m e n t  i n  c h i l d r e n  w i t h  

a u t i s m  s p e c t r u m  d i s o r d e r s :  A  r e v i e w  o f  t h e  

i n t e r v e n t i o n  r e s e a r c h .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  3 7 ,  1 8 5 8 - 1 8 6 8 .  

W h i t e ,  S .  W . ,  O l l e n d i c k ,  T . ,  A l b a n o ,  A .  M . ,  O s w a l d ,  

D . ,  J o h n s o n ,  C . ,  S o u t h a m - G e r o w ,  M .  

A . , … S c a h i l l ,  L .  ( 2 0 1 3 ) .  R a n d o m i z e d  c o n t r o l l e d  

t r i a l :  M u l t i m o d a l  a n x i e t y  a n d  s o c i a l  s k i l l  

i n t e r v e n t i o n  f o r  a d o l e s c e n t s  w i t h  a u t i s m  

s p e c t r u m  d i s o r d e r .  J o u r n a l  o f  A u t i s m  a n d  

D e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r s ,  4 3 ,  3 8 2 - 3 9 4 .  

W i l l i a m s ,  D .  ( 2 0 1 0 ) .  T h e o r y  o f  o w n  m i n d  i n  a u t i s m :  

E v i d e n c e  o f  a  s p e c i f i c  d e f i c i t  i n  s e l f - a w a r e n e s s ?  

A u t i s m ,  1 4 ,  3 8 7 - 5 5 1 .   

山 田  剛 史 ・ 林  創  ( 2 0 1 1 ) .  大 学 生 の た め の リ サ ー チ リ

テ ラ シ ー 入 門  研 究 の た め の 8 つ の 力  ( p . 2 )  ミ

ネ ル ヴ ァ 書 房  
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― メ ン バ ー 間 の 認 知 ， 感 情 ， 行 動 の 共 有 過 程 に 注 目
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山 本  真 也 ・ 香 美  裕 子 ・ 小 椋  瑞 恵 ・ 井 澤  信 三  ( 2 0 1 3 ) .  
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